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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ



１　美少女なお姫様をやることにしました

２　悪巧みを暴くお手伝いをすることになりました

３　捕らわれのお姫様になってしまいました

４　大人しく監禁されるつもりはありません

５　やられたのでやり返すことにしました





エピローグ




　あとがき
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ご褒美の話
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　二年前のあの日を、アドルは忘れることがないだろう。




　少し前から雪が降り始め、窓に叩たたきつけるような吹雪ふぶきになっている。まだ昼過ぎだというのに外は白い闇やみに包まれていて薄うす暗ぐらい。部屋に備えつけられた暖だん炉ろでは、火がぱちぱちと爆はぜていた。

　不安に揺ゆれていたレイの瞳ひとみが、覚かく悟ごを決めた瞬しゆん間かんに獲え物ものを狩かる前の猛もう禽きん類るいがごとく鋭するどくなり、息つく間もなくうつくしい銀の髪かみがばっさりと切り落とされる。

　はらりはらりとレイの白い手のひらから絨じゆう毯たんの上に落ちるそれは、まるで流星のように瞬またたいていた。

「──この剣けんに誓ちかって、生しよう涯がいあなたをお守りいたします。アドルバード様」

　物語のなかの騎き士しのように、彼女は跪ひざまずいた。

　幼い頃ころから共に育ったレイがアドルを愛あい称しようで呼ばないのは、怒おこっているときか真しん剣けんなときだけだと決まっていた。だから、アドルはすぐに理解した。

　女性の命ともいえる髪を切り落とし、レイが剣を捧ささげる。

　ただ一人のために剣を振ふるうというその誓いは、永遠の愛を誓うものと同じように神聖なものだ。




　──ああそうか、彼女は本気なのか。




「……守られてばかりだと思うなよ」

　掲かかげられた剣を受け取る。

　ずっしりと重いそれは、レイの決意の重さを象しよう徴ちようしているかのようだった。

「俺だって、おまえを守れるんだからな」

　今はまだ、アドルが望む通りにレイのすべてを守りきることはできないかもしれない。

　それでも。
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　南のスフェラ王国、その王城の一室で、アドルは鏡の前に立っていた。

　鏡に映るのは赤みがかった金の髪の、うつくしい少女である。ドレスはこの日のためにわざわざ用意したもので、可か憐れんな容姿にとてもよく似合っていた。

「あっついんだよこんちくしょおおおおお！」

　身体からだの芯しんから焼かれるような不快な暑さにアドルの苛いら立だちは頂点に達していた。

　南国特有の容よう赦しやない気温に、さきほどからじわりじわりと汗あせが流れていて気持ち悪い。

　足元まであるドレスのスカートは、涼すずしげな見た目に反してかなり熱がこもる。歩くたびに足にまとわりつくので何度もスカートをたくし上げたくなった。

「……リノル様、はしたないですよ」

　窘たしなめるレイの声に、アドルの怒いかりは治まるはずもなく、むしろ火に油を注ぐだけだった。怒りに燃えた青い目がキッと己おのれの騎士を睨にらみつける。

「誰だれがリノルだ！　主あるじの名前も忘れたかレイ！」

　それは少女の愛らしい声とはまったく違ちがう。声変わりも終えたであろう、少し高めの少年の声だ。

　振り返りながら叫さけぶその人に、レイは呆あきれたように目を伏ふせた。

「忘れるはずがありませんよ、アドルバード様」

　レイは忘れていないことを証明するように、一音一音はっきりと主人の名前を告げる。

　うつくしいドレスを着た少年は紛まぎれもなくレイが仕える主人、先日十五歳になったばかりの王子アドルだ。

「そもそも、あなたが納なつ得とくして始めたことでしょう？」

　文句を言わないでください、とこの暑さなど欠片かけらも感じていないような冷ややかな声に、アドルは言い返すことができずに言葉を詰つまらせた。

　アドルより二つ年上の彼女は、まだ十七歳だとは思えないほど冷静で大人びている。

「し、仕方なくだからな!?　俺には女装趣しゆ味みなんてないからな！　目覚めてもないからな!?」

　何が悲しくてこんなふりふりのドレスを着て、コルセットで締しめ付けられて、重たい鬘かつらを被かぶらなければならない。

　髪というものは長いと重量があるのだとアドルは近頃初めて知った。

「わかっていますよ。よくお似合いです」

　似合っていても嬉うれしくない。全然嬉しくない……！

　アドルはギリギリと奥歯を嚙かみ締めながら唸うなるように問いかける。

「……レイ、俺は女に見えるか」

　鏡に映っているのは文句なしの美少女。ただ硬かたい表情をしているせいでその愛らしさは半減している。

「どこからどう見ても立派に姫君ですよ」

　隣となりに立つレイは、残ざん酷こくなほど淡たん々たんと事実を告げた。

　どこから。どう見ても。

「ええ！　完かん璧ぺきな姫君でいらっしゃいます！」

「これならきっと、本当は王子だなんて誰も思いませんよ！」

　着き替がえを手伝ってくれた侍じ女じよたちは熱を込めてアドルを絶賛した。キラキラと輝かがやく彼女たちの眼まな差ざしが痛い。

　賞賛の言葉が、鋭えい利りな武器となってアドルの心に刺ささる。

「でも……私まで男装する必要はありますか？」

　レイは自分の服装を見下ろして首を傾かしげていた。

　いつもレイが着ているものよりも、体形をごまかせるようなつくりの騎士服に、甲かつ冑ちゆうをつけている。おかげで女性らしい線の細さや胸のかすかな膨ふくらみがわからなくなっていた。

　男性のように髪を短くしているレイは、それだけでうつくしい青年に見える。

　普ふ段だんから騎士の姿なのでそれほど大きな違い和わ感かんがあるわけではないが、アドルの要望は男に見えるように、だった。

「必要。すっごく必要」

　アドルはこれでもかというくらいに何度も頷うなずいた。

　余計な虫をつけないためにも、アドルの心の平へい穏おんのためにも、レイの男装は重要である。

（レイが口説かれたりしても、今の姿じゃうまく牽けん制せいできないし……）

　アドルが女装に集中するためにはレイに男になってもらわなければ！

　アドルとレイのやりとりに、侍女たちはくすくすと笑っている。

「レイ様が本当に男性だったら、花はな嫁よめの座を巡めぐって争う女性が後を絶たなかったでしょうねぇ」

　男女問わず見み惚とれてしまうような美形のレイは、今や誰の目から見ても明らかに凜り々りしい男の騎士である。

　うるわしく誠実そうな姿は、あちこちの令れい嬢じようを魅み了りようしていただろう……実際、女である今もたいそうな人気がある。

「ありがとうございます」

　アドルなら賛辞と受け取ってもよいのか悩なやみそうな言葉にも、レイは微笑ほほえんで対応するので、侍女たちはくらりとよろめいていた。

　これだからアドルも心配になるのだ。

「いいかレイ、ここはハウゼンランドじゃないんだからな？　男相手に隙すきを見せるなよ？」

　じとりと睨みつけながら口うるさくアドルが忠告すると、レイは困こん惑わくするように眉まゆを寄せた。

「私がいつ隙を見せたっていうんですか……そもそもこんな男みたいな女を相手にする男性はいないと思いますよ？」

　女性の騎き士しというのはかなり珍めずらしい。まして、男性優位の社会である南国で騎士といえば男だと誰もが無意識に思い込んでいるだろう。

　だがしかし、男であろうと女であろうと、誰もが目を奪うばわれるほどの美形なのだと他ほかならぬ本人がさっぱり自覚していないのだ。

（これだから無自覚は！　困るんだよ！）

「おまえはもう少し自分の顔が凶きよう器きなんだって理解したほうがいい……！」

　天を仰あおぎながらアドルはお説教を始めたくなるのを必死でこらえた。視界の端はしで、侍女たちが同意するように頷いていたり涙なみだを堪こらえていたりする。

「はぁ」

　興味なさそうなレイの返答にアドルは頭が痛くなった。レイはアドルのことになるとこれでもかと慎しん重ちようになるけれど、自分のことだとかなり無む頓とん着ちやくになってしまう。

　アドルがうーうーと唸っている隣で、レイは淡々と時間を確かく認にんする。

「そろそろですね」

　ここで長々とレイに説教している場合ではない。

　アドルは目を閉じ細く息を吐はき出して気持ちを切り替かえる。ここはスフェラ王国。失敗するわけにはいかないのだ。

「それじゃあ出しゆつ陣じんと行くか」

　レイや侍女からもお墨すみ付つきをもらえたのだから、一目で男とバレるなんてこともないだろう。

「では参りましょうか、リノルアース様」

　差し出されたレイの手に、淑しゆく女じよのようにそっと自分の手を重ねる。

　自分のものではない名前に内心で苦く笑しようしつつ、アドルはにっこりと花のように微笑んだ。

「──ええ、行きましょうレイ」

　そう、これはアドルにとっては戦いだ。

　コンプレックスである愛らしい容姿も、とことん使わせてもらおうじゃないか。可愛かわいらしい姫君となって、一国の王を魅了しなければならないのだから。
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　王城のきらびやかな謁えつ見けんの間に現れた少女に、誰だれもが息を吞のんだ。

　ゆるく波打つ金の髪かみが、風に揺ゆれるたびに赤みがかった光を放つ。処女雪のように白い肌はだは透すき通り、頰ほおがほんのりと桃もも色いろに色づいていた。伏せられた金の睫まつ毛げの下ではサファイアのような青く大きな瞳ひとみが、緊きん張ちように揺れている。

　空色のドレスは裾すそへ向かうに従って色を濃こくしていく。それはまるで季節によって移ろう空を写し取ったかのようなうつくしさだった。少女の髪を彩いろどるレースのリボンも、細い首にかけられたサファイアのネックレスも、すべてが彼女を飾ることを誇ほこるようにそこにある。

　その姫ひめの後ろに、一人の騎士が影かげのように寄り添そっていた。

　月光を集めたかのような銀の髪は、鋭するどい刃やいばの色にも似ている。背筋の伸のびた立ち姿は凜々しく、姫の後ろで跪ひざまずく姿は芸術品のような印象を与あたえていた。

　姫と騎士が並ぶことで完成する、最高の美がそこにあった。




「お初にお目にかかります。北方、ハウゼンランド王国より参りました、リノルアースと申します」




　薔ば薇ら色いろの唇くちびるが紡つむいだのは鈴すずの音のように軽かろやかで愛らしい声だ。

　北方ハウゼンランド国のリノルアース姫。その名は可か憐れんな容姿とともに近年では評判となっている。その姿はなるほど、北国の雪を解かし春を呼ぶ妖よう精せいのように可憐でうつくしい。

　──それが、双ふた子ごの兄であるアドルバード王子が女装している姿だなんて誰も思わない。

「ようこそ、スフェラ国へ。リノルアース姫」

　アドルの挨あい拶さつに応こたえたのは、玉座に座す一人の青年、二十八歳になるスフェラ王国の若き王カルヴァだ。

　黒い髪に褐かつ色しよくの肌、引き締しまった身体からだは男性特有の色気を醸かもし出している。

「貴女あなたのようなうつくしい姫君と出会えたことを嬉うれしく思う」

　賛美の言葉に、アドルは恥はじらうように目を伏ふせた。

　もちろん本当に恥じらっているわけではない。アドルは姫君の仮面をかぶったままカルヴァという男を観察していた。

「きっと姫にもスフェラ国での滞たい在ざいを楽しんでいただけるだろう。ハウゼンランド国にはないものがたくさんあるのでね」

　そう、ここは南方スフェラ王国。アドルの祖国、北のハウゼンランド王国とは共通点を見つけるのが難しいくらい、縁えん遠どおい国だ。

　大陸の南西部、海に面したスフェラ王国はハウゼンランド国よりもはるかに国土も広く、気候も文化も違ちがう。

「ありがとうございます、スフェラ王。こちらで学んだことを祖国に活いかせたらと思います」

　にっこりアドルは微笑んだ。大輪の花を思わせるその微笑みはスフェラ国の文官たちが思わず見惚れてしまうほどだ。

　予定している滞在期間は十日間ほど。
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　アドルにとっては、勝負の十日間だ。
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　──アドルは、つい先日十五歳になった。

　ハウゼンランド国では王の血に連なる子ども達が十五歳になると、立太子の試練を受ける資格を与えている。元老院の出す五つの試練を無事に終えた優ゆう秀しゆうな者が次代の王となるのが長年の習わしだ。

　大人と認められる十八歳にはまだ届かない。けれど、社交界への参加も認められる十五歳は大人とも子どもとも区別されない年ねん齢れいだ。

　ゆえに、ハウゼンランド国では十五歳を一つの区切りと考えている。

　試練のために、アドルはすぐに元老院のもとを訪ねた。

　広い部屋の中では七人の男性が円えん卓たくを囲んでいる。年はアドルの父である現王より上の老ろう爺やが多い。

「アドルバード王子には、スフェラ国へ赴おもむき天然真しん珠じゆの交易権を持ち帰っていただきたい」

　試練の内容を告げたのは、元老院でも一番年若いマディスだ。年はもうすぐ四十代のはずだが、常に気難しそうな顔をしているからかさらに老け込んで見える。アドルとはあまり馴な染じみがない男だ。

「スフェラ国……」

「左様、我が国と交流のある国ではないがの。だがしかし現王の唯ゆい一いつの王子に課す試練、生半可なものでないことくらいは覚かく悟ごの上じゃろ？」

　にやにやと笑うのは最長老である白しら髭ひげのヴァイゼルだった。この好こう々こう爺やは人をからかうのが三度の飯より好きな変人である。そろそろ天に召めされてもおかしくないほど高こう齢れいのはずだが、この場の誰よりも生き生きとしていた。

（おとぎ話に出てくる悪い魔ま法ほう使つかいみたいなんだよな、このジジィ……）

　子どもを連れ去り若返りの秘薬の材料にする──なんていう魔法使いがおとぎ話にいたのだ。にんまりと笑う顔なんてまさに想像していた魔法使いにそっくりだ。

　アドルはヴァイゼルがその悪い魔法使いだと信じ込んでいたので、小さな頃ころにいたずらをすると、彼のところへ連れて行くぞと脅おどされたくらいだ。

「もちろん、試練が容易たやすいものでないのは覚悟の上です」

　どんな試練であれ、アドルには関係ない。ただ乗り越こえていくだけだ。

　決意に満ちたアドルの目に、元老院の面々は静かに注目する。

「そうでなくては面おも白しろくないからのぅ。オイレンベルク公こう爵しやくの子息、ハーラント様は既すでに試練を二つ終えておる」

　ヴァイゼルが髭を撫なでながらアドルを刺し激げきするように笑う。

　ハーラントはアドルの四つ年上の従兄いとこだ。現国王の姉の子であり、次期国王としてもっとも期待を集めている。

（……面白くないって、このジジィ。こっちは人生かかってんだぞ……！）

　ヴァイゼルの挑ちよう発はつにアドルは頰の筋肉をぴくぴくと震ふるわせながらもどうにか笑え顔がおを作った。

「今から試練を始めるアドル王子には、まず彼に追いついてもらわねば話にならない」

「そうじゃの、そうでなければつまらん」

　アドルはジジィどもを楽しませるために試練に挑いどむわけではないのだが、ここで短気を見せたらそれこそ王者たる資格なしと判断されてしまいそうだ。

　王に相応ふさわしいかどうか。それはもう、この場から試ためされ始めているのだろう。

　七人の視線を受け止めながら、アドルは決意に満ちた目で告げる。

「もちろん、すぐ彼に追いついてみせますよ」

「……よろしい。我われ々われは試練の行く末を見守るのみ。己おのれの力で王に相応しいのだと証明してみせなさい」

　マディスの言葉にしっかりと頷うなずくと、アドルは一礼して退室した。




「──と、いうことなんだけど」

　自分の部屋に戻もどるとアドルはすぐにレイに試練の内容を告げた。

　ハウゼンランド国とスフェラ国にはこれまで強い繫つながりなどない。すぐに試練に取り掛かかるわけにもいかなかった。

　なんといっても相手は国だ。こちらの事情だけを押しつけて話が進むわけではない。

「……どうしようか？」

「試練というだけあって、そう簡単にはいかないみたいですね」

　レイもすぐに良い方法は浮うかばないようだった。苦い表情で考え込む。

　アドルも頭を捻ひねっているとバァン！　と大きな音をたてて扉とびらが開いた。

「試練の話、聞いたわよ！」

　ゆるく波打つ金の髪かみを背に流したまま、ずかずかとアドルの部屋に入ってくるのは双ふた子ごの妹のリノルだ。ノックなんて親切なものはない。

「リノル、ノックだけはしろっていつも言っているだろ」

　着き替がえでもしていたらどうするつもりだ。

「恥じらう乙女おとめでもないアドルが突とつ然ぜん扉を開けられて困ることなんてあるの？」

「あるに決まってるだろ！」

「可愛かわいい可愛い双子の妹であるわたしにも見せられないようなことが？」

「ある！　……だろ、普ふ通つう？」

「本当に？」

　重ねて問いかけられると、アドルもだんだんと不安になってくる。

「……あれ？　言われてみると別にないような？」

「アドル様、いつものように言いくるめられていますよ」

　呆あきれたようなレイの声にアドルはハッとして気持ちを切り替かえる。リノルはいつも言こと葉ば巧たくみにアドルを誘ゆう導どうするのだ。

「そういえばおまえは？　試練受けないのか？」

　資格を得るのは男女関係なく、王の血に連なる者だ。もちろんリノルもそのうちの一人に含ふくまれている。

　アドルは王になるつもりだったし、一秒でも時間は惜おしかったのですぐに試練を受けると表明したわけだが、リノルはその場にいなかった。双子だから誕生日はもちろん一いつ緒しよだ。リノルもアドルと同時に、試練を受ける資格を得たはずなのだが。

「お・バ・カ。わたしが試練を受けたらあんたなんて差し置いてさっさと全部終わらせちゃうわよ？　ハウゼンランドに女王が誕生するわよ？」

　つん、とリノルはその細い指先でアドルの鼻をつついた。

「……おまえのその溢あふれる自信はすごいよな」

「アドル様も少し見習ったほうがいいかもしれませんね」

　小さく笑うレイに、アドルは肩かたを落とす。

　自分でもちょっと思ったけど、あえて言わないでいてくれてもいいじゃないか……！

「試練については保留にしているわ。まぁわたしは今のところ女王になるつもりはないし？　権利を放ほう棄きしてもいいんだけど──それはもう少し様子を見てからね」

　リノルが王座に興味がないのは、アドルもうすうす感づいていた。なぜすぐに放棄しないんだろう、と首を傾かしげたが、リノルのことだから何か理由があるのだろう。

　アドルが悩なやんで唸うなっているようなとき、リノルはいつだってバカねぇと笑いながらあれこれと相談に乗ってくれる。今回もそのつもりで来たに違ちがいない。

「それで？　手に持っているソレはなんだ？」

　見ると、リノルの手には一通の封ふう筒とうがある。

　近頃はリノルのもとに求きゆう婚こんの手紙がよく届いているようだが、それをわざわざ双子の兄のもとへ持ってくるわけがない。

　彼女はたいてい、どの求婚にも首を縦に振ふらず、一度も会ったことのないような相手ならば定型文で作った返事を送り返して、手紙は焼き捨てているからなおさらだ。

「一つ目の試練って、スフェラ国に行かなきゃいけないんでしょ？　あの女好きで有名な国王んとこ」

　どこで情報を手に入れてきたのか、リノルは当然のように試練の内容をすべて把は握あくしている。

　つい先ほどアドルに告げられた内容を、なぜリノルが早くも知っているのかは謎なぞだ。

　深くは考えまい、とこくりと頷いたアドルの向かいに座りながら、リノルは「それでね？」とマイペースに話を続ける。

「ろくな繫がりがないから突とつ然ぜん訪問するわけにもいかないし、かといって時間は惜しいし、どうしたらいいのかってあんたは頭を抱かかえていたんでしょ？」

「まさしくそうなんだけど、そこまでわかっているリノルが怖こわい」

　アドルが顔を引き攣つらせていると、うふふ、とリノルは楽しげに笑った。

　ひらひらと、持ってきた招待状らしきものをアドルに思わせぶりに見せつける。

「これ、なーんだ？」

「いやだから、こっちがそれを聞いているんだけど」

　面白みのないアドルの反応に、ぷくっとリノルは頰ほおを膨ふくらませる。

「んもう、察しなさいよバカね！　これ、スフェラ王国から届いた招待状なのよ」

「はぁ!?」

　思わずアドルは素すっ頓とん狂きような声をあげた。

　何がどうしてどうなって、リノルのもとにスフェラ国からの招待状がきているというのか。

「だからね？　これを使ってあんたがスフェラに行けばいいんじゃない？」

　名案だと言いたげなリノルに、アドルは首を傾げた。

「は？　だってそれ、おまえ宛あてなんだろ？　俺が行くのはおかしいじゃん？」

　そんな双子の兄にむかって、リノルは大げさにため息を吐はき出した。

「ほんっとうにおバカね。あんたが、わたしとして行けばいいのよ。なんのための双子なの？」

「いや双子なのは生まれつきだろ、こんなことのために双子に生まれたんでもなければ、おまえの兄になったわけでもないぞ？」

　嘆なげかわしいと言いたげなリノルに、アドルは静かにつっこんだ。

（……ん？）

　まてよ、今こいつは変なことを言わなかったか？

「……俺が？　おまえとして？」

　確かめるように繰くり返すと、リノルは満足げに笑った。

「そう、アドルが、リノルアース姫ひめとして」

　強調するかのようにゆっくりとリノルが告げる。だがアドルの理解はまだ追いつかなかった。

　リノルが突とつ拍ぴよう子しもないことを言い出すのはいつものことだが、今回のこれは過去最高かもしれない。

　だって、アドルが、リノルとして？

「いや!?　どう考えてもおかしいだろソレ!?」

　つまり、アドルが女装しリノルのふりをしてスフェラ国に行けと──そういうことだ。双子なんだから見た目は似ている。小さい頃ころはリノルにせがまれて入れ替わっていたずらしたこともあった。だがそれは、あくまで小さな頃の話。

「いくらなんでも無理！　俺はもう立派な男だぞ!?」

「それを言うなら生まれたときから男でしょ。そんなに無理かしら？　いけると思うんだけど」

　ねぇ？　とあまり口を挟はさまずに控ひかえてきたレイにリノルが問いかける。

　じっ、とレイが見つめてきて、その見み透すかすような目にアドルは落ち着かなくなる。

「……客観的に申し上げれば、問題ないと思いますよ」

　そして非情な現実を告げられて、アドルは叫さけんだ。

「そんなバカな!?」

「双子ですからそっくりですし、アドル様は華きや奢しやですから」

　さらに残ざん酷こくに追つい撃げきするレイに、アドルはさらに叫んだ。

「華奢って言うなー！」

　知っていても指し摘てきされたくないことはある。確かにアドルは同年代の少年に比べればちょっとばかり、ほんの少しだけ、背は低いかもしれないが、少女と見み紛まがうほどではない、はず、だ！

「手段を選んでいる暇ひまなんてないでしょう？　早くしないと、ハーラントがさっさと試練を全部終わらせちゃうわよ？」

「痛いとこついてくるな!?」

　ハーラントは既すでに立太子の試練を始めていて、二つを終えている。それでも彼が試練を始めたのは十七歳からなのでアドルが出で遅おくれたのは二年で済んだのだ。

　優ゆう秀しゆうなハーラントは次期国王の最有力候補として貴族たちから期待を集めている。……その期待は現王の子であるアドルよりも高いだろう。

「それに、あんたって放ほうっておいたら変な方向にがんばりそうだったんだもの。前にもあったじゃない」

　呆れた様子の中に心配そうな色も混じっていて、アドルは言葉を飲み込んだ。

　五年ほど前だろうか、ハーラントを真似まねてアドルは少々無茶をしていた。

　小さな頃から、アドルはハーラントが苦手だった。

　ハーラントと散々比べられ、彼のすばらしさばかりを聞かされてきたから。

　皆みんなが望むのはハーラントのような王子様なのだ。だからまだ十歳だったアドルは、十四歳の彼が出来ることを自分も出来るようになろうと奮ふん闘とうしていたのである。

　もちろん、四歳も年下のアドルがハーラントのように何もかも出来るわけがない。

　同じ剣けんを持つことすら出来なかったし、同じ量の勉強をこなすことだって出来なかった。

『どうせ皆、ハーラントが王子だったらって思ってるんだろ!?　ハーラントみたいになれば喜ぶんだろ!?』

　そう言って泣き叫んだこともあった。

　アドルが不出来なのではない。ハーラントが優秀すぎただけだ。

　けれど絵に描かいたような王子様が身近にいて、知らず知らずのうちにアドルにはかなりの重圧がかかっていた。

　それでもアドルが自分を見失わずにいられたのは、レイがいたからだ。

『……他ほかの誰だれかになんて、ならないでください』

　ハーラントになりたいと零こぼすアドルに、レイは悲しげに告げた。

『私は、そのままのアドル様が好きですよ』

　だから、無理に他人のようになんて、がんばらないでください。

　大きくなればハーラントのようになれる。がんばればハーラントに負けないくらい強くなれる。そう言って慰なぐさめる人はたくさんいたが、アドルはアドルのままでよいのだと言ってくれたのは、レイだけだった。

　だからアドルは、アドルのまま王になろうと思えた。

　幼い頃から寄せていた信しん頼らいが、恋こいになるには十分すぎるほど、レイの言葉はアドルをすくいあげてくれた。

「あとね、アドル」

　リノルが突とつ然ぜん詰つめ寄ってきて隣となりに座り、内ない緒しよ話ばなしをするようにアドルの耳元で囁ささやく。

「あんた、のんびりしていたら一生このままよ？　レイに俺もやればできるんだってところ見せたいでしょ？」

　自分の耳にしか届かないほどの小さな声で告げられた内容に、アドルは頰を赤らめた。アドルの恋心は、双ふた子ごの妹には恥はずかしいくらいにバレバレだ。

「そ、そりゃかっこいいところは見せたいけど……！」

　聡さといレイは聞かれたくない内緒話なのだろうと、そっと距きよ離りをとって紅茶を淹いれ始めている。

　もし聞かれたら、恥ずかしくて死ねる。

「このままじゃいつまでたっても意識してもらえないかもよ？　試練はいい機会じゃない」

　それはつまり、今はさっぱり男として意識してもらえていないってことだよな？

　ぐさぐさと刺ささる言葉に胸を押さえながら、アドルは小さく頷うなずいた。

　試練は確かにチャンスかもしれない。ここでいっちょ男らしい一面を見せれば、レイもドキッとしてくれるんじゃないだろうか！

「……それにしても、ハーラントがいい王様になるなんて、皆は本当に思っているのかしらね？」

　意味ありげなリノルの呟つぶやきにアドルは不思議そうな顔をする。

「うん？」

「本当にいい王様って、どういう人のことなのかしらね。完かん璧ぺきな人間なんて、いるのかしら？」

「……うん？」

　なんだか少し怖こわいことを言っている気がする。

　その証しよう拠こに、背筋が凍こごえるように寒い。おかしい、今は夏だぞ？

「ま、いいわ。アドルはまったくさっぱり人を疑えないところが美点と言えなくもないし」

「……なんかバカにされている気がする」

　レイがティーカップを揃そろえて並べたところで、リノルは向かいのソファに移動した。双子だけの内緒話は終わりらしい。

「スフェラ王は女好きって有名な話だもの。女として行ったほうが効果ありそうじゃない？」

　そんなに簡単にいくだろうか、と訝いぶかしみながらアドルは紅茶を飲む。

「……そもそもなぜリノル様に招待状が？」

　レイが不思議そうに問いかけると、リノルは「さぁねぇ」と知っているような、いないような思わせぶりな顔をしている。

「わたしの美少女っぷりがついにスフェラ国にまで伝わったってことじゃない？」

　たいした自信だと苦く笑しようしながらアドルはテーブルに置かれた招待状に目を落とした。

　アドルも目的があって王になろうとしている。

　一刻も早く試練を終えて、自分が王に相応ふさわしいのだと示さねばならない。

「……本気でいけると思うか？」

「乗ってきたわね？　疑うならとりあえずやってみればいいのよ！」

　ぱちんっとリノルが指を鳴らすと、いつから待機していたのだろうか、侍じ女じよたちが数名部屋にやってくる。その手にはドレスや化け粧しよう道具までしっかり準備されていた。

「おっまえ……！　ここまで用意していたな!?　っていうか俺で遊びたいだけだろ!?」

「当たり前でしょ！」

　侍女たちに取り囲まれてあっという間にアドルは愛らしい姫ひめ君ぎみへと変身していく。長い金きん髪ぱつの鬘かつらに、萌もえ黄ぎ色いろのドレス、靴くつまでアドルのサイズが用意されているあたりリノルはいつから準備していたのだろうと不思議で仕方ない。

　肌はだはもとより少女のように白く滑なめらかで、少し頰ほお紅べにをのせるだけで可か憐れんさが増した。唇くちびるには薔ば薇ら色いろの紅を、眦まなじりにはほんの少し淡あわいピンクの色をのせる。

　着せ替かえ人形のように大人しくしていると、侍女が「完璧です！」と満足そうに告げた。

　ようやく終わったか、と目を開けると目の前に鏡が用意されている。

「──は？　リノル？」

　鏡に映っているのは紛まぎれもなく妹だった。しかしなんと間ま抜ぬけな顔をしているのだろう。ぽかんと口を開けて目を丸くしている。

「バカ言わないでよ、わたしがそんなアホ面づらをするわけないじゃない」

　冷ややかなリノルの声に顔をあげれば、もちろんそこには本人がいる。そもそも、鏡に映るのは鏡の前にいる人間なわけで……。

「え？　これ俺？」

「紛れもなくアドル様です」

　断言するレイの声に、アドルはもう一度鏡を見た。ぱちぱちとアドルが瞬まばたきすると、鏡の中のリノルも同じように瞬きをする。侍女たちはきらきらと達成感に満ちた顔をしていた。

「大っ変！　お可愛かわいらしいです！」

「どこからどう見ても姫君です！」

　ぐさぐさと刺さる言葉の数々によろめきながらも、アドルは認めざるを得なかった。

　まったく不可能な話でもない、ということを。

（でもこれ、男としては喜んじゃダメだよな!?）

　あまりにも完璧すぎる自分の女装姿に、正直、ちょっぴり泣きたくなった。
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　その後、姫君としての作法や仕草など──リノル直伝『淑しゆく女じよとして生きるための百の作法』を徹てつ底てい的に叩たたき込まれた。

　締しめ付けられるコルセットは苦しいし、鬘は重たい。細い腰こしがうつくしいとされていた時代はさらにコルセットでぎゅうぎゅうに締めていたというのだから女性の美に対する執しゆう着ちやく心しんはおそろしいくらいだ。その時代に生まれなくてよかった……！

　たった五センチほどのヒールを履はいてみたら、すぐに足が痛くなってアドルは悲鳴を上げた。あんな靴を履いてダンスするなんて拷ごう問もんじゃないのだろうか。

　アドルが高いヒールを履くと本物のリノルアースと身長がズレてしまうので、結果的には凶きよう器きのようなヒールを履くことは避さけられたのだが。

（女の人は綺き麗れいになろうとそれだけ努力しているってことだもんなぁ……）

　コルセットで締め付けられ、足があんなに痛くなる靴を履いて女性たちはその苦労を微み塵じんも感じさせることなく微笑ほほえんでいるのだ。尊敬に値あたいする。

　血のにじむような特訓を終え、アドルがこうしてスフェラ国にやってくる頃ころにはリノルよりもお姫ひめ様さまらしいお姫様を演じられるようになっていた。

　本物のリノルが完璧な淑女とは言い難がたいのに──とは口が裂さけても言えない。

　なんといっても外交でやってきているのだから、本物のように傍ぼう若じやく無ぶ人じんに振ふる舞まうわけにはいかない。

　淑しとやかで可憐な、理想のリノルアース姫でなければならない。

　もちろんハウゼンランド国から連れてきた侍女や外交官たちも、アドルが女装していることは知っている。試練を提示してきた元老院にも、恥はじを忍しのんで報告しておいた。のちのち面めん倒どうなことにならないためには根回しも重要だ。

（まさか本気で女装するのかよって顔を顰しかめていた奴やつもいたけどな……）

　元老院の大半が何を考えているんだ、というような顔をしていた。しかしヴァイゼルがほほほ、と楽しげに笑って頷いたのだ。

『まぁ、よかろ。どのような手段を用いたとしても、成果が伴ともなうのであれば問題はあるまい』

　最長老である彼の発言力は高い。結果的に、誰だれもダメだともやめろとも言わなかった。




　スフェラ王カルヴァへの挨あい拶さつを終えてしばし休息したのち、すぐに夜はやってくる。

　アドルは晩ばん餐さん用のドレスに着き替がえて、再び完璧なリノルアース姫になった。……お姫様は一日に何度も着替えたりしなければならないからたいへんだ。

　晩餐の席にはもちろんスフェラ王がいるので、アドルは油断できるはずもない。

　南国の料理はスパイスが効いているものが多いが、アドルは緊きん張ちようで料理の味はさっぱりわからなかった。

「リノルアース姫は噂うわさに違たがわず愛らしい」

「まぁ、ありがとうございます」

　聞き慣れてきた賛美にも、にっこりと笑え顔がおの仮面を貼はり付けたまま、アドルは食事を続けた。

　晩餐の席にはカルヴァのほか、それぞれの国の外交官がいる。レイは護衛としてそばに控ひかえていた。

「姫と騎き士し殿どのが並んでいる姿には誰もが目を奪うばわれていましたよ」

「ふふ、わたしの騎士は素す敵てきでしょう？」

　レイが褒ほめられるのは素直に嬉うれしい。美少女の自然な笑顔に、スフェラ国の外交官たちも思わずフォークを持つ手が止まっていた。

　リノルアース姫の訪問は、招待を受けたうえでの外遊ということになっている。

（……だけど姫を招待するってことは下心はありそう）

　リノルもわかっていたのだろう。万が一スフェラ王から口説かれたら丁てい寧ねいかつ慎しん重ちようにはっきりと断ってこい、と言われている。

「へ、陛下、あんまり飲みすぎないでくださいよ？」

　上じよう機き嫌げんのカルヴァにおどおどと声をかける外交官が一人。分厚い眼鏡めがねのおかげで瞳ひとみの色もよく見えない。

「うるさいぞ、モルテ。せっかくの食事がまずくなるではないか」

　とはいえ随ずい分ぶんと酒が進んでいるのは事実のようで、臣下が心配になるのも無理はないだろう。

　カルヴァがどれだけ酒を飲もうがかまわないが、絡からまれるのは嫌いやだ。

（酔よっ払ぱらいの相手はごめんだな）

　どうにか早く部屋に戻もどれないだろうか、とアドルは目を伏ふせる。

　酒の力もあってだろうか、カルヴァが上機嫌にアドルを見て口を開いた。

「ところで姫、このあと庭でも散策しませんか？　ちょうど今日は月が綺麗に見えますよ」

「──え？」

　このあと、というと、あとはもう寝ねる準備をするくらいだ。

　常識的に考えて、そんな時間に婚こん約やく者でもない異性と会うことはありえない。少なくとも、ハウゼンランド国においては。

　何言っているんだこいつは？

　即そく座ざに断るのは失礼になるだろうか、とアドルがわずか数秒で頭を回転させていると、スフェラ国の外交官──モルテと呼ばれていた青年が飛び上がった。

「へへへへ陛下!?　それはちょっとどうかと思いますよ!?」

「うるさいぞモルテ」

「も、申し訳ありません！　えっいやでもあのですね!?」

　スフェラ国においても非常識なお誘さそいらしい、ということはモルテの反応のおかげで十分にわかる。

「大変申し訳ありませんが、我が姫は慣れない異国で疲つかれていらっしゃいますので……明日の昼にぜひまたお誘いいただけると」

　どうすべきか咄とつ嗟さに判断できずにいるアドルに代わり、レイが角を立てずに断りを入れた。なるほど、そうすればむやみに機嫌を損そこねるようなこともなかったのか。

「それもそうだな、いやしかしこのようにうつくしい姫ひめ君ぎみと離はなれがたいと思うのは一人の男として当然というもの。月明かりに照らされる姫はさぞうつくしいだろう」

「そんな……」

　流れるような褒め言葉に、アドルは照れたように目を伏せた。

（よくもまぁ、そんなにすらすらと口説き文句が浮うかぶよな）

「残念だが、それはまたの機会に」

　またの機会なんてねぇぞ、とアドルは心のなかで毒を吐はき出した。

　女好き、というのは間ま違ちがいないのだろうが、アドルはカルヴァの人となりを測りかねていた。

　その後は当たり障さわりのない会話が続き、どうにか晩餐を終えて部屋に戻ったときには、精神的にぐったりと疲れていた。

「あれってどうなんだ？　やっぱり噂通りの王ってことか？」

　鬘かつらを取りながらアドルはレイに問いかけた。ネックレスを外すと肩かたや首を回して凝こりをほぐす。鬘だけでなく、ネックレスや耳みみ飾かざりなどもわりと重いもので、気がつくと首周りの筋肉が悲鳴を上げている。

「どうでしょうね。女好きというのは真実だとして、政治的な手しゆ腕わんも確かだと思いますし」

　カルヴァは王位につく際に悪政を敷しいていた叔父おじである前王を殺し革命を起こした、スフェラ国においては英えい雄ゆうと言える人物でもある。即そく位い後もまだ不安定なスフェラ国を他国の脅きよう威いから守り抜ぬいた。

「まぁ、ただの女好きにはできないよなぁ」

「古来より英雄色を好むと言いますしね」

「俺、あんまりそういうの好きじゃない」

　装そう飾しよく品を乱暴に扱あつかうとレイだけでなく侍じ女じよたちにも文句を言われるので、アドルは壊こわさないよう丁寧に並べる。

「そうなんですか？」

　きょとん、とした顔のレイに、アドルは恥はずかしくなって目を逸そらした。

「そうなんですかって……好きな人が一人、そばにいてくれれば十分だろ」

　どんなにたくさんの美女に取り囲まれていたとしても、本当に愛している一人からの愛を得られなければ意味がない。そんなの、むなしいだけだ。

　ただ一人、愛している人がそばにいてくれればそれだけで心は満たされる。

　ぼそりと小さく呟つぶやいたそれは、レイの耳には届かなかったらしい。

「何かおっしゃいました？」

　聞こえていてもよかったような、いや聞かれていなくてよかったような──複雑な気持ちになりながらアドルは苦く笑しようする。

「……なんでもない」

　なんでもないということに、しておく。

　本当は、まるでアドルを恋れん愛あい対象としてみていないかのようなレイの言動には、少しだけ傷ついているのだけど。

「レイのおかげでどうにか今夜は回かい避ひしたけど、明日は無理だよな」

「そうですね、そもそもスフェラ王と接せつ触しよくしない限り試練も進みませんよ」

「ぐ。そうなんだよな……」

　このまま暢のん気きに過ごして帰ればいいというわけではないのだ。

　だがやはり、リノルアース姫として男と話すのは疲れる。向こうはうつくしいだの可か憐れんだのと絶賛してくるが、男であるアドルの胸にはさっぱり響ひびかない。

「やはりスフェラ国の海産物はハウゼンランドでは珍めずらしいものばかりですしね。これからたくさん外交の場に出ることになるんですから、いい勉強にもなると思います」

　ハウゼンランド国は内陸にある国だ。この肌はだを焼くような暑い気候だけでなく、スフェラ国と違う点は多い。

　それはそれだけ、学べることが多いということだ。

　学んだものは、アドルの糧かてになる。

「で、どうやってスフェラ王を攻こう略りやくするか」

　夜は少し涼すずしくなったものの、昼間の暑さのおかげでアドルはすっかりバテていた。ぐったりとソファにもたれながら今後のことを考える。

「……色いろ仕じ掛かけでもしますか？」

「それやるの俺だよな？　俺がやるんだよな？」

　真顔で提案してくるレイに、思わずアドルは顔を引き攣つらせた。冗じよう談だんかそうでないのかわかりにくい。まさか本気で言っているのだろうか。

「やりすぎて男だとバレないようにしてくださいね？」

「やらねぇよ!!」

　何が悲しくて男相手に色仕掛けなんてしなきゃいけないのか！

　半泣きで否定するアドルにレイは苦笑した。

「……まぁ冗談ですけど」

　冗談でもやめてほしい、とアドルはため息を吐き出す。いやしかし、必要とあれば媚こびを売るくらいはするつもりだが、できれば必要最低限にしたい。

「真しん珠じゆについては五日目に産地の視察が入っていますから、その流れで交易の話をするのが自然でしょうね」

　予定表を確かく認にんしながらレイが告げる。

「それなら明日は、そこらへんに触ふれないほうがいいか」

「興味がある、くらいにしておいていいと思いますよ。あまり積極的なのはリノル様の淑しゆく女じよの心得にも反するそうですから」

　重要事じ項こうを確認した上で、アドルの気分は重くなる。

　手段を選んでいる暇ひまはなかったとはいえ──やはり女装というのは気が重い。人を騙だますのも、アドルは得意ではないのだ。
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　スフェラ王国滞たい在ざい二日目も、見事な晴天だった。

　中庭に咲さき誇ほこる南国の色とりどりの花々は、アドルが溶とけてしまいそうなほどの暑さにも負けずにうつくしさを競きそい合っている。残念ながら女装中のアドルには花のうつくしさを楽しむような余よ裕ゆうはないが。

「お待ちしておりました、姫ひめ」

　レイのエスコートで向かった中庭には、既すでにスフェラ国王カルヴァの姿があった。到とう着ちやくが予定していた時間ぴったりになったのはわざとだ。

　リノルから叩たたき込まれた『淑女として生きるための百の作法』のなかに、女は少し焦じらすくらいのほうがいい、とあったので。

「申し訳ありません、陛下。お待たせしてしまいまして」

　カルヴァの姿を見つけると、アドルは小走りで駆かけ寄った。申し訳なさそうに眉まゆを下げるアドルに、カルヴァは「いや」と微笑ほほえみ返した。

「うつくしい姫を待つ時間が苦になるはずもないな。お手をどうぞ、姫」

　しまった……！

　可愛かわいらしい姫君を演じるあまりにカルヴァにエスコートをさせる機会を与あたえてしまった。たとえ二人で会うことになっても、接触は極力避さけるつもりだったのに。

（くっそ……女装に集中していると、他ほかへの判断力が鈍にぶる……！）

「……ありがとうございます」

　しかしここでエスコートを拒こばむのはおかしい。アドルは引きつりそうになる頰ほおを笑えみの形にしたまま崩くずさずにカルヴァの手を取った。

　興味の無い花を見ていたところで心が浮うき立つことはない。むしろじりじりと照りつけてくる日差しが痛いくらいだ。

「──花は嫌きらいかな？」

「え？　いえ……」

（やばい、顔に出てた!?）

　カルヴァの声でアドルは我われに返った。心ここに在らずなアドルにカルヴァはすぐに気づいたようだった。苦笑するカルヴァにアドルは言葉を濁にごした。

「浮かない顔をしている。……騎き士し殿どのがそばにいなければ不安かな？」

　すぐそばに、とは言わないがこちらから見える範はん囲いでしっかりと付き添そっているレイを見てカルヴァは告げた。アドルにとっては完全に図星だ。

「そ、それは……わたしの──わたしだけの、騎士ですから」

　答えになっているような、いないような──そんな返答になってしまう。

　失敗が許されない状じよう況きようで、カルヴァと至近距きよ離りで話しているというのはアドルにかなりの緊きん張ちようを強しいている。

　その緊張を和やわらげてくれるのは、レイだけだ。

「……わたしだけの？」

「ええ。わたしに剣けんの誓ちかいをたててくれました。正しよう真しん正しよう銘めいの、わたしの騎士です」

　剣の誓いと呼ばれるそれは、騎士が生しよう涯がい独身を貫つらぬき、たった一人の主あるじに剣を捧ささげるというものだ。今やだいぶ廃すたれてしまった風習で、剣の誓いをたてる騎士はそういない。

　──レイは。

　彼女は、二年前にアドルに剣の誓いをたてた。己おのれの命とその剣の腕うでを、アドルのためだけに使うと。アドルを守る剣になると。

「だから、誰だれよりも信しん頼らいしています。おかしいでしょうか」

　レイについてのことだったから、アドルは素すの自分として答えていた。

　今の自分はリノルなのだという意識すら消えて、ただ素直にアドルは言葉を紡つむぐ。

「……剣の誓い、ね……」

　ぽつりと呟かれたカルヴァの言葉に、アドルは顔を上げた。南国にはあまり馴な染じみのないものだが、一国の王ともなれば知らないということはないだろう。

　含ふくみのある声に、アドルは何か変なことでも言っただろうかと不ふ安あんに駆られた。

「あ、の……？」

　どうかしましたか、と問いかけようとしたところで、ぐらりと視界が歪ゆがんだ。

　足に力が入らなくなって、アドルは浅く息を吐はき出した。わずかに零こぼれる息に熱がこもる。目を開けようとしても瞼まぶたが重くてぴくりとも動かない。

「姫っ？」

　カルヴァがいち早くアドルの異変に気づいた。その声に、レイも慌あわてて駆け寄ってくる。

「ア……リノル様！」

　二人の声がアドルの耳にぼんやりと届いて、返事をしなければ──と考えたけれど唇くちびるは短い息を吐き出すばかりだ。

　ぐらりと傾かしいだアドルの身体からだを、カルヴァが抱だきとめる。離はなれなければ、と頭ではわかっているのに身体は動かなかった。

　息苦しい。熱が身体の中を這はい回っているようで気持ち悪い。

「向こうに東あずま屋やがある。そこで休ませよう」

　瞼が重くて目を開けることができない。カルヴァがそう言う声が聞こえると、身体がふわりと抱き上げられた。

　それから少しすると、どこかに下ろされる。瞼まぶた越ごしに感じていた暑い日差しが遠ざかり、首筋を冷たい何かで拭ぬぐわれる。

「う……」

　どうにかして目を開けると、そこには心配そうにアドルを見つめるレイがいた。その手には濡ぬれたハンカチがあって、先ほど感じていた冷たい感かん触しよくはそれだろうとわかる。

「大だい丈じよう夫ぶですか？　吐き気や眩暈めまいは？」

「……だいじょうぶ、だと思う」

　長なが椅い子すから起き上がろうとして、レイに身体を支えられる。すぐに冷たい水の入ったグラスを口元に運ばれた。

「水分をとってください」

　もともと、庭の散策のあとでこの東屋で休息をとる予定だったらしい。アドルの意識が朦もう朧ろうとしているうちに飲み物や身体を冷やすための水などが運び込まれていた。

　心配そうなレイに、アドルは南国の気候を甘く見ていたことを反省する。

「……さて、人ひと払ばらいもすんだことだし」

　数回にわけて水分をとり、意識もはっきりしてきたらしいアドルを見てカルヴァが口を開いた。

「どうして君がここにいるのかね、アドルバード王子？」

　紡がれるはずのない本来の自分の名前に、アドルはさっと青ざめた。

　倒たおれかけたときに抱きとめられた記き憶おくもある。そのあと抱きかかえられたということも覚えている。しかし、それだけならわからないかもしれない──と楽観視していたのだが、そうもいかないらしい。

「な、なんのことでしょう？　なぜ兄の名前が？」

　どうにかごまかそうと笑顔で首を傾げてみせるが、動どう揺ようのあまり演技も空々しくなる。

（バ、バレた……!?）

　恐きよう怖ふに似た焦あせりがアドルの頭の中を駆け巡めぐっていた。

「もうリノルアース姫のフリをすることはないぞ。男か女かくらい、触さわればわかる」

「さ、さわっ……!?　どこ触りやがった変態！」

　とんでもない発言に焦りも動揺も吹ふき飛んだ。

　思わず少女のように自分の身を抱きしめて叫さけぶ。

「失礼な。男女で骨格は違ちがうのだからわかって当然だろう？」

　何をバカなことを言っているんだ、と言いたげな様子にアドルは身の危険を感じてカルヴァから離れた。

　いやいやだって、骨格だけで断言できるほどはっきりわかるわけないと思う。

「あとは、そうだな。剣の誓い、かな」

「へ？」

　くすりと笑うカルヴァに、アドルは首を傾げた。

「ハウゼンランド国の王子に剣の誓いをたてた騎士がいる、と聞いたことがあるが姫だとは聞いていない。まして、ここ数十年どこかの王族へ誓いをたてた騎士は他にいないだろう」

　しまった、と叫びだしそうな顔でアドルは表情を強こわ張ばらせる。

　ハウゼンランド国で起きたことなどスフェラ国まで詳くわしくは届いていないだろうと、完全に油断していた。

「アドル様……」

　呆あきれたようなレイの声に全力で言い訳したいところだが、どう考えてもアドルのミスだ。

（や、やらかしたー！）

　もちろん、バレる可能性がゼロだと思っていたわけではない。だがこれだけ気合を入れてやってきたのだ、こんなに早くバレてしまうなんて思ってもみなかった。

（俺の努力は!?　こんだけ女装に力を入れてきたのに全部ムダ!?）

　血の滲にじむようなリノル監かん修しゆうの特訓はなんだったのか！

「いやしかし見た目は完かん璧ぺきだな。すっかり騙だまされるところだった」

「それ、あんまり嬉うれしくないんですけどね……」

　たいそう感心した様子のカルヴァにアドルは肩かたを落としながらため息を吐き出した。

　カルヴァはどこか楽しげで、腹を立てているわけではなさそうだ。

　腹芸のできないアドルは、これ以上騙すことなどできない。ならば、誠意を以もつて謝るべきだろう。

「──まずは、謝罪を。申し訳ありませんでした、国王陛下」

　立ち上がってきちんと頭を下げようとするアドルを、カルヴァが片手で制する。

「かまわん。男だろうが目の保養になったことに変わりないしな！　うつくしいものは好きだぞ」

「はぁ……」

（男でも綺き麗れいならいいって……どんだけ趣しゆ味みの幅はば広ひろいんだよこいつ）

　いっそ潔いさぎよいくらいに変人っぷりをひけらかすカルヴァに、アドルもすっかり毒気を抜ぬかれてしまった。

　居住まいを正しながらアドルはカルヴァを見る。

「改めまして、ハウゼンランドより参りました。リノルアースの兄、アドルバードと申します」

　すっと背筋を伸のばすアドルの姿に、カルヴァも王の顔となる。

「それで、なぜ王子である君がやって来たのかな。招待したのは姫ひめだったはずだが」

　正体が知られたら、必ず聞かれるであろう問い。

　もともと、噓うそをつくのは得意ではない。バレてしまったのなら、正直に話すだけだ。

「……それは、私にどうしてもスフェラ国に来なければならない事情があったんです」

「ほお？　……事情か。それを私に話していいのかね？」

「陛下を騙していた以上、真しん摯しに話すべきだと判断しました」

　きっぱりと答えるアドルに、カルヴァは興味深げに目を細める。

「ハウゼンランド国では立太子において試練が課せられます。私に課せられた一つ目の試練が、スフェラ王国の真しん珠じゆの交易権を得るというものでした」

　立太子の試練については周辺諸国でも知られていることだ。

　アドルが話さなければならないのは、試練の内容である。

「なるほど？　だがそれならそうと、正式に訪問を申し入れてくれれば良かったのでは？」

　それも言われるだろうと思っていた。

　アドルは苦く笑しようしながら、正直にありのままを話す。

　ここでカルヴァを味方にできなければ、今回の試練はおしまいだ。

「おっしゃる通りです。ですが立太子の試練は、従兄いとこと競きそい合っているので……時間が惜おしかったんです」

　答えながら、アドルは従兄のハーラントを思い出した。四歳上の彼は、まさしく理想の貴公子だ。武芸に秀ひいで、頭脳明めい晰せき、人当たりもよく背も高い。

　アドルはそんな、アドルのほしいと望むものを当たり前のように持っている従兄が少し苦手で──うらやましくて、仕方なかった。けれど、今は違う。うらやむだけはやめた。

　他ほかの誰だれかになんてならなくていい。そのままでいいんだと言ってくれる人がいる。

　だからアドルは、アドルとして王になりたいと思えた。

　ハーラントは越こえなくてはいけない壁かべだ。倒さなければならないライバルだ。

「そうまでして王になりたいと？　別にならなくてもいいだろう？」

　カルヴァはアドルを観察するように見つめながら、腕うでを組む。問いかける声には興味と好こう奇き心しんが滲んでいた。

　アドルは膝ひざの上でぎゅっと拳こぶしを握にぎる。そして一いつ瞬しゆん、レイを見た。彼女は護衛らしく隅すみに控ひかえたまま、口を挟はさむ気配もない。

「私には王になりたいと思う理由がありますから」

　きっぱりと言い切り、アドルの青い瞳ひとみが射い貫ぬくような強さをもってカルヴァを見る。

　その様子に、カルヴァがにやりと笑った。




「ではアドルバード王子、私と取引をしようじゃないか」




　それは決して厳しい口調ではないのだが、自然とアドルの背筋が伸びた。

「……取引、ですか」

　何を提案されるかわからない以上、即そく座ざに頷うなずくような真似まねはできない。慎しん重ちようなアドルの返答に、カルヴァは満足げに笑った。

　その顔は、本当に王になる覚かく悟ごはあるか、と──そう言っているようだ。

「我が王国の真珠は、確かに近年では知名度も上がり人気がある。だがそうそう量産できなくてね、簡単に流通できるものではない」

　もとより真珠が量産できるものではないのは知っている。だがそれではいそうですかと諦あきらめるわけにはいかないのだ。

　カルヴァは指先でこつり、とテーブルを叩たたく。

「しかも真珠の産地はバーグラスという貴族の領地でね。奴やつと私はあまり仲が良くない。私の一存でハウゼンランド国へ真珠を輸出することは決められないのだよ」

「なるほど。では私はそのバーグラス卿きようの何を探さぐればいいんですか？」

　問いかけると、カルヴァは目を丸くした。予想外の反応だったのだろうか。

　ここまでまわりくどい話をしているのは、アドルに何かしらの役回りを求めているからだと思ったのだが、どうやら正解だったらしい。だてに日ひ頃ごろからリノルに鍛きたえられていない。

「話が早くて助かる」

　楽しげに笑うカルヴァに、アドルは内心で胸むねを撫なで下ろした。

「こちらとしてもそれで事が進むならありがたいくらいなんですよ」

　無む駄だな時間は一分一秒とてない。アドルは、早くこの試練を終えなければならないのだ。まだ試練が四つも残っているのだから。

「ちょうど、真珠の産地への視察が予定に入っていただろう？　そこで、バーグラスの弱みを握るなりして断れなくしてくれれば、ハウゼンランド国へ真珠を輸出しよう」

「……弱み、ですか？」

　なかなか物ぶつ騒そうな話に、アドルは顔色を曇くもらせた。

　人を騙すこともだが、脅おどすことも得意ではない。

「あれは面めん倒どうな男でね、先王の頃からちまちまと裏で悪さをしている」

「先王の頃から……」

「私の即そく位いのときに、腐ふ敗はいしていた貴族たちはほとんど処しよ罰ばつしている。だが奴はなかなか尻尾しつぽを出さず──今に至る、というわけだ」

「本当に尻尾を摑つかまなければならないほどの相手なんですか？」

　悪わる巧だくみをしているような相手なら手加減はいらないかもしれない。だがそれがカルヴァの思い込みである可能性は拭ぬぐい切れなかった。

「汚きたない金を貯ためこんでいるのははっきりしている。あまりよろしくない連中と付き合いがあるのも確かく認にん済みだ」

「だが確たる証しよう拠こがないということでしょう？」

「そういうことだ。今あるのは状じよう況きよう証拠のみ。もちろん、領民からの評価はよくない。随ずい分ぶんと金を巻き上げているようだからね。腹の底まで真っ黒な狸たぬきだ」

　悪事に手を染めている、と断言できるほどのものではない。

　限りなく黒に近いグレーといったところだろうか。

「状況証拠のみ、というのはいささか説得力に欠けると思いますが」

「そこは突つかれると痛いな。君が見てから判断してくれてもかまわないが……」

　カルヴァは「だがね」と意味ありげに笑う。

「同類にはわかるものだよ、アドルバード王子」

　──それはつまり、カルヴァも腹黒の狸だと思っていいということだろうか？
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　スフェラ国でカルヴァにアドルの正体がバレてしまった頃、ハウゼンランド国では短い夏を迎むかえていた。

「アドルが試練を始めたんだって？」

　チェス盤ばんを挟んで向かい合わせに座りながら、ハーラントが口を開いた。蜂はち蜜みつ色いろの髪かみが窓から差し込む陽光にきらきらと輝かがやいている。

「そうらしい」

　対するのは弟のノルベルトだ。やる気なさそうにナイトを持ち上げて移動させる。

「しかも行ったのはスフェラ国だっていうじゃないか。ろくな繫つながりもないのに」

　動かしたばかりのナイトが倒たおされる。それでも悔くやしそうな表情一つせず、ノルベルトは従弟いとこを案じる兄にため息を吐はき出した。

「そりゃ、繫がりを持つことが目的だろうからな」

　交易を通じて国同士でやり取りが始まれば、さらにいろいろなことができるようになる。最初の一歩が肝かん心じんで、それだけに難しいのだ。

「アドルがそこまで頑がん張ばる必要はない。まだ十五歳なんだぞ」

　もう十五歳の間ま違ちがいだろ、という言葉をノルベルトは飲み込んだ。

「その過保護、従弟相手にまで発揮するのどうにかしたら」

　呆あきれを滲にじませた声に、ハーラントは心外だと言わんばかりに眉まゆを上げる。

「年長者として当然だろう？　どんなに頑張ったところで、王になるのは俺なんだからアドルがかわいそうじゃないか」

　ハーラントの言葉には悪意がなく、ただ純じゆん粋すいに確定した未来を語るかのようだった。

　事実、ハーラントはもっとも王位に近い男だと言えるだろう。ノルベルトは試練なんて面倒なものは早々に放ほう棄きしている。

「……どうせ尻尾巻いて帰ってくるだろ」

　こつん、とノルベルトはまた駒こまを動かす。

「チェック」

　すると即座にハーラントが王手を告げた。盤上を見ると、もはやノルベルトに打つ手はない。

　はぁ、とため息を吐き出してノルベルトは降参だと言わんばかりに立ち上がった。

　ハーラントとチェスをしていると八割の確率で負ける。勝てるだろうと思わせて、実際はハーラントの手のひらの上でまんまと転がされているのだ。

　勝てるのは、ハーラントがわざと相手を勝たせたときだけだ。

「兄さんと競ったところで、負けるのは目に見えているな」

「見るからにやる気のなさそうな今日のおまえには負けないよ。何か気になることでもあるのか？」

　ハーラントの問いに、ノルベルトは意味ありげに笑う。

「ん？　早く自じ滅めつしてくれないかなと思って。……そうすれば、レイが手に入るのに」

「おまえは性格悪いなぁ」

　くすくすと笑いながらチェスの駒を片づけ始めるハーラントに、ノルベルトは肩かたを竦すくめながら呟つぶやいた。

「兄さんほどじゃない」
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　スフェラ国滞たい在ざい三日目、アドルは午前のうちにカルヴァに呼ばれて、また庭を歩いていた。

　まだ太陽の日差しは強くもなく、日ひ傘がさがあれば昨日のような失態は犯おかさずにすみそうだ。

「少し休みましょうか、姫ひめ」

　カルヴァのエスコートで東あずま屋やへと連れて行かれる。

（そりゃ、目的は俺と庭を散策することじゃないもんな）

　カルヴァがアドルを呼んだのは、もちろん試練に関して話し合うためである。

　レイが護衛になるからという理由で人ひと払ばらいがされ、東屋の周囲に衛兵の姿はなくなった。既すでにお茶や菓か子しが用意され並んでいる。

　少し歩いただけでじっとりと汗あせをかいていた。しっかり水分補給してくださいとレイに口うるさく言われるので、アドルはすぐに冷えたお茶を飲んだ。

　注意している本人は暑さを感じていないのかというくらいに涼すずしい顔をしているのだが、レイも休んだほうがいいのではないだろうか。

「騎き士し殿どのも座りたまえ、君も共犯者だろう？」

　アドルが悩なやんでいるうちに、立ったままのレイに向かってカルヴァが声をかけた。

「……犯罪の片棒を担かついだ覚えはないのですが」

「私を騙だましていたではないか！」

　渋しぶるレイに、カルヴァは「早く座りたまえ」と命じる。アドルも頷うなずいたので、レイはしぶしぶといった態ていでアドルの隣となりに腰こしを下ろした。

　二人分の食器しか用意されていなかったので、アドルは自分のカップにお茶を追加で注ぐとレイの前に差し出す。

「……私はいりませんよ？」

「水分補給はしっかりしろって言ったのはレイだろ」

　飲め、と目で訴うつたえるとレイは観念したようにお茶を飲んだ。その様子をじっと見つめて、やはりレイも暑さにまいっているようだとアドルは気づく。おそらくその小さな変化はアドルしか気づかないだろう。

「君たちは仲が良いな」

「幼おさな馴な染じみみたいなものでもありますから」

　アドルとレイのやりとりを見ていたカルヴァは楽しげだ。

　レイが少しいたたまれないようなので、アドルは早く話を始めることにした。

「それで、目的もはっきりしている以上、俺としては早くバーグラス卿きようのとこに行きたいんですけど」

　もともと真しん珠じゆの産地の視察が予定に入っていたし、当然視察先はバーグラス卿の領地だ。王都からそう離はなれていない海に面した土地なのだという。

　本当はリノルアース姫として振ふる舞まってカルヴァの機き嫌げんをとる予定だったが、バレてしまった今は彼との取引を優先したほうが双そう方ほうにとっても都合がいい。

「視察をする予定だったのは明後日あさつてかな」

「そうですね、滞在五日目の予定でした」

　予定が全部頭に入っているレイがアドルよりも先に答える。

「明日行けるように手配しよう。なに、一日早まるくらい問題ないだろう」

「ありがとうございます！」

　ぱっとアドルが嬉うれしそうに礼を言うと、カルヴァは目を瞠みはった。

「……そういえば、ついでというわけではないんですけど、聞いてもよろしいですか」

　明日の予定が確定したところで、アドルは一つ気になっていたことを思い出した。

　どうやらカルヴァは気安い人のようだし聞いても問題ないだろう。彼は頰ほお杖づえをついてアドルを見ていた。

「かまわんよ。だがその堅かた苦くるしい話し方はよくないな、騎士殿と話しているときのほうが君は生き生きしていていい」

「はぁ……それじゃあお言葉に甘えますけど、なんでリノルに招待状を？」

　昨日正体がバレたときに聞くことができればよかったんだが、聞きそびれてしまったのだ。

　もとからバーグラス卿の企たくらみを暴くためにリノルを利用するつもりだったのだろうか？　他国の姫をそんな風に使えるだろうか？

　なにより、危険がゼロとは言えない以上、そうだったとしたらアドルも兄として黙だまってはいられない。

「お言葉にまったく甘えていないではないか！　もっと気安く！　もっと気軽に！　いっそ罵ば倒とうしてくれてもよいのだが!?」

　まだ堅苦しさの抜ぬけきらないアドルに、カルヴァは食いかかるように迫せまってくる。

「は？　なに？　あんたそういう趣しゆ味み？」
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　どうしてここでカルヴァを罵倒しなければならないのだ。

　バカじゃないかと冷めた目をするアドルに、カルヴァは潔いさぎよいほどはっきりと答えた。

「うつくしい唇くちびるから紡つむがれるのであれば、睦むつ言ごとだろうと罵倒だろうと喜んで受け止めるとも！」

　きらきらと目を輝かがやかせるカルヴァに、心なしかレイも引き攣つった表情で距きよ離りをとっている。今まで周囲にいたことのないタイプの人間だ。

「よーしわかった、変態。人の話を聞け。質問に答えろ」

「うつくしいと評判の姫ならば、ぜひ一度この目で見てみたいではないか！」

「あんたバカかー！」

　悪びれなくただ見てみたかっただけだと堂々と宣言するカルヴァに思わずアドルは全力でつっこんだ。

（リノルの言っていたことがまさかまさかの大当たりだった！）

「もちろん、君のように協力的なら共同戦線を張ったかもしれないがね。リノルアース姫はうつくしく聡そう明めいだというから」

　やはり巻き込む予定だったと、とってつけたように言うものだから、アドルも怒おこる気力がなくなる。

　どこまでが本気なのかわからない。

　それに、たとえ本物のリノルが来ていたとしても、彼女はカルヴァに協力しなかっただろう。

（リノルが大だい嫌きらいなタイプの変態だ……！）

「だが君でよかったと今は思っているよ、アドルバード王子」

「……アドルでいいですよ」

　南国の人にとっては北国の王族の長い名前は言いにくいだろう。机に突つっ伏ぷしたままアドルがそう告げるとカルヴァはどことなく嬉しそうだった。

「では私のことも名前で呼ぶといい。アドル、明日は気をつけたまえ」

　アドルが顔を上げると、カルヴァは立ち上がったところだった。

　遠くからカルヴァの秘書官が迎むかえにやってくる。どうやら庭の散策の時間は終わりらしい。

「帰りもエスコートは必要かね？」

　いたずらっぽく笑うカルヴァに、アドルはレイの手を借りながら立ち上がる。

「いいえ、けっこうですわ」

　にっこりと花のように愛らしく、蝶ちようのように艶あでやかに。

　リノルアース姫ひめはこうでなくてはいけない。




　そして滞たい在ざい四日目、アドルは馬車に揺ゆられながら、城を離れていた。

　目の前で縮こまりながら座る青年を見る。その様子は、まるで肉にく食しよく獣じゆうに怯おびえる小動物だ。

「……リノルアース姫が実は女装している兄で男なら容よう赦しやなく利用しようっていうんだから、いい性格してるよなぁ、おたくの陛下は」

「もももも申し訳ありません……！　本当にうちの陛下は性格悪くて……」

　予定を早めて、アドルたちは真珠の生産地へと視察に向かっている。

　いないよりは役に立つだろう、とカルヴァが外交官であるモルテもつけてくれたものの、彼はずっとびくびくしていた。

「……そんな怯えなくても、とって食ったりしないけど」

　萎い縮しゆくしている姿がかわいそうになって、アドルは口を開いた。馬車にはアドルと護衛のレイ、そしてアドルの事情を知るモルテが乗っている。

「あ、いえ、これは癖くせといいますか……それにしても、どこからどう見ても姫なんですけど、すごいですねぇ」

　癖ってなんだよ、と内心でつっこみつつ、感心するように目を瞬またたかせるモルテにアドルは苦々しい顔で答えた。

　女装であると見破られるのは困るが、女装を褒ほめられたってうれしくない。

「顔は同じなんだからドレス着て化け粧しようすれば女に見えるだろ」

　ここしばらく自分に言い聞かせている言い訳である。断じてアドルが女顔というわけではない。双ふた子ごでもともとそっくりなんだから、不思議なことではないはずだ……！

「え、でも陛下から説明されても正直疑っていましたよ。陛下は頭を打ってバカになったのかなって。それくらいしっかりお姫様でしたから！」

「それ、ぜんっぜん褒めてないし！　それに主君相手にそんなこと言っていいの？」

　本人がいないとはいえ、カルヴァに対して随ずい分ぶんな言い様だ。

「大だい丈じよう夫ぶです、うちの陛下は罵倒されるのに慣れていますから！」

　モルテはキラッとしたいい笑え顔がおでとんでもないことを暴ばく露ろする。

「どんな変態だよ！」

　思わず声も大きくなってしまう。ここが馬車のなかでなかったら立ち上がっていたかもしれない。

（主あるじが主なら臣下も臣下か！）

「アドル様、モルテ殿どの以外には正体を教えていないのですから、あんまり気を抜かないでください」

「う、ごめん」

　馬車のなかの会話に聞き耳をたてるほど護衛も暇ひまではないだろうが、用心に越こしたことはない。

　今日のアドルは白に近い薄うす紅べにのドレスを着ている。裾すそと胸むな元もとに揃そろいのレースがあしらわれていて清せい楚そな雰ふん囲い気きだ。金の髪かみは暑くないように侍じ女じよたちが結ゆい上げて、ところどころに赤い造花をさしていた。

　あまり暴れると髪かみ型がたが崩くずれてしまうだろう。

「そろそろ到とう着ちやくしますね。準備はよろしいですか？」

　外の様子を窺うかがったモルテに問いかけられ、アドルは一度目を丸くしたあとで呼吸を整える。

　そしてにっこりと、微笑ほほえんだ。

「ええ、大丈夫ですモルテ様。どうぞよろしくお願いいたします」

　声こわ音ねまで変えるアドルに、モルテは驚おどろきながらも納なつ得とくするように小さく頷うなずいた。




「ようこそ、リノルアース姫」

　バーグラス卿きようは、まだ髪も艶つややかな壮そう年ねんの男性だ。随分とふくよかで暑苦しい。この男なら極ごつ寒かんのハウゼンランド国の冬も乗り切れるだろう。

「急な日程の変へん更こうを快く受け入れてくださり嬉うれしく思います」

　ドレスをつまみ、リノル直伝の百の作法のなかにあった淑しゆく女じよらしい挨あい拶さつをしながら、アドルはふんわりと笑みを作った。

「噂うわさの姫ひめ君ぎみが我が領地にいらっしゃる日が早まるというのに、断るはずがありませんよ」

「ふふ、お上手ですね。スフェラ国の真しん珠じゆは、ハウゼンランドでも有名なんです。早くこの目で見てみたくて、つい我わが儘ままを言ってしまいました」

　恥はずかしそうに微笑みながら、少女らしく照れるアドルの姿にモルテは思わず口を開けてぽかんとしていた。

「真珠は海に潜もぐって採るんですね」

「そうです、貝の中にあるのでね。しかしその貝の中にも必ず真珠があるわけではないのが問題でして」

　バーグラス卿の屋や敷しきからさらに移動すると、海が見えるようになる。そこには貝を採るために海へ潜る人がいたり、採った貝から真珠を取り出すための作業場もあるようだった。

　真珠が量産できるものではないのは確かなのだろう。それは素人しろうとでもこの様子を見ていればわかる。

　だがしかし──なんというか、胡う散さん臭くさいのだ、このバーグラス卿という男は。

　カルヴァが狸たぬきだと言っていたのも頷ける。

　これでも人を見る目はある。信用できる人間かそうでないか、少し話せばなんとなく摑つかめるものだ。

　む、とわずかに眉み間けんに皺しわを寄せて一いつ瞬しゆんアドルが思考に耽ふける。その様子に気づいたレイが、バーグラス卿へと声をかけた。

「……申し訳ありません、姫を一度屋内で休ませていただいてもよろしいでしょうか？」

　レイはそっとアドルを背後に隠かくし、目線を自分へと誘ゆう導どうする。アドルは意図を汲くみ取って少しだるそうに目を伏ふせた。

「え、ええもちろんですとも」

「ありがとうございます。姫はまだスフェラの日差しに慣れておらず、油断すると体調を崩されるもので」

　レイがアドルを支えるように手を差し伸のべていると、モルテも「ああ」と頷いて口を開く。

「先日も倒たおれられましたもんね」

　助け舟ぶねを出してくれたということは、モルテにも意図は通じたらしい。

「それはそれは……！　こちらこそ気づかずに申し訳ありません」

　慌あわててバーグラス卿は使用人を呼ぶ。

　倒れたことも噓うそではないし、スフェラ国の気温にアドルが慣れていないのも事実だ。長時間屋外にいるのは避さけたい。

「では、またのちほど詳くわしくお話をお聞かせください」

　爽さわやかに微笑みながらレイがアドルを支える。その姿はどこからどう見ても洗練された騎き士しだった。




　視察場所から屋敷の応接間へと移動すると、すぐに冷たい飲み物が運ばれてきた。

「……よくわかったな、さすがレイ」

　アドルがにやりと笑うと、レイは当然だと言いたげにため息を零こぼした。

「何か言いたそうな顔をしていらっしゃいましたから」

　考え込むとつい素すが出てしまうのがアドルの詰つめの甘いところだ。

　ソファに座り、じっとりと流れてくる汗あせを手のひらで拭ぬぐう。顔を触さわると化粧が崩れそうで怖こわい。

　レイがハンカチを濡ぬらしてアドルの首筋にあてた。ひやりとして身体からだにこもっていた熱が和やわらぐ。

「冷たくて気持ちいい……」

　短時間とはいえやはりスフェラ国の日差しはアドルの身体には毒だ。

「首筋を冷やすと身体の熱が冷めますから、覚えていてくださいね」

　そういえばアドルが倒れたときも、レイは同じようにして身体を冷やしていてくれた。

「……なんでおまえ熱ねつ中ちゆう症しようの対策まで覚えてんの」

「スフェラ国に行くことになったときに覚えました」

　けろりと当たり前のようにレイは言ってのける。

　アドルがドレスの着付けだの作法だのと悲鳴を上げていた頃ころだ。必要とあらばレイはなんでも覚える。レイならあのハーラントとも互ご角かくに渡わたり合えるだろう。

　一息ついたところで、アドルは先ほどのやりとりを思い出しながら口を開いた。

「なんかこう、あいつ胡散臭いんだよ……！　うまく説明できないけど胡散臭い！」

　バーグラス卿のことだ。

　レイはわかっている、というように頷いた。

「一いつ介かいの貴族というには羽は振ぶりがよすぎるみたいですね。この部屋の調度品も、かなり質が良いものみたいですし」

　壁かべにはタペストリーが飾かざられており、その緻ち密みつな模様は一昼夜でできるような品物ではないことを教えていた。部屋の隅すみに置かれた大きな花か瓶びんには、大輪の薔ば薇らが生けられている。

　アドルが寛くつろぐソファ一つにしても、座り心地ごこちはスフェラ国の王城のものと遜そん色しよくない。

　部屋のなかを見回して観察していたところで、突とつ然ぜんコンコン、とノックの音がして、すっかり油断していたアドルは飛び上がりそうになる。

「……どなたですか？」

　レイが腰こしの剣けんに触ふれながら扉とびらの向こうへ問いかける。

「リノルアース姫ひめへ、追加のお飲み物とお茶ちや請うけをお持ちいたしました」

　答えたのは使用人だろう、どうやらバーグラス卿は異国の姫君に甘味まで用意してくれたらしい。

　レイが入れて大丈夫か、と目で問いかけてくるので、アドルは深呼吸のあとに頷いた。

「どうぞ」

　レイが答えると、ゆっくりと扉が開く。

　使用人がおすカートにはお茶請けなんてレベルではない、たくさんの菓か子しがのっていた。

「まぁ、ありがとうございます」

　テーブルの上に所ところ狭せましと並べられた菓子は、年頃の少女ならば心こころ踊おどる光景だ。

「どうぞ、ごゆるりとおくつろぎくださいませ」

　綺き麗れいにお辞じ儀ぎをして退出する使用人を笑え顔がおで見送り、ぱたんと扉が閉まると同時にアドルは真顔になった。

「なんっだこれは！　一人でお茶会か!?　アホか！」

　とても一人では食べきることができないくらいの量にアドルは叫さけばずにはいられなかった。レイも目の前の光景に苦笑いで、姫君らしさなどどこかに吹ふき飛ばして騒さわぐアドルを注意することも忘れている。

「好意的にとらえれば、年頃の姫ならば甘いものが好きだろうから休きゆう憩けい中に楽しんでもらおうと思った、ですかね」

　確かに本物のリノルは甘味が好きだ。アドルも嫌きらいではない。

「……好意的にとらえなければ？」

　あのバーグラス卿きようの印象としては、ただの善意でここまでするとは思えない。

「姫ひめ君ぎみは部屋にこもって大人しくしていろ、ということかと。バーグラス卿は城の使いであるモルテ殿どのは警けい戒かいしていましたが、リノルアース姫には大して興味ないということでしょうね」

「興味ないって……これでも国こく賓ひんだぞ!?」

「スフェラ国の男性はそもそも女性を軽かろんじる傾けい向こうがありますから。国賓であっても姫ならばバーグラス卿にとって重要な存在にはならないのでしょう」

「男でも女でも国賓には違ちがいない！　どういう脳みそしてんだあの男！」

「落ち着いてください。文化が違うんですから、こういうことはありえますよ」

　腹を立てたところで時間の無む駄だです、とレイは相変わらず冷静だ。意気込んでドレス姿のまま腕うでまくりをしかねない勢いのアドルだったが、落ち着いているレイの様子に、頭も冷える。

　おそらく、女性であるレイはこういった扱あつかいに慣れてしまったのだろう。

（スフェラほどじゃなくても、ハウゼンランドでも女だからって理由で嫌いやな思いをすることがあったんだ）

　だから、レイは今もこうして冷静でいられる。

　知らなかったわけじゃないのに、女装して女としての扱いを受けて改めて実感させられた。

「よし、戻もどるぞレイ！」

　騒いだせいで乱れたドレスの裾すそを手早く直し、アドルは立ち上がった。

　当初の目的であるレイとの意い思し疎そ通つうも十分にできたのだから、休憩はおしまいだ。

　バーグラス卿を探さぐらなければ、試練は進まない。

「喧けん嘩かは売らないでくださいよ」

　気持ちを切り替かえたらしいアドルに、冗じよう談だんめかしてレイが言う。

「当たり前だ、俺は今淑しとやかで清せい楚そなリノルアース姫だぞ？　笑顔で対応してやるよ」

「頼たのもしいです」

　くすりと笑いながらレイは慣れた様子で手を差し出してくる。その様になっているエスコート姿に男としての矜きよう持じを刺し激げきされつつ、今はリノルアースだと自分に言い聞かせることでアドルは耐たえた。

　重ねた手は、やはりレイのほうがずっと華きや奢しやだ。




　屋外に出ると、照りつける日差しがじりじりと肌はだを焼く。日ひ傘がさ越ごしにも強い太陽の光が感じられた。

「あれ？　モルテさん、いないぞ？」

　バーグラス卿のでっぷりとした後ろ姿はすぐに見つけた。一いつ緒しよにいるだろうと思っていたモルテは見当たらない。首を傾かしげるアドルに、レイが眉まゆを寄せる。

「リノルアース様」

　棘とげのある声は、すっかり素で話していたアドルに注意を促うながしている。

　周囲に人はいないんだから大だい丈じよう夫ぶだ──と言いたいが、アドルは姫君らしく言い直した。

「おかしいわね、レイ。モルテ様はどちらにいらっしゃるのかしら？」

　どうだこれでいいだろ、と言わんばかりの笑顔に、レイは小さくため息を吐はき出す。追加の文句がないということは合格点をもらえたのだろう。

「バーグラス卿に聞いてみたほうが早いでしょう」

「そうね……」

　レイに手を引かれながら、アドルはバーグラス卿へと歩み寄る。

　バーグラス卿の隣となりには男が一人、頭を布で包んでいて顔までは見えない。南国ではこうして日差しから顔を守ると聞いてはいたが、スフェラ国ではあまり見かけていない。さらに南に行けば当たり前のように見かけるのだとモルテが言っていたのを思い出した。

　ではバーグラス卿のそばにいる男はさらに南国からやってきた者なのだろうか、と思いながら二人の会話が風にのって聞こえるほどの距きよ離りまで近づいた。




「バーグラス卿、オークションの招待客のリストができております」

「今は客人がきているのだからあとで……まぁいい、また顧こ客きやくが増えたな。隠かくしている真しん珠じゆもこれで全部売り払はらえるだろう」




　──今、なんの話をしているのだろう。

　アドルは聞こえてきた会話に、思わず硬こう直ちよくした。

「スフェラ国の真珠もすっかり有名ですね。他国の姫君がわざわざやってくるくらいですから」

「あの若造に抗あらがうにも金はいる。天然ものの真珠は生産量をごまかしやすくて助かるな」

　バーグラス卿はアドルたちが近寄ってきていることに気づいていないのだろう。さすがにいくら侮あなどっている姫相手とはいえ、聞かれてはまずい会話のはずだ。

　幸いにしてまだ聞こえていないと言える距離を保っている。ここは素知らぬふりをするのが正しい。

　ちらりとレイを見上げると、彼女は心得たというように頷うなずいた。

「失礼、モルテ殿はこちらにいらっしゃいませんか」

　張り上げた声は、そうでもしなければ声は届かないというアピールだ。

　レイの声に弾はじかれたように振ふり返ったバーグラス卿は、余よ裕ゆうのない顔をしていた。さきほどの会話が聞かれていないかどうか、今いま頃ごろは頭のなかで考えているはずだ。

　だからアドルは、何もわからないお姫様の顔をして微笑ほほえむ。

「休ませていただいたのですっかりよくなりました、ありがとうございます」

「……ご用意したものはお口に合いませんでしたか」

「いいえ、そんな。けれどわたくし、予定にない甘いものは口にしないようにしているんです」

　愛らしく首を傾げ、困ったようにアドルは笑う。

「だって、そうでもしないと女の子はすぐに太ってしまいますから」

　それは本物のリノルも普ふ段だんからやっていることだ。体重の増加は乙女おとめにとって深刻な問題らしい。

　特に、親しくもない人間から与あたえられたものは簡単には食べない。易やす々やすと餌え付づけできると思ったら大間違いよ！　とリノルが言っていたのは何歳の時だっただろうか。

「ところで、モルテ様が見当たらないのですが、どちらにいらっしゃるかご存じですか？」

「彼なら姫ひめの様子を見に行ったんです……入れ違いになってしまったようですね」

　あら、とアドルは目を丸くした。

　それは悪いことをしてしまった。あのモルテのことだ、アドルがいないことでパニックになっていなければいいのだが。

「それならすぐに戻ってこられるでしょう。リノル様、真珠を見せていただいてはどうです？」

　機転を利きかせてレイがアドルに提案してくる。なるほど、まだ真珠を間近で見ていなかった。

「そうね、バーグラス卿がよろしければぜひ。お話も詳くわしくお聞きしたいです」

　わずかに首を傾げ、上うわ目め遣づかいでアドルはバーグラス卿に願い出る。リノル曰いわく、上目遣いは男が一番ちょろくなる仕草らしい。

「もちろんです、こちらにどうぞ」

　リノルの言っていたことは間ま違ちがっていなかったらしい。

　バーグラス卿はにこにこと上じよう機き嫌げんで案内を始めた。

　作業場近くまで移動し、バーグラス卿の説明を受けながら真珠を見る。まろやかな光こう沢たくがあり、日差しを受けてさらにやわらかい光を帯びる。

「綺き麗れいですね」

「これだけの大きさのものは珍めずらしく、なかなか見つからないんです。形の歪いびつなものなどは価値が下がってしまいますし」

　綺麗な球体になっていない真珠もいくつかあった。

「そうなんですね」

「ええ、収しゆう穫かくした真珠は金庫にしまってあります。貴重なものですから」

　愛らしい姫の相手がそんなに楽しいのか、バーグラス卿の鼻の下はだらしなく伸のびている。

（さっきまで姫には興味ないって顔していたくせに、デレデレしやがって）

　男ってちょろいな……とアドルが呆あきれていると、バーグラス卿は使用人が持ってきたものをアドルに見せてきた。

「リノルアース姫、よろしければこちらをどうぞ」

　バーグラス卿が差し出したのは、真珠の連なったネックレスだ。どれも粒つぶの大きさが揃そろい、まばゆい光沢を放っている。

「……まぁ！　よろしいのですか？」

　スフェラ国の真珠は王国で管理しているはずだ。装そう飾しよく品へ加工されても、例外ではない。

　だがここで問い詰つめてしまうとバーグラス卿きようの機き嫌げんは急降下だろう。喜んで受け取って、カルヴァに渡わたしてしまえばいい。

　真珠を受け取ったところで背後から慌あわてたようにモルテが戻もどってきた。

「ひ、姫！　こちらにいらっしゃったんですかー！　捜さがしたんですよ!?」

「あ、ごめんなさいモルテ様。体調もよくなりましたし、バーグラス卿に真珠を見せていただいていたんです」

　にっこりと微笑むアドルに、モルテは気が抜ぬけたように肩かたを落として力なく笑った。




　その後さらにいくつかの説明を聞きながら、アドルは終始何も知らないお姫様を演じていた。

　賢さかしい女は嫌きらわれる、というのもリノル直伝『淑しゆく女じよとして生きるための百の作法』の一つだ。

　表面上は問題なく視察を終えて、帰路につく。馬車のなかでアドルはモルテに聞いてしまった会話について告げた。

「あー……そんなことが……。ありがとうございます、帰城後僕からすぐに陛下に伝えておきます」

「そうだな、俺だとすぐには話せないし」

　カルヴァとリノルアース姫では、顔を合わせるのはたいてい公式の場ばかりだ。内密な話には向かない。

「真珠も、ひとまず預けていいかな」

「はい、お預かりしますね。うーん、ここまで上物の真珠のネックレスとなるとかなり高価なものですよ」

　それだけリノルアース姫が気に入ったってことですかね？　とモルテは笑う。

「あれ？　アドル様、髪かみの花が一輪なくなっていますよ」

　隣に座るレイが、アドルの髪に飾かざっていた赤い造花が一つなくなっていることに気づいた。

「え？　どこかで落としたかな」

「一つくらいなら問題ないでしょうけど……侍じ女じよたちに小言を言われなければいいんですが」

　くすりとレイが笑う。スフェラ国は気温が高いので、生花ではすぐに萎しおれてしまう。なのでわざわざハウゼンランド国から造花を持ってきたのだ。

（ねちねち言われそうだな……）

　侍女たちの騒さわがしい姿を想像してアドルは頭が痛くなった。

「効果のある謝罪方法をお教えしましょうか？　僕、趣しゆ味みで世界各国の謝罪の仕方を覚えていまして」

　モルテが今にも語り出しそうな顔で話しかけてきたので、アドルは顔を引き攣つらせる。

「……変わった趣味だな……」

「はい、よく言われますがけっこう実用的なんですよ」

　ぐっと得意気に拳こぶしを握にぎるモルテはいつものびくびくした様子はなく楽しげだが、アドルはかわいそうになってきた。

（どんだけ頭下げてんだこの人……）

　やはり、カルヴァ関連で日ひ頃ごろから苦労させられているのだろうか。
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　スフェラ国での滞たい在ざいも五日目、カルヴァからまた庭を散策しませんか、と誘さそいがあった。

　昨日の視察でのバーグラス卿のことは既すでにモルテから報告を受けているはずだが、アドルからも話を聞きたいのだろう。

「相変わらず君は完かん璧ぺきに姫ひめ君ぎみだな。今日もうつくしい」

「そりゃどうも」

　聞き慣れてきた褒ほめ言葉に、アドルはぶっきらぼうに答えた。

　風にそよぐ金の髪は、独特の赤みを帯びた光を纏まとう。アドルの地毛と同じその特とく徴ちようは鬘かつらでもよく再現できていた。

「む？　本気にしていないな？」

「男を口説く趣味でもあるんですかね陛下は」

「うつくしいものはうつくしい、ただそれだけだ！」

　胸を張って言い切るカルヴァに、アドルは「はぁ……」と適当な相あい槌づちを打つ。

　バカと天才は紙かみ一ひと重えというから、カルヴァもその手の人なのだろうかと思いながら首筋にかかる髪を払はらいのける。

「双ふた子ごなんだから本物も同じ顔なんだろう？　それに、君の騎き士し殿どのもたいへんにうつくしいが、ハウゼンランドは美人の産地なのかね？」

　真顔で問いかけてくるので、冗じよう談だんなのか本気なのかもわからない。

「あっはっは。そんなこと言われたことありませんね。……手ェ出すなよ」

　牽けん制せいするように声を低くして睨にらみつけると、カルヴァは納なつ得とくしたように顎あごを撫なでる。

「ふむ、やはり騎士殿は君の想おもい人か」

「そ、そんなことは言ってないだろ！」

（しまったつい！）

　慌てて否定したが、慌てるアドルの様子そのものが答えを言ってしまっているようなものだ。

「釘くぎを刺さすということはそういうことだろう？　安心したまえ、剣けんの誓ちかいをたてるほど心を捧ささげた主あるじがいる騎士を口説こうとは思わんよ」

　勝ち目がないからね、と笑うカルヴァにアドルはほっと安あん堵どする。

「そりゃどうも……あんたが案外まともでびっくりしているよ」

　主人がいる騎士だろうが人妻だろうが、うつくしければ関係ないとか言い出しそうなのに。

「それで、バーグラス卿が真しん珠じゆを隠かくれて売りさばいているとのことだったな」

　ふざけていたと思いきや、一呼吸のちには真しん剣けんな顔をしているカルヴァに、アドルは小さく頷うなずいた。

「慣れている感じだったな。俺にプレゼントなんかしてくるくらいだし」

　庭の東あずま屋やで休きゆう憩けいをしていると思わせて、報告会である。

　レイはアドルが素すで話していても平気なようにと離はなれた場所で東屋の周囲を見ているので、実質的にはカルヴァと二人きりだ。

「リストまでは持ってくることはできなかった」

　あのあと招待客のリストを持ち出せないものかと考えたのだが、バーグラス卿もそこまでバカではなかった。結局、盗ぬすみ出す隙すきも見つからずに帰ってきた。

「そこまではさすがに期待していないさ。姫ひめという、奴やつにとっては見下している相手だったからこそ気を抜いて尻尾しつぽを出したわけだ」

「そんなに効果あったのか？」

　バカにされているらしいという気はしていたが、油断していたかと言われるとアドルにはわからない。

「もともとスフェラ国は、女性を政治に関かかわらせることがないからな。奴にとっては姫君の来訪も重要度は高くない。むしろ姫が外交なんてありえないと思っているんだろう。古ふる臭くさい狸たぬきだからな」

　もしかしたら君に魅み了りようされたのかもしれんがね、とカルヴァが笑うのでアドルは渋しぶい顔になる。

　南国における女性の地位は高くない。いくら姫であっても政治に関わることはない。そういう文化なのだから、なかなか女性が表おもて舞ぶ台たいに出てくることはなかった。

　だがどうやら、カルヴァの考えは違ちがうらしい。

「……あんたは？　女がどうのって思わないのか？」

　思っているとしたら、リノルを招待するわけがない。それは、スフェラ国ではまだ新しい考え方なのだろう。

「私は政まつりごとにはもっと女性の視点が必要だと思っている。教育や福ふく祉しは特にそうだな。こうもおっさんばかりでは新たな考えは生まれないだろう？」

　政治の場は依い然ぜんとして男性優位であることが多い。女王を擁よう立りつできるハウゼンランド国ですら、女性が活かつ躍やくできる場所は少ない。

　なるほど、さすがスフェラ国を改革した王だ。今のカルヴァにはそう思わせる風格がある。

「現状、私の力では後宮に招いて寵ちよう妃ひとして立場を与あたえながら、少しずつ関わらせるくらいのことしかできないが」

　力不足だと苦く笑しようするカルヴァの横顔を見つめながら、アドルは情報を整理している。

「……えっと、つまりあんたの後宮って、その──そういうこと？」

　女好き、という噂うわさはもしかすると間違いだったのか。いやうつくしいものが好きなのは間違いないだろうが。

「彼女たちは正しい意味では妃きさきではないな。今のやり方では寵妃の我わが儘ままを叶かなえている、と思われるだけだろうが」

　それがカルヴァの狙ねらいなのだろう。

　後宮の女性たちの考えを、そうやって少しずつ国政に反映させているのだ。そういうところを、バーグラス卿きようみたいな奴はよく思っていないんだろう。

「それに私には一いち途ずに思っている女性がいるよ。……彼女がいなければ、私は王にはなっていなかっただろう」

　アドルは思わず目を見開いた。

　まさか一途にたった一人を愛しているなんて思わなかった。さすがにそれは予想外だ。

　軽けい薄はくそうな振ふる舞まいがわざとだとしても、それならそうとわかりやすくしてほしい！

「お、おまえ、それなら噂どうにかしろよ。なんて言われているか知っているんだろ？」

「女好きの王だというやつかね？　うつくしいものは好きだからあながち間違いでもないが」

「いやそれとこれとは違うだろ!?」

　アドルが驚おどろきながらつっこむが、カルヴァは笑えみを浮うかべるだけだ。

　そんなやり方で、好きな人に誤解されてもいいのだろうか？

　アドルなら耐たえられない。たとえそれしか方法がなかったとしても、別の道を探して足搔あがく。

　理解できない、という表情のアドルを見てカルヴァは青い空を見上げて息を吐はき出した。

「そうだな、一つ昔話をしようか」

　カルヴァは懐なつかしむような目で、ゆっくりと語り始めた。




　まだ私の叔父おじが王であった頃ころ、私は辺境に追いやられ、日々命を狙われていた。

　そんなときその町で、一人の女の子に出会ったんだよ。

　彼女の父はスフェラ国の豪ごう商しよう。母は異国の人で、正式な妻ではなかった。父親の屋や敷しきの隅すみで息をひそめるようにして生きていたよ。父は、私の支し援えん者の一人だったんだがね。

　あまり良い暮らしとは思えなかった。正妻にはいびられ、与えられる食事は使用人と変わらず、服だって使い古しのお下がりだ。

　けど彼女はね、ここに来る前よりずっとマシだって言ったんだよ。

　屋敷に来る前は貧民街でいつ死ぬかもわからない暮らしをしていたって。この国には裕ゆう福ふくに暮らす人より、そんな風にして生きる人々のほうが多いんだって。

　……正直まだ青あお臭くさい少年だったからね、衝しよう撃げき的だったんだ。

　叔父が享きよう楽らくに耽ふければ耽るほど、国は腐くさっていく。

　私は、この国はもう終わりだと思っていた。

　だが終わりじゃない、と女の子は言った。大人になったら、もっと良い暮らしができるようにする、と。たくさんの人が雨風をしのげて飢うえることのないようにする、と。

　それが、自分の夢なんだと。

　それはつまり、雨風にさらされて、飢える人々がそれだけいたということなんだ。

　人として当たり前の生活が、彼女にとっては幸福の象しよう徴ちようのようなものだったんだよ。

　そうしているうちに、彼女の父が死んだ。母親の親類を頼たよって女の子は隣りん国ごくへ移り住むことになった。

　別れの時に、私はきっともう二度と会えないだろうと言った。

　私はいずれ、殺されるだろうから。

　正直、命を狙われ続ける日々に疲つかれていたといってもいい。

　私はこの頃、投げやりだった。

　けれど女の子は必ずまた会おうと言った。大人になったらこの国に戻もどってきて、もしあなたが大変な目に遭あっていたら、助けに行くからと。

　女の子は私に王になってくれとは言わなかった。ただ生きろ、と。




「──だから、生きてみることにしたんだ。生きて、少し足搔いてみようとね」

　自分が生きるためには、王になる他ほかに道はなかった。

　目を伏ふせてそう語るカルヴァは、懐かしむような、いとおしむような、優やさしい表情をしている。

「……その女の子は？」

　再会できたのだろうか。約束どおりカルヴァを助けに来たのだろうか。

　アドルの問いかけに、カルヴァは笑うだけで答えなかった。

「さて、時間切れだな。部屋まで送ろうか、姫ひめ君ぎみ」

　立ち上がりながら手を差し出したカルヴァに、アドルも慌あわてて姫君の仮面を呼び戻す。

　レイはどこだろうか、と庭を見回していると、アドルは小さな男の子を見つけた。黒い髪かみがぴょこぴょこと花々の間で動いている。

「……あれ？　子ども？」

　王城のなかで子どもを見かけるのは珍めずらしい。見間違いだろうかと首を傾かしげると、カルヴァも男の子に気づいたようだった。

「ああ、あれは私の姉の子だ。私には子どもがいないからな。跡あと継つぎとして城で教育を受けている」

「へぇ、甥おいっ子か。それじゃあ、母親は？　別々に暮らしているのか？」

　まだ十歳になるかどうかというくらいの年頃だ。親から離はなれるのは心細いだろうに、とアドルが感心していると、カルヴァが表情を曇くもらせた。

「姉は数年前に死んだよ。あれを利用して王位を簒さん奪だつしようとする者も出てくるだろうから、城で育てる方が安全だ」

　アドルは言葉を失った。

　こんなとき、自分の育った祖国とスフェラ国の違いを感じる。ハウゼンランド国は穏おだやかな国だ。戦争も内乱も、ここ数十年ない。

　もちろんハウゼンランド国にだって貧しい人はいる。カルヴァが語るような女の子も、いるかもしれない。

　けれどアドルは自分の国を腐っているなんて──腐り果てているなんて、諦あきらめたことはない。

　これからもよりよい国になっていくと信じている。立太子の試練で競きそうことがあっても、命の危険までは感じない。カルヴァの歩んできた道を、アドルは完かん璧ぺきに理解することはできない。

　それは、きっと幸福なことなのだ。

「……叔父上！」

　向こうもこちらに気づいたらしい。男の子はぱたぱたと駆かけ寄ってきた。

　その目はきらきらとしていて、カルヴァのことを慕したっているのだとわかる。

「ナハル、客人の前だぞ」

　カルヴァは低い声で駆け寄ってきたナハルを諫いさめた。さっと青ざめたナハルは、目を伏せる。

「あっ……申し訳ありません」

「え？　いえ、わたしのことならお気になさらず。……ナハル様でよろしいのかしら？」

　目線を合わせながら問いかけると、ナハルはぱっと頰ほおを赤く染めた。

「はい、ナハルと申します」

「はじめまして、わたしはリノルアースです。北国ハウゼンランドより参りました」

　ドレスの裾すそをつまんで礼をすると、ナハルはその優美さに見み惚とれたようだった。

「それで？　何かあったのか？」

　やはりカルヴァの声は硬かたい。思わずアドルさえ驚いてしまう。

（え？　なんでこんな怖こわい顔してんの？）

　その顔は、冷れい酷こくな王そのものと言ってもいい。まだ幼い子どもでなくても、ぴりぴりとした威い圧あつ感かんに怯おびえてしまいそうなほどだ。

　昔話の女の子のことを聞いたばかりだからだろうか。子どもに対して冷たい態度をとるカルヴァに、違い和わ感かんを覚えた。

「え、あの……」

　ナハルも萎い縮しゆくしてしまってうまく話せないようだった。

「何もないなら私は行く。姫ひめ、それではまたのちほど」

「ええ……」

　立ち去るカルヴァの背を見送りながら、アドルは内心で首を傾げていた。さっきまではうつくしいものはうつくしい、なんてふざけていたのに。

「……よかったのですか？　陛下に何かお話があったのでは？」

　問いかけると、ナハルは地面を見つめて小さくこぼした。

「いいんです、叔父上はお忙いそがしい方ですから……」

　悲しげな横顔に、アドルはまたなんとも言えない気持ちになる。あまり、仲が良くないのだろうか。

　母親もいない、おそらく父親もいない小さな子ども相手に大人気ない。カルヴァにとっても唯ゆい一いつの肉親だろうに。

「そうですね、王というものはたいへんですものね」

　同意すると、ナハルは「そうなんです」と真ま面じ目めな顔で頷うなずいた。

「叔父上はすごいんです、即そく位いして数年でここまでスフェラ国を穏やかな国にしてくださいました。僕は叔父上のようになりたいんです……！」

　ナハルは純じゆん粋すいにカルヴァを尊敬しているらしい。こんないい子に慕われて邪じや険けんになどできそうにないと思うのだが、カルヴァは違ちがうのだろうか。

　ナハルの黒曜石のような丸い瞳ひとみも、少し癖くせのある黒い髪も愛らしい。カルヴァがいうところのうつくしいもの、の枠わくに入ってもおかしくはないだろう。

（本当にカルヴァのことを尊敬しているんだなぁ）

「……きっとなれますよ」

　微笑ほほえむと、ナハルは嬉うれしそうに笑い返してくれた。

「僕はまだまだ未熟者なので、叔父上には認めてもらえないかもしれませんが、それでもがんばります！」

　懸けん命めいなその様子は、やはりとても愛らしい。

　察するに、先ほどのカルヴァの冷たい様子は、いつものことなのだろう。王となる人間なのだからとあえて厳しく接しているのかもしれない。

「ナハル様、こちらにいらしたんですか」

　遠くから一人の女性が駆け寄ってくる。黒い髪をしっかりと結ゆい上げていて、眼鏡をかけて地味な服を着ている人だ。

「エネロア」

　ぱっとナハルが顔を明るくした。

「僕の教育係なんです。とても優ゆう秀しゆうなんですよ！」

　ナハルがアドルを見上げて説明してくれる。

　ぺこりと頭を下げながらエネロアがやってくる。ナハルを探して迎むかえにやってきたのだろう。

「はじめまして、リノルアースと申します」

　少女らしく微笑みながらアドルはエネロアに挨あい拶さつした。

　女性相手のときほど気を抜ぬかずに笑え、というのもまた『淑しゆく女じよとして生きるための百の作法』の一つなのだが、男の自分には不可解なことだらけで、だんだんアドルとしても淑女がなんなのかわからなくなってくる。

「ハウゼンランド国のリノルアース姫でいらっしゃいますよね？　ようこそ、スフェラへ」

　気持ちのいい女性だな、と思う。清潔感のある装よそおいと、明るい笑え顔がお。きっちりと真面目そうな雰ふん囲い気きには好感が持てる。

（教育係……ってことは、カルヴァはやっぱり口だけではないんだな）

　自分の跡あとを継つぐナハルの教育係ともなれば重要な役目だ。それを女性に任せているのは、彼の改革の一つなのだろう。

「確か、陛下の秘書官もされていますよね？　何度か陛下を迎えにいらっしゃったと思うのですが」

　外交官ではないのでアドルに紹しよう介かいはされていないが、部屋の隅すみに控ひかえていたり、アドルと会っているカルヴァを迎えに来たりしていたのは彼女だ。

「ええ、そうです。もともとは秘書官として採用されましたが、ナハル様がいらっしゃってから教育係も任されるようになりました」

「陛下に信しん頼らいされているんですね」

　カルヴァは優秀な人間しかそばにおかないように思える。

（まぁモルテさんみたいなのもいたけど……）

　謝罪の印象があまりにも強きよう烈れつすぎるが、きっとモルテにも優秀な一面がある……はずだ！

　秘書官と教育係、複数の役割を任されているということは、エネロアはそれだけカルヴァの信頼が厚いのだろう。

「どうでしょうか、こちらはいつも陛下に手を焼かされておりますが」

　あいつやっぱり臣下に迷めい惑わくかけているんだな……。

「……陛下が、ナハル様に対して少し冷たい態度をとっていらっしゃったんですが」

　いつもそうなのでしょうか、とアドルはナハルに聞こえないように小さな声でエネロアに問いかけた。

「ええ、そうです。……陛下は、不器用な方ですから」

　苦く笑しようしたあとで、エネロアは庭の花を摘つんでいるナハルを呼んだ。

「ナハル様、そろそろお勉強の時間ですよ」

「はい！」

　エネロアの声にナハルはすぐに振ふり返り、駆け寄ってきた。その手にはたった今摘んだ花がある。

「リノルアース姫に。こんな花では姫には似合いませんけど……」

「いいえ、ありがとうございます。嬉しいです」

　アドルは花を受け取りながら微笑んだ。ほんの少しの時間で、リノルアース姫へのプレゼントを考えてくれたのだろう。

「それではリノルアース姫、失礼します」

「こちらこそ、お話しできて楽しかったです」

　エネロアとともに去るナハルをアドルは手を振って見送った。




　その後、レイと共に部屋に戻もどるとアドルは先ほどのカルヴァとナハルの様子を思い出していた。

　ごろりとソファにだらしなくもたれる。重たい鬘かつらをとろうかと手を伸のばすと、レイがすかさず釘くぎを刺さした。

「アドル様、鬘はとらないでください」

　すっかり気を抜いているアドルに、レイが小言を言ってくる。スフェラ国に来てからというもの、レイはすっかり口うるさくなった。

「んー……」

　アドルは生返事だが、レイの声は聞こえているらしい。鬘をとろうとした手が止まる。

　考え事をしているアドルに、レイは呆あきれながらもそれ以上うるさくは言ってこなかった。

　今日はもう予定らしい予定はなく、晩ばん餐さんまではゆっくりできる。それほど気を張り詰つめることもないと判断したのだろう。

　ナハル相手に不自然に冷たい態度のカルヴァ、尊敬する叔父おじとなかなか打ち解けられないナハル。

「……なんとかならないもんかなぁ」

　天てん井じようを見上げながらアドルはぽつりと呟つぶやいた。

「なんとか、とは？」

　ひとりごとだったのだが、レイにはしっかり聞こえていたらしい。

　んー、とアドルは少し言葉を探すように口くち籠ごもった。

「……カルヴァとその甥おいっ子の様子が気になっちゃって」

「試練のことを考えているんだと思ったら、そんなことで頭を悩なやませていたんですか？」

　渋しぶい顔のレイに、アドルはつい言い訳するように言葉を重ねた。

「自分の後こう継けい者しやだっていうならやっぱり仲は良くないとダメだと思うんだよ」

　カルヴァの現在行っている改革は、その次まで引き継がれなければ実を結ぶことはない。今この時だけでは意味がないのだ。

「それに、ナハルのほうはカルヴァを慕したっているわけだしさ、もう少し歩み寄れると思うんだよな。あのままじゃナハルがかわいそうだし……」

　血の繫つながっている者同士、もう少し仲良くできてもいいんじゃないだろうか。まして、カルヴァとナハルの肉親はお互たがいしかいないのだから。

　アドルの伯父おじ──ハーラントの父親であるオイレンベルク公こう爵しやくとは、アドルも仲がいいとは言えない。

　向こうはもちろん息子むすこを王にと推おしているし、小さな頃ころからぎくしゃくしていた。おそらくそれは、立太子の試練が終わるまで改善は見込めないだろう。

　いや、終わったところで、今までの関係が変わるとは思えない。

　試練が終わるということは、誰が次の王になるのか決まるということだから。

　その点、カルヴァとナハルの問題は、お互いがもう少しずつ歩み寄れば解決するように見える。いくら厳しくしようと考えていたとして、母親を亡なくした甥っ子相手にカルヴァもあそこまで冷たくすることはないだろう。

　そうやってあれこれと考えると、黙だまって見ていられなかった。

　アドルがスフェラ国にいる今くらいは、二人の間に入ってもう少し仲良くなれるように何かできないだろうか──そんなことを考えてしまう。

「アドルバード様」

　冷たく刺すようなレイの声に、アドルはハッと起き上がる。

　見ると、レイは氷のような冷たい表情でこちらを見ていた。

「他人の事情に首を突つっ込んでいる場合じゃないでしょう？　試練はまだ終わったわけではないんですから」

　痛いくらいに胸に刺さる正論だ。

　バーグラス卿きようの企たくらみを少しでも摑つかんできたことで気が緩ゆるんだのかもしれない。試練はまだ終わっていないし、アドルは試練のことだけを考えているべきなのだ。

　けれど、そうやって見ないふりをしていると、いつか大切なものを見落とすのではないだろうか。

「そうかもしれないけど、自分の目的だけを追いかけて、誰だれかにやさしくすることを忘れて──それはいい王だって言えるのか」

　アドルはそう思えない。

　為なすべきことがあるのはわかっている。そのために努力だってしてきた。やりたくない女装だって我が慢まんしてやる。

　長い旅をしているようなものだ。ゴールは試練を終えるその瞬しゆん間かんだとして、アドルはそこまで脇わき目めも振らず進み続けなければならないのだろうか。

　旅の途と中ちゆう、怪け我がをした人を見つけたら手当してやりたいと思うし、困っている人には手を差し伸べたいと思う。

　そういうことを忘れて王になっても、うれしくない。

　アドルはそんな王には、なりたくない。

（俺にたいした力がないのは、わかっているけど）

　だからこそ、自分にできると思えることは全力で取り組みたいのだ。

「関わったものにはなんでもかんでも手を貸そうとするのはアドル様の長所でもありますが、今回に限って言えば短所です。現実を見てください」

　厳しいレイの言葉には、まるで子どもをたしなめるような響ひびきがある。

　二歳という年の差は、永遠に縮まらない。十五歳になった今でも、レイにとってのアドルは守るべき小さな王子様のままなのかもしれない。

　それが嫌いやなのに。

　好きな人に守られているだけなんて、そんなのはごめんだ。

「……現実なんて、嫌ってほど知っているよ。レイにとって俺はいつまでもガキなんだってこととかな」

　自じ嘲ちよう気味に呟いて、アドルは目を伏ふせた。

　その目に映るのは、うつくしいドレスだ。それがまたアドルに現実を見せつけてくる。

「レイは俺のこと男だなんて意識してないよな。……小さな男の子のまんまだ」

　だからレイは、アドルに助けを求めない。頼たよってもくれない。

　レイを助けることを許された、彼女にとっての王子様にアドルはなりたいのに。

「どうしてそんな話になるんですか？　私は試練に集中するべきだと言っているだけで──」

　覗のぞき込むように近づいてきたレイに、アドルは内心でほらやっぱり、と泣きたくなった。

　こんな至近距きよ離り、異性として意識しているならありえない。ましてレイは、人一倍そういった警けい戒かい心しんが強いからなおさらだ。

　この距離こそが、レイの心を表している。

　アドルのことを異性として見ていないのだと。

「……男に隙すきを見せるなって言わなかったっけ？」

　レイの腕うでを握にぎりながら、アドルは口を開いた。

　スフェラ国に到とう着ちやくしたばかりのとき、アドルが口うるさくレイに言ったことだ。

「それは、アドル様のことでは──」

　否定するレイに、アドルは悲しげに苦く笑しようする。

「俺も、男なんだけど」

　当たり前の事実をアドルが低い声で告げると、レイは目を見開いた。

　透すき通るような青い瞳ひとみに、アドルは自分の姿を見つける。もっとその瞳に自分が映っているといい。レイが見つめる先には、自分の姿があってほしい。

　守るべき対象としてではなく、愛する人として。




「──俺、いつになったら男だって意識してもらえるのかな」




　まぁ、女装なんてしているうちは無理かな。

　苦々しく笑って、アドルはレイの腕を引いた。存外簡単に、レイはアドルの胸へと引き寄せられる。

　何も考えていなかった。

　白い頰ほおを撫なでて、見開かれたままの青い瞳を見つめて、銀の髪かみに手を差し込む。さらりとしたその髪の感かん触しよくに目を閉じて、吸い込まれるように唇くちびるを重ねる。

　初めて触ふれるそれはひどくやわらかく、とけてしまいそうな心地ここちがした。

　永遠のような、ほんの一いつ瞬しゆんだ。

　アドルがその余よ韻いんを惜おしむように頰を撫でて離はなれると、レイはすっかりかたまって顔を真っ赤かに染め上げている。

「……レイ？」

　これは予想外だった。

　レイは弱々しい力でアドルの胸を押すと、はくはくと何度か唇を震ふるわせる。何か文句を言いたいのかもしれないが、結局言葉らしい言葉が紡つむがれることはなかった。

　いっそ殴なぐられでもすれば、アドルも頭が冷えた。

　けれどレイは瞳を潤うるませて、困こん惑わくしたようにアドルを見て──そして跳はねるように立ち上がると、すごい速さで部屋から出て行ってしまった。

　冷静さを取り戻もどすために、物理的に距離を置こうとしたのだろう。

　走り去る後ろ姿を呆ぼう然ぜんと見送って、自分のしでかしたことを理解する。じわりじわりと頰が熱を帯びて、アドルは口元を手で覆おおう。

（お、俺なにして……!?　なにしたんだ俺!?）

　つい身体からだが勝手に動いてしまって、なんて理由にならない。

　子ども扱あつかいにも、男として見てもらえていないことにも、嫌だけど慣れたと思っていた。

　今いま更さらそんなことで、心が乱されることなんてないと思っていたのに！

　レイに相応ふさわしい男になればきっと、と唇を嚙かみしめて今まで堪こらえていた。自制心はあるほうだと思っていたし、剣けんの誓ちかいのあとは夜に二人きりなんてことになっても甘い雰ふん囲い気きにすらならなかった。

　……キスだって、たった今したのが初めてだった。

　それなのに、レイの気持ちを確かめずにするなんて！

「レ、レイ……！」

　部屋を出ても、もちろんレイの姿はすぐには見つからない。

　右か左か、どちらへ行ったのか見当がつかずにアドルは苛いら立だちを覚える。

　ここがハウゼンランド国ならば、彼女が逃にげ込む先にもいくつか心当たりがある。けれどここは異国だ。レイには助けを求められるような相手はいない。

（バカか俺は……！）

　こんなところで、彼女を一人にするなんて！

　これまで築いてきた信しん頼らい関係を崩くずすようなことを、してしまった。

　アドルはスカートを持ち上げて走り出した。
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　身体が、顔が、特に触れていた唇が熱くて、レイは何も考えずにただ走っていた。

　いつもの冷静さなどどこかに吹ふき飛んでしまった。頭はまったく働かず、何が起きたのか理解できずにいる。
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　庭園に逃げ込むと、人気のない草むらに身を隠かくした。子どもの頃ころ、アドルやリノルとかくれんぼしたときを思い出す。レイは、双ふた子ごを見つけるのが誰だれよりもうまかった。

　──俺も、男なんだけど。

　つい今しがた聞いたばかりのアドルの声が、耳の奥で蘇よみがえる。

「……知っていますよ、ちゃんと」

　どれだけ愛らしい容姿をしていても、女装をしていても、アドルの性別を忘れたことなどない。

　レイは、幼い頃から男になろうとする子どもだった。男として生まれたかった。

　子し爵しやく家とはいえ貴族の端はしくれだ。バウアー家には、跡あとを継つぐ息子むすこが必要だった。

　けれどレイの母は、レイを産んだあとに子どもを産めない身体となった。父は何も言わなかったけれど、親類縁えん者じやは会うたびに口うるさく母のことを責めていた。

　レイが赤子の頃に父が養子を連れてきた。しかし跡あと継つぎのためにというよりも旅先で捨てられた赤子を見過ごせなかっただけらしい。

　父が連れてきた赤子は男児だったが、明らかに異国の血が混じった養子に子爵家を継がせることにも、親類たちは声こわ高だかに反対した。

　だからレイは、男よりも優ゆう秀しゆうに、男よりも強く、男らしくなろうとした。男になれないのなら、男に負けなければいい。

　そうすることで母が責められることがなくなればと思った。

『おまえ女のくせになんで男の格好しているんだよ！　変な奴やつだな！』

　子どもたちの中でそんな風に言われることはよくあった。

　そんなことでレイは傷ついたりしないけど──傷ついたりはしないと唇を嚙み締しめたけど、そういうとき、アドルは飛んできた。

『うるさい！　レイの悪口を言うな！　おまえらレイに勝てなくて悔くやしいだけだろ！』

　レイの代わりに嚙み付いて、時には取っ組み合いのケンカになって、それでもアドルは必ずレイを守るために駆かけつけることをやめなかった。

『レイは、そのままでいいんだからな！』

　言い聞かせるように繰くり返されるセリフに、レイは何度救われただろう。

　性別なんて関係ない。レイはレイであればいい。アドルのまっすぐな瞳で見つめられながらそう断言されるたびに、レイは生まれてきたことをうれしく思った。

　生まれてきてよかったのだ。女でも、男でも。

　家族に言われても素す直なおに受け入れられなかっただろう言葉も、アドルが言うなら信じることができた。アドルは裏表のない人だと知っている。

　レイが十二歳の時、母が死んだ。

　もともと身体が強くない人だったが、流行はやり病であっという間に命の炎ほのおは消えてしまった。

　泣いて泣いて泣いて、葬そう儀ぎの時には涙なみだなどとうに涸かれ果てていた。

『本当に可愛かわいげのない娘むすめね、母親が死んだ時くらい泣いてみせればいいのに』

　無ぶ遠えん慮りよな言葉は、弱った心を突つき刺さす。

　それでも親類たちは、涙を見せないレイを冷れい酷こくだ、ひどい娘だと言った。

　泣きたくても泣けないくらいに、涙を流しきってしまったのだ。母の死を悼いたむ様子のない人々に、レイの悲しみが理解できるはずがない。

『……なんでわからないんだよ』

　葬儀に参列していたアドルは、青い瞳ひとみに涙をためて唸うなるように吐はき出した。

『レイはあんなに泣いてるのに、なんであんたたちにはわからないんだよ！』

　目に見える涙がすべてではないと、幼いアドルは悔しそうに叫さけんでいた。

　レイの目から、ぽたりと涙が落ちた。

　とっくに涸れ果てたと思っていたのに、アドルの声に反応するように静かに地面にしみていく。

　アドルは小さな頃からずっと、レイをありのまま受け入れてくれていた。それがどれだけ尊く、得え難がたいものであったのか、レイはこのときに実感した。

　特別だと思っていた感情に、明確な名前がついた。

　──これは、恋こいなのだ、と。

　そうして見つけた感情を、騎き士しとなったレイは殺したはずだった。二年前、アドルに剣の誓いをたてたあの時に。
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　アドルはドレスをたくし上げて、城のなかを走る。護衛の一人も連れず、脇わき目めも振ふらずに走り回る姫ひめ君ぎみの姿はたいそう目立つだろう。

　だが、不思議と人が少ない。

（レイ……！　いったいどこに……）

「リノルアース姫ひめ？」

　誰かレイのことを見ていないだろうかと周囲を見回していたところで、背後から声をかけられる。

「はい？」

　そこにいたのは城の衛兵だった。鈍にび色いろの制服がそれを示している。

「お一人でどうされたんです？　護衛の者が見当たりませんが」

「その、わたしの騎士を探しておりまして、見かけませんでしたか？」

　ちょうどいいとレイのことを聞くと、衛兵は首を傾かしげる。

「あの銀ぎん髪ぱつの騎士殿どのですか？　いいえ、こちらでは見ておりませんが」

「そう、ですか……」

　探しに行く方向を間ま違ちがえたのだろうか。もしかすると、部屋からそれほど離はなれていなかったのかもしれない。彼女の性格上、あまりアドルを一人にするとは思えないのだ。

「ありがとうございます、わたしは部屋に戻もどりますね」

（ああもうどうしよう……いったん戻れば、レイも帰ってきているかな……）

　礼を言ったあとで、くるりと身を翻ひるがえす。頭の中はすっかりレイのことでいっぱいになっており、警けい戒かい心しんが薄うすらいでいた。

「護衛もつけずに一人で……おかげでこちらは手間が省けました」

「え……？」

　不ふ穏おんな空気を肌はだで感じたときには、背後から口を塞ふさがれる。

　口元を覆おおうハンカチからは、薬品のような匂においがした。本能的に抵てい抗こうするが、小こ柄がらなアドルには衛兵のような屈くつ強きような男とやりあうほどの力はない。まして、不意をつかれた今のような状じよう況きようでは。

「れ、ぃ……」

　身体からだが思うように動かず、飲み込まれるようにしてアドルの意識は暗くら闇やみに落ちていく。

　衛兵がアドルの身体を抱だき上げると、物もの陰かげから黒衣の男が現れる。二人はわずかに会話を交かわしたあとで、すぐに立ち去っていった。

　不自然に人の少ない回かい廊ろうには、目もく撃げき者がいない。




　──たった一人を除いては。




「リノルアース姫が……」

　柱の陰でしゃがみこみながら震ふるえていたナハルは、たった今見てしまった光景を信じられずにいた。

　ここはスフェラ国の王城だ。王の住まう、絶対の安全が約束されているはずの、城だ。

　そこで異国の姫が連れ去られた。そんなことがあっていいはずがない。

「叔父おじ上うえに、知らせなければ……！」

　震える身体を叱しかりつけるようにして、ナハルは立ち上がった。向かうのは王の執しつ務む室──カルヴァのもとである。
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　二年前。

　その日、剣けんの誓ちかいを見届けるためにたくさんの貴族がハウゼンランド国の聖堂に集まっていた。そこは厳おごそかな雰ふん囲い気きに包まれている。

　アドルはまだ十三歳で、レイは十五歳になったばかりだった。

　レイが現れたとき、誰だれもがその長い銀髪が男のように短くなっていることに驚おどろいた。

　人々の記き憶おくにある彼女は、長い銀の髪かみを一つに結ゆい男の格好で剣を振るう姿か、時折社交界で見せた、目を瞠みはるようなうつくしいドレス姿だけだ。

　女性の髪は、富の象しよう徴ちようであり美の象徴だ。それを男のように短くすることなどありえない。

　レイ・バウアーが王子の騎士に。そう聞いて集まった人々にとっても、その姿は予想外だったのだ。

　真白の騎士服はレイのために作られたもので、男性のように凜り々りしく、けれど女性らしいしなやかさを損そこなわない衣装だった。

　その姿は、ちょうど外の世界を染め上げる雪のように清らかでまばゆい。

　レイは剣を鞘さやから抜ぬくと、アドルの足元で跪ひざまずき剣を捧ささげる。

　それは息を吞のむほどにうつくしい光景だった。

　アドルはレイが掲かかげる剣を受け取ると、跪いたままのレイの肩かたにその刃やいばを置く。




「──汝なんじ、我が剣となり、常に気高く誠実であれ」




　アドルの声は、聖堂のなかで静かに響ひびいている。呼吸の音すら聞こえそうな静せい謐ひつさのなか、誓いの文句を言い終えると剣をレイに向ける。

　レイが一度アドルを見上げて、ゆっくりと、その刃に口づけた。

　幼い主あるじと、女騎士の誕生の瞬しゆん間かんである。

　のちにその場にいた者は、あれほどうつくしい誓いは見たことがない、と賞賛していた。

　レイがアドルの騎士となった瞬間は、そうして多く語られているが、二人にとっては──少なくとも、アドルにとっての剣の誓いは、違ちがっていた。

　レイが髪を切り落とした日。

　外が吹雪ふぶいている、寒い冬の日だった。

　聖堂で剣の誓いをたてる、ほんの一週間ほど前の話である。

　当時レイは騎士見習いとして訓練に参加したり、アドルたちの護衛を務めたりしていた。

　もともと、物心ついた頃ころから世話役として双ふた子ごと一いつ緒しよに過ごすことが多かったレイは、当然のようにアドルを守る側にまわった。

　けれど、彼女は子し爵しやく家の令れい嬢じようだ。

　うつくしい銀髪は今のように短いわけではなく、背中を覆い隠かくすほど長かった。髪が長いレイを男だなんて見間違える者は一人としていなかった。

　当然、うつくしいレイにはたくさんの求きゆう婚こんが舞まい込んできた。

　子爵家とはいえレイの父は国王に才能を買われて王おう妃ひの騎士を務め、王国騎士団の団長も兼けん任にんしている──ハウゼンランド国の剣聖、なんて呼ばれる国内外で有名な人物だ。その名を知らない者はいない。

　国王夫妻の信しん頼らいの厚い騎士の娘むすめ、かつ王の子どもたちにも慕したわれている。国内の貴族としては実に魅み力りよく的な物件だった。

　数多あまたの縁えん談だんは断り続けるのも難しく、しかしレイにとってごく普ふ通つうの令嬢として生きることは苦痛だった。幼い頃から父の背を見て剣を握にぎっていた彼女からすれば、剣を奪うばわれる人生などありえない。

　レイ・バウアーにとって剣を握ることは息をすることと同義で、それを奪われてしまえば彼女という花はみるみるうちに枯かれてしまうだろう。

「……レイ？　大だい丈じよう夫ぶか？」

　アドルの目にも彼女の疲ひ労ろうは滲にじんで見えた。少し瘦やせたようだし、目の下には隈くまがある。いつもは首の後ろで一つに束ねているはずの髪が、結われることなくさらりと背に流れていた。その様はとても綺き麗れいで、アドルもレイの様子が普ふ段だん通りだったなら、素す直なおに見み惚とれていただろう。

　公爵家から縁談が申し込まれそうだ、という話は、アドルもレイの父から聞かされている。公爵家ともなれば、レイはその縁談を断ることができないだろう。

　レイはアドルの勉強を見ながらこっそりとため息を吐はき出していたところだった。

　すっかりまいっているらしいレイを見ていられなかった。

「……大丈夫ですよ」

　レイは微び苦く笑しようし、その口から当然のように噓うそをついた。

　質問を間違えた、とアドルは内心で舌打ちをする。

　大丈夫かと問いかけられて大丈夫じゃないなんて言えるような人ではないのだ、この人は。

　アドルの追つい及きゆうの目から逃にげるように立ち上がろうとしたレイの腕うでを摑つかむ。

「大丈夫じゃないだろ」

　きっぱりとアドルが言い返すと、レイは驚いたように目を丸くした。

「俺を騙だませるなんて思うなよ。何年一緒にいると思ってんだ。大丈夫だって言っていても、全然大丈夫じゃないってことくらいわかるんだからな」

　レイは小さくアドル様、と呟つぶやいた。

　今にも泣き出しそうな、心細げでどこか甘やかな響きの声にアドルは息を吞む。思わず摑んでいたレイの腕を離はなしてしまった。

　一いつ拍ぱくのち。

　レイは表情を一変させた。獲え物ものを狩かる獣けもののように鋭するどく、罪人の首を切り落とす処しよ刑けい人のように険しい顔で、腰こしから下げている剣を抜いた。

　アドルが止める暇ひまもないほど素早く、彼女は背中を覆おおううつくしい銀ぎん髪ぱつを一摑みにして、そして残ざん酷こくなほど迷いなく、長い髪を切り捨てた。

　この瞬間、レイは女である自分を殺したのだ。

　女でなくなれば、求婚を受ける必要はない。ただの騎き士しであれば、今までと変わらずレイはアドルのそばにいることができる。

　子爵家の娘と、一国の王子。

　それは、ただの恋こいとして成じよう就じゆを願うにはあまりにも身分の差が大きい。

　だからレイはこの恋を自覚したときから、わかっていた。

　いずれ、女としてアドルのそばにいることはできなくなると。大人に近づくにつれ、周囲がそれを許さなくなると。

　──この恋は、実らなくていい。

　だがせめて、この命が尽つきる瞬間まで、アドルのそばにいることを許してほしかった。

　はらりはらりと、流星のようにレイの銀髪が散っていく。そのうつくしさにアドルが言葉を紡つむぐ暇もなく、レイはアドルの足元に跪いていた。

「この剣に誓って、生しよう涯がいあなたをお守りいたします。アドルバード様」

　レイの、肩にも届かないほど短くなった髪が揺ゆれていた。物語の騎士のように跪き剣を掲げる彼女を見て、アドルは何が起きているのかわからなかった。

　ただ一つ、わかるのは、彼女がアドルを愛あい称しようではなく呼ぶのは本気で怒おこっているときか、真しん剣けんなときだけだということで。

（……ああ、そうか）




　──彼女は、本気なのか。




　ぐっと唇くちびるを嚙かみ締しめ、アドルは掲げられたレイの剣を受け取った。

「……守られてばかりだと思うなよ」

　剣の重みを確かに感じながらアドルはレイを見下ろす。レイの青い瞳ひとみがアドルを見上げていた。ほっと安あん堵どしたような色が宿っていることに気づいて、彼女も緊きん張ちようしていたのだとわかる。

「俺だって、おまえを守れるんだからな」

　だから、アドルはこのとき一つ、決意したのだ。
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　目覚めはすこぶる最悪だった。

　いつも朝は快適に目覚めるアドルにとっては珍めずらしい。身体からだがだるく、目を開けるのも億おつ劫くうだった。

「……ぅ、ん……？」

　目覚めたばかり、かつ鈍にぶく痛む頭では判断力も低下している。

　首筋に纏まとわりつく髪かみの毛に、どうして鬘かつらを外さないままで寝ねたんだろうか、と考えた。

　部屋のなかが薄うす暗ぐらいので、アドルが寝ている間に日が暮れたのだろう。どうして明かりをつけないのだろうか。レイだったらいつもこちらが気づく前に明かりを準備しているのに──。

「そうだ、レイ！」

　勢いよく起き上がって、アドルはあれ？　と首を傾かしげる。

　アドルが横になっていたベッドは上等なものに違いないが、スフェラ国の王城で使っていたものではない。部屋も、半分くらいの広さになっているだろうか。つまり、まったく知らない場所だった。

「……どこだここ」

　暗さに慣れてきた目で部屋のなかを見てみるが、見覚えのあるものは一つとしてない。

　やけに高い位置にある窓からは月明かりが零こぼれている。その窓には鉄てつ格ごう子しが嵌はめられているので、高さをどうにかしたところでそこから逃げるのは不可能だろう。

（半地下、って感じだけど……）

　部屋の調度品はごくごく普通のものなのだが、部屋そのものが普通ではない。誰だれかを閉じ込めるために造られた部屋のようだった。

（あのアホ王にこんなところに放ほうり込まれるようなことはしてないはず……）

　それにもしカルヴァがアドルを拘こう束そくしようというのなら、部屋に衛兵を張り付かせてしまえばいい。わざわざこんなことをする必要はないはずだ。

　意識を失う前の衛兵の様子からしても、どこかに連れ去られたと考えるべきだろう。

　思っていたよりもアドルは動どう揺ようしていなかった。

　誘ゆう拐かい、拉ら致ち、監かん禁きん、このさいどれでもいいが、やるべきことはただ一つ。それがわかっているのなら、慌あわてる理由なんてない。

　どれくらいの時間が経たったのだろうか。

　月の位置からして日が暮れてからまだ数時間しか経っていない。まさか丸一日眠ねむっていたということはないから、数時間気を失っていたのだろう。

（リノルアース姫ひめを誘拐する可能性がある人間といったら──あの人しかいないよなぁ）

　そもそもスフェラ国にやって来てから、アドルが関かかわった人間は少ない。その少ない人物のなかで、後ろ暗いことがあるのはたった一人だ。

（……さて）

　頭がすっきりしてきたところで、アドルは自分の姿を確かく認にんする。ドレスに乱れた様子はないし、もちろん鬘も外れていない。男だとはバレていないのだろう。

　ドレスを捲まくり上げて、太ふと腿ももに隠かくし持っていた短たん剣けんを確認する。もう片足には投げられるほどの大きさのナイフが二本。

　生憎あいにく、アドルは深窓のお姫様じゃない。護身用の武器くらい当然持っている。

（早く、戻もどらないと……！）

　日が暮れているということは、レイは既すでにアドルの不在に気づいているだろう。自分がそばを離れた隙すきに連れ去られたとなれば、今いま頃ごろ自責の念に襲おそわれているに違ちがいない。

　アドルが一人になる原因を作ったのは、アドル自身なのに。

　きっとこのまま時間が経てば経つほど、レイはアドルとのキスをなかったことにして、自分の失態を謝罪してくる。

　謝らなければならないのはアドルだ。

　アドルは状じよう況きようを整理し終わると、手て櫛ぐしで髪を整え、んん、と喉のどの調子を確認する。

「……どなたか、いませんか」

　心細げに震ふるえる声は、確実に扉とびらの向こうへ届くだけの声量だった。

　外の気配を探さぐると、部屋の前から足音が遠のいていった。やはり見張りがいたらしい。

　おそらくアドルが目覚めたことを報告するのだろう。

　そっと扉を確認してみるが、鍵かぎがかかっている。見張りは一人だったのだろうかと耳を澄すませると、かすかに人の気配があった。

　ご丁てい寧ねいに、二人も見張りをつけていたということである。

　ベッドに腰こし掛かけると、アドルは呼吸を整える。落ち着いているようだが、心臓はいつもより速く脈打っているし、汗あせもかいている。犯人との対面を前に緊張しているという事実は否定できなかった。

　扉の鍵が開けられる。がちゃり、と重いその音にアドルは眉まゆを顰ひそめた。

「具合はいかがですか、リノルアース姫」

　現れたのは、でっぷりと重たそうな腹をした壮そう年ねんの男性である。もちろんアドルには見覚えがあった。

「……バーグラス卿きよう」

　どうして、という感想は浮うかばなかった。やはり、という気持ちでアドルは表情を曇くもらせる。

「随ずい分ぶんと乱暴な招待ですね……招待状を受け取った覚えはないのですが？」

　多少の嫌いやみは言ってもかまわないだろう。微笑ほほえみを浮かべアドルはバーグラス卿と向き合う。

「申し訳ありません、姫にはしばらく大人しくしていてもらわねばなりません」

　バーグラス卿の下げ卑びた笑えみに、アドルは顔を顰しかめる。しかしそれもすぐに笑顔でごまかした。

「まぁ、何故なぜですか？」

　アドルの作った可か憐れんな笑顔に、バーグラス卿はまったく和なごむ様子はない。

　瞬まばたき一つしない血走った目に見つめられ、アドルは背筋を震わせた。

「聞いていたのでしょう？」

「聞いていた、とは？」

　アドルが首を傾げると、さらりと髪が流れる。

「……花がね、落ちていたんですよ」

　バーグラス卿が懐ふところから取り出したのは一つの造花だった。

　それは、視察のときにアドルの髪に飾かざられていたものである。

「姫が立っていらっしゃった、あの場所に。気になって試ためしてみたんですよ、あの距きよ離りで会話は聞こえるかどうか」

　バーグラス卿の手のひらの上にあった造花が、そのままくしゃりと握にぎり潰つぶされる。

「結論は、まったく聞こえないのはありえない、だったんですよ」

（だからリノルアース姫はバーグラス卿の秘密を知ってしまった、と……？）

「姫を害するつもりはありません、ですが、取引までは大人しくしていただかなければ困るのですよ」

　握り潰された造花が、床ゆかへと落ちる。

　まるでアドルも大人しくしていなければこうなるぞ、と脅おどしているようでもあった。

「姫が玉座に座るあの男に話したところで私の痛手にはなりませんよ。むしろ国こく賓ひんを攫さらったことであの男の顔に泥どろを塗ぬることができました」

　国賓が城内で攫われた。それが明らかになれば、間違いなくスフェラ国の──ひいてはカルヴァの王としての評価は下がるだろう。

「私の敵はあの男ただ一人。ハウゼンランド国を敵に回すつもりはありませんので、ご安心ください」

「安心など……！　城へ帰してください！　こんなことをして無事にすむと思っておられるのですか？」

　アドルは脅しにも屈くつすることなく、鋭するどい目でバーグラス卿を睨にらみつけた。

　しかしバーグラス卿はアドルの言葉に少しも心動かされる様子はない。既に彼の中で、何かの決断が下されてしまったのだ。

（それとも、バーグラス卿がこんなことに踏ふみ切るだけの、支し援えんがあった……？）

　そうでなければ、国賓の姫を誘ゆう拐かいするなんて大だい胆たんなことをできるはずがない。何かをきっかけに、バーグラス卿はこそこそと裏で悪わる巧だくみをすることはやめたのだろう。

「どうぞごゆるりとおくつろぎください、姫」

　無む慈じ悲ひにばたん、と扉が閉まる。その後すぐに鍵をかける音がしたが、慌ててアドルは扉にかじりついた。

「……私は王都に戻る。姫の見張りは厳重にしておくように」

　バーグラス卿が見張りの男に指示する声がかろうじて聞こえた。

「ああ、それとオークションに使う真しん珠じゆは私の部屋に持っていく。他ほかのものと混じっては困るからな」

　つまりここは、王都ではないというわけだ。真珠の話が出ているということは、視察したあの屋や敷しきあたりだろうか。そのあとは会話も聞こえず、アドルは肩かたを落とす。

（こんな場所でくつろげるわけあるかー!!）

　アドルはベッドに突つっ伏ぷした。

　誘拐されたか弱いお姫様がのんびりくつろいで出してもらえるのを待っていると本気で思っているのだろうか？　だとしたら大バカ者だ。

　見張りのついた部屋、窓から逃にげることは不可能で、このままではバーグラス卿の描えがいた筋書き通りだ。

　アドルはドレスの下に隠していたナイフを取り出して、唇くちびるを舐なめる。

「……大人しく捕とらわれのお姫様でいると思うなよ」

　こういう逆境には、むしろ燃える性質たちなのだ。
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　ナハルは走っていた。

　これほど急いだのは初めてかもしれない。王たるもの、常に冷静であれと言い聞かせられている。動どう揺ようを見せてはいけない、と。

　だがそれを守っている場合でないことくらい、ナハルにだってわかった。

　一分一秒でも早く、このことを伝えなければならない。

　王の執しつ務む室の前に立つ衛兵は、息を切らしながらやってきたナハルに驚おどろいているようだった。

　ナハルとカルヴァのぎこちない様子は、スフェラ国の王城に勤務する者ならば当然知っている。ナハルはカルヴァの執務室に近づいたことはないし、カルヴァもナハルが勉強をしているところに顔を出したことはない。

「陛下に、お伝えしたいことがあります……！」

　しかし今ナハルは、息を切らし汗を流して、執務室の前に立っていた。その姿は幼いながらも使命感に溢あふれていて、衛兵たちはすぐに確かく認にんをとる。

　扉は思っていたよりもすぐに開いた。

　そのことにナハルはほっと息を吐はき出して、部屋に入る。机に向かっていたカルヴァも珍めずらしく驚いたような顔をして立ち上がった。

「ナハル、どうした？　いったい何が──」

　ナハルはさっと室内に目を通した。部屋にいるのは外交官のモルテのみ。外にいる衛兵には扉を閉めてしまえば声が聞こえることはないだろう。人ひと払ばらいの必要はない。

「リノルアース姫ひめが……！」

　ナハルはまっすぐにカルヴァを見上げて声をあげた。

　こんな真正面からカルヴァを見るのは、初めてかもしれない。今日は初めてのことばかりだ。

「リノルアース姫が、何者かに連れ去られました……！」

　部屋の中に響ひびいたナハルの声にカルヴァもモルテも驚き言葉を失った。普ふ段だんのナハルからは考えられない声量に、部屋の片かた隅すみにいたハヤブサも驚くように羽を広げている。

　ナハルの身体からだは震ふるえていた。先ほどのおそろしい誘拐の瞬しゆん間かんに怯おびえているわけではない。このスフェラ国の王城で、あってはならない悪事が起きたこと、あのやさしい姫を連れ去った犯人への怒いかりが湧わいてくる。

　そして、尊敬する叔父おじに自分がどれだけ信用されているか。それが、ナハルの身体を震えさせていた。

「なんだと……？　どういうことだ」

　低いカルヴァの声に、ナハルの喉のどはきゅっと一いつ瞬しゆん鳴った。

　しかし震える両手を握りしめて、ナハルは自分の見たことをありのまま告げる。

「たった今、東の回かい廊ろうにリノルアース姫がお一人でいたところ、衛兵の姿をした男と、黒衣で身を包んだ者に連れ去られ……僕はそれを、見ました」

　見ただけで、何もできなかった。

　それが悔くやしい。

　ナハルが唇を嚙かみしめていると、カルヴァはすぐに声を上げた。

「姫の騎き士しはどこにいる！　急ぎここまで連れてこい！　衛兵はすぐに配置を確認、門の出入りをチェックしろ！」

　即そく座ざに指示を出すカルヴァに、ナハルは目を丸くした。

「……信じていただけるんですか？」

　子どもの戯たわ言ごとだと思われても仕方ない。目もく撃げき証言だけで証しよう拠こは一つとしてないのだ。

「噓うそをついている者とついていない者の区別はつく」

「ありがとうございます……！」

　ぱっとナハルは表情を明るくする。

　カルヴァが動いてくれるのなら大だい丈じよう夫ぶだ、とナハルは無条件に信じることができる。

「黒衣の男、と言ったな。他に特とく徴ちようは思い出せるか？」

　捜そう索さくするにも手がかりが必要だ。カルヴァが問いかけると、ナハルは必死で自分の記き憶おくを遡さかのぼった。

「それが……頭から布を被かぶっていて、ほとんど顔は見えませんでした。ただ……」

「ただ？」

「手が、白かったんです。リノルアース姫のような──北方の国の人々の肌はだの色でした」

　スフェラ国の人々の肌の色と、ハウゼンランド国の人々の肌の色は大きく違ちがう。だからナハルの目にも印象的に見えたのだろう。

「……そうか、わかった。おまえは部屋に戻もどっていなさい。くれぐれも一人にならないように」

「はい、叔父上」

　ナハルは迎むかえにきたエネロアと共に部屋に戻った。その顔は、ほんの少し、大人びていた。




　レイはそれから少ししてやって来た。姫の部屋にいなかったレイを衛兵たちが捜さがしていたため知らせが届くのが遅おそくなったらしい。

「どういうことですか……！　城の警備はどうなっているんです！」

　レイは普段の冷静さなどどこかへ置いてきてしまったような有様だった。

　今にもカルヴァに摑つかみかかって問い詰つめようとする様に、モルテが慌あわてて間に入る。

「も、申し訳ありません！　ですがこちらとしても予想外でして」

「予想外であろうとなんだろうと、こうも容易たやすく人を連れ去ることができるような警備なのですかと言っているんです！」

　凍いてつく氷の刃やいばのようなレイの形相に、モルテは震えあがっている。

「……確かに、通常より警備は手て薄うすにしていた。バーグラスが何かしら動くかもしれなかったのでね」

「それでなにが予想外ですか……！」

「予想外だとも。こちらは騎士殿どのが姫から片時も離はなれずにいることを前提にしていた」

　カルヴァの視線に、レイは反はん撃げきの言葉を飲み込んだ。

　アドルのそばを離れたのは、レイの失態だ。どんな理由があっても、アドルが連れ去られた今、それは言い訳しようがない。

「……それならばなおさら、こちらにも城の警備を手薄にしていると一言あるべきだったのでは？」

　それを聞かされていれば、どんなことがあっても──どんなに動揺しても、アドルから離れたりはしなかった。

「ご、ごもっともです！　申し訳！　ありませんんんん！」

　モルテは言い訳することもなく、ものすごい勢いでその場で土下座をしてきた。頭を床ゆかに打ち付けたのでは、というくらいの大きい音がする。

　その様子に、レイの頭も少し冷えていく。

　頭に血が上っているような状じよう況きようでは、アドルを助け出せない。

「……状況を説明してください」

　怒りを鎮しずめるように細く息を吐き出したレイに、土下座したままだったモルテはほっとしたように顔を上げた。

「姫が連れ去られたのはほんの三十分から四十分ほど前かと思われます。すぐに城の出入りは制限しましたが、まだ見つかっていないことを考えると城外へ連れ去られたと思ってよいでしょう」

　ナハルの証言や衛兵からの報告をメモした紙を見ながらモルテが淀よどみなく答える。

　カルヴァは頰ほお杖づえをつきながらその話を聞くレイを見つめていた。

「私としては、なぜ姫が一人で回廊にいたのか気になるがね。君と何かあったんだろう？　騎士殿」

「……あったとして、それをお教えする理由はありません」

　アドルとレイの間に起きたことと、アドルの誘ゆう拐かいは関係ない。

　だからレイも話すつもりはない。話すことなんてできるはずがない。

　突とつ然ぜんキスされて、驚おどろいて困こん惑わくして、守るべき主あるじから逃にげてしまいました、などと。騎士としてあるまじき行動だった。

「我われ々われとしては、リノルアース姫は誘拐されていないということにしたいのですが……」

　モルテの申し出に、レイは何も答えない。わずかに眉まゆを寄せ、不快感を露あらわにしていた。

　スフェラ国の事情などこちらには関係ない、今すぐにでも助けに──と言いたいところだが、ここでレイが勝手な行動をとればアドルの試練に影えい響きようが出るかもしれない。

「犯人はおそらくバーグラス卿きようだ。確証はないのでなんとも言えないが──どうであれ、犯人の思い通りにさせるわけにはいかない」

　国こく賓ひんが姿を消したなどということが知れ渡わたれば、当然その責任はカルヴァが負うことになる。

　犯人の狙ねらいはカルヴァの失しつ墜ついだ。

「……アドル様の安全が保証されないのなら、頷うなずけません」

　レイも騎士として譲ゆずれないものがある。

　剣けんを捧ささげた以上、レイが優先するべきはアドルの安全だ。命に代えて守ると誓ちかった、唯ゆい一いつの主なのだから。

　なにより、アドルが連れ去られたのは、レイがそばを離れたからだ。そばにいれば、どんな手を使っても守り抜ぬいた。

「私の駒こまが既すでにバーグラス卿の所有する屋や敷しきを探さぐっているし、首しゆ謀ぼう者しやの追つい跡せきを行っている。すぐに居場所はわかるだろう。もちろん、そのまま護衛につかせる」

「すぐに救出するとは言わないんですね」

　たとえカルヴァが救出する、と言ったところでレイは信用しなかっただろうが。

「どうせならしばし泳がせてから一気に仕留めたい。こんなことをしでかすのだから一個人の仕し業わざとも思えんしな」

　正直にアドルを利用する、と言っているのも、ある意味では誠実なのかもしれない。

　そしてきっと、利用されたとしても、あのお人よしの主は笑って許してしまうのだ。

　多少自分が傷ついたところで、全すべてが丸くおさまるならそれでいいじゃないか、と。そんなアドルだからレイは剣を捧げた。

　レイは目を閉じて呼吸を整える。アドルの安全を最優先に、アドルが望むような方向で。幸い、長い付き合いだからアドルの考えることは手に取るようにわかる。

「できれば、そちらにはリノルアース姫ひめの代わりを用意していただきたいんです、背格好の似た侍じ女じよはおりませんか？」

　一国の王相手に堂々と意見を言っているレイに怯おびえているのだろうか、モルテがおずおずと申し訳なさそうに言い出した。

　つまりは、替かえ玉である。

　スフェラ国の人間では肌の色や髪かみの色が違うので、ハウゼンランド国から連れてきた人間でなければすぐにバレてしまうだろう。

「……それでしたら、ちょうどいい人物がいますよ」

　小さくため息を吐はき出して、レイは心当たりの人物を思い出す。

　今、執しつ務む室は人ひと払ばらいしている。扉とびらの前に張り付いているはずの衛兵たちはカルヴァの指示で別の場所にいるはずだ。

　レイは静かに扉に歩み寄ると、予備動作なく突とつ然ぜん扉を開けた。内側に開いたそれに巻き込まれるように人が転がり込んでくる。

「きゃああああ！」

「うわっ」

　ハウゼンランド国の侍女服を着た亜あ麻ま色いろの髪の少女と、使用人の格好をした黒髪の青年である。

「かくれんぼはそろそろおしまいにしましょうか、リノル様」

　レイは二人を見下ろしてそう告げた。見上げてくる少女の瞳ひとみは、アドルと同じサファイアのような青だ。

「……バレていたのね」

　いじけたように唇くちびるを尖とがらせる少女、ご丁てい寧ねいにバレないように変装していたリノルに、レイが手を差し出す。

「だから姉さんを騙だますなんて無理だって言ったじゃないですか……」

　がっくりと肩かたを落としながら立ち上がった青年は、スフェラ国の国民と言っても違い和わ感かんがない容姿をしている。黒い髪に、浅黒い肌はだ。しかしその正体は、レイの血の繫つながらない弟であるルイ・バウアーだ。

「……リノルアース、姫？」

　突然の姫君の登場に、さすがのカルヴァも驚いているようだった。

　リノルはにっこりと微笑ほほえみ、被かぶっていた鬘かつらを外す。隠かくされていた金きん髪ぱつがふわりと背に落ちた。

　その髪の色はアドルとまったく同じだ。窓から差し込む光を受けて、赤みを帯びた光を纏まとう。

「はじめまして、スフェラ王。兄がお世話になっているようですわね？」

　侍女服のまま、まるでドレスを着ているかのように優ゆう雅がに礼をするリノルの姿に、カルヴァは納なつ得とくせざるを得なかった。もちろん顔もアドルに似ているのだが、仕草がそっくりそのまま、この姫の動きを写し取ったかのようなものなのだと気づいたからだ。

「話はこっそり聞かせていただきました。兄が誘拐されたんでしょう？」

　リノルはふわりと微笑んでいるものの、目がさっぱり笑っていなかった。

「それは、誠に申し訳なく思っております……！」

　モルテがびくびくと怯えながらリノルに頭を下げている。

「謝罪されたところで兄が今すぐ帰ってくるわけではないでしょう？」

　リノルの切り返しに、モルテは真っ青さおになっていた。得意の土下座もリノル相手には披ひ露ろうする暇ひまもなさそうだ。
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「今のところはそちらに協力いたしましょう。誘拐犯を捕とらえたのちは──もちろん、兄の要望は叶かなえていただけるんでしょう？」

　アドルを連れ去ったのがバーグラス卿であるのなら、捕らえたのちはその領地に関する権限は一度白紙に戻もどる。真しん珠じゆの交易に関しても問題なくなるはずだ。

「なるほど、抜け目ないな姫は」

　リノルに念を押されなくても、カルヴァはアドルとの約束は守るつもりだ。

「兄の要望、ね。話に聞くより、君は兄に甘いみたいだ」

　くすりと微笑むカルヴァに、リノルは目を細める。

「弱みでも握にぎったおつもり？」

「美人は怒おこった顔もうつくしいな」

「わたしがうつくしいのは当たり前なので褒ほめ言葉にもなりませんわ」

　リノルは冷たい表情のまま素っ気なく返す。

「兄の居場所はすぐにわかるんでしょう？　護衛にわたしの騎き士しも向かわせてください」

　急に矛ほこ先さきを向けられたルイは、目を丸くした。「えっ」と小さく声を上げるがルイが口を挟はさむ暇は与あたえられなかった。

「なぜ？」

「スフェラ国の人間を純じゆん粋すいに信用できるほど、わたしは兄のようにお人よしではないので」

　リノルの青い瞳は、アドルの瞳と同じ色だ──けれどそれが、今はまるで氷のように冷ややかでぬくもりがない。

　中身は似ていないな、とカルヴァは内心で苦く笑しようした。

「そうですね、ついでにアドルバード王子への招待状を用意していただけないかしら？　お姫様は二人もいらないでしょう？」

　アドルの女装がカルヴァに知られてしまっていて、リノルもこうしてこっそりと隠れている必要がないのなら、アドルは本来の立場に戻ったほうが何かと楽だろう。

「……断る理由もないな。用意しよう」

「思ったよりもバカでないようで助かりますわ」

　にっこりと微笑みながら本心を包み隠さないリノルに、ルイが真っ青になって慌あわてる。

「リ、リノル様！」

「うるさいわよルイ。まさか偉い大だいなスフェラ王は、このくらいで怒るような方じゃないですわよね？」

　嫌いやみがたっぷり含ふくまれていて、ルイはさらに青くなる。同じように慌てだしそうなモルテは、けろりとした顔をしていた。

「大だい丈じよう夫ぶですよ、うちの陛下はこのくらいの罵ば倒とうは慣れっこなのでなんとも思いません」

「モルテ、うるさいぞ。それにしても──噂うわさには聞いていたが想像以上だな。姫のほうが王に向いているのではないかね？」

　カルヴァが意地の悪い笑えみを浮うかべてリノルを見る。リノルはその瞳を見返しながら肩を竦すくめた。

「そうですね、天はわたしにいくつもの才能を与えてくださいましたから？　その気になればすぐにでもハウゼンランドに女王が誕生するでしょうね」

　リノルは自分という人間を十二分に理解しているつもりだ。時には残ざん酷こくな選せん択たくを迫せまられる王という立場において、アドルよりも非情に決断を下すことができるだろう。




「けれど、そうですね──アドルは、わたしより王に向いているんですよ、スフェラ王」




　くすり、とリノルは笑みを零こぼす。

　たとえば一を犠ぎ牲せいにして百を救うか、百を犠牲にして一を救うか──そんな場面でリノルはその時々の状じよう況きようを見てどちらを犠牲にするか決断するだろう。けれどアドルは違ちがう。アドルはきっと、もがきながら百と一のどちらも救う道を見つけ出すだろう。

　そんなものはただの理想論だと笑う人間もいるかもしれない。

　けれど、それがアドルなのだ。

「うちの兄を、あまり甘くみないほうがいいですよ？」

　自分だけではなく、周囲までをも巻き込んで力にして──理想を現実にしてしまう。そんな兄を、リノルはすごいと思う。悔くやしいから本人には絶対に言わないけれど。

　カルヴァとリノルのやりとりを見ながら、レイは腰こしの剣けんに触ふれる。

　ルイがアドルの護衛に行く、という話になぜと声をあげたくなった。頭では理解しているから理性がそれを止めたけれど、心のどこかでどうしてと訴うつたえてくる。

　あの人を守るのは、私の役目なのに、と。

「──わかっていると思うけど、わたしの護衛を続けてもらうからね、レイ」

　レイの様子に気づいていたのだろう。リノルがまっすぐにレイを見つめながら有う無むを言わさぬ声で告げた。

「わかっていますよ」

　わかっていることをわざわざ念押ししなければならないような顔をしているのだろうか、とレイは苦笑いを零した。

　アドルは支柱のようなものだ。失えば、たちまちあちこちが崩くずれ落ちてしまう。

「君たちは本当に彼が大好きなのだね」

　くすくすと笑うカルヴァに、リノルは話はもう終わりだと言わんばかりに扉とびらへ向かう。

「そう思われるのなら、わたしの大事な兄を早く助け出していただきたいものですわね？」

　ちくりと刺ささる嫌みを残して、リノルは踵きびすを返した。

「……陛下、黒衣の男に関して何も言わなくて良いのですか？」

　リノルたちが去り、扉とびらが閉まってしばらくすると、モルテがおずおずと問いかけた。

「黒衣の男はハウゼンランド国の人間の可能性が高い。おおかた、立太子の試練とやらに絡からんでいるのだろうがね」

　しかし、だとすればカルヴァにとってリノルが信用できる人間かどうか判断しなければならない。顔を合わせたばかりの今は、情報が少なすぎる。

「少し様子を見る。姫ひめは可か憐れんな容姿に似合わず、なかなかの策士なようだからね」




　リノルは侍じ女じよ姿のままなので人目を避さけ、用意されている客室へ戻った。

「二人ともわかっていると思うけど、油断しないでよ」

　部屋に入ってすぐ、リノルが警けい戒かいするように告げた。

「……もちろんですけど？」

「ルイ、あんたわかってないでしょ」

　じとりとリノルに睨にらまれて、ルイは「あはは」と笑ってごまかそうとしたが、効果はない。

「アドルの誘ゆう拐かい騒そう動どう、バーグラス卿きようとやらがやったのかもしれないけど──スフェラ王が仕組んだんだとしてもおかしくないんだからね？」

「怖こわいこと言いますね……」

「事実でしょう。現状、こっちはアドルがいないけど、向こうは損なんてしてないのよ？　むしろこの機会に不ふ穏おんな芽を摘つみ取れるかもしれないんだもの」

　リノルアース姫の失しつ踪そうが公おおやけになれば多少なりとも打だ撃げきもあるだろうが、こうして本物のリノルが替かえ玉として存在している以上、スフェラ国側にはなに一つ問題がない。

「スフェラ王みたいな男って、手段を選ばないだろうしね」

「……そうですね」

　否定はできませんね、とレイが静かに呟つぶやく。

　レイの目から見ても、アドルは予想以上にカルヴァと良い関係を築こうとしていたと思う。けれどそれと王としての決断は別のものだろう。

「ルイ、あんたも着替えてきなさい。そしてすぐアドルを迎えに行って」

　わたしも着替えるわ、とリノルは侍女を呼んだ。

「わかりました、着替えたらすぐに発たちます」

　ルイも使用人の姿のままでは何かと不都合だ。騎士服へ着替えるために使用人用の部屋へ戻もどる。

　リノルの金の髪かみは梳とかすだけであっという間に輝かがやきが増した。

「それにしても、リノル様。どうしてこっそりついてきたんです？」

　リノルの変装道具を片づけながらレイが問いかける。

「えー？　だって南国に興味あったし？」

　とぼけるリノルに、レイはごまかされるはずもなく追つい及きゆうする。

「それなら初めからアドル様は女装することもなく、リノル様の付き添そいとしてスフェラ国に来ることができましたよ」

　リノルは無む駄だなことはしない。つまりリノルがこのスフェラ国にいるということは、彼女にとっても予定外だったはずだ。

「……そりゃあ、わたしだってのんびりできたらよかったんだけど」

　ごまかすことは諦あきらめたのか、リノルが深くソファに身を沈しずめてため息を吐はく。

「バカ従兄弟いとこたちのあたりで、ちょっときな臭くさい感じがあってね」

　リノルの言葉に、レイが顔を曇くもらせた。

「だから急きゆう遽きよ潜もぐり込んだのよ。無事に終わるならそれでよかったんだけど」

　こんなことになっちゃったわね、とリノルは肩かたを竦めた。

「……それにしても、アドルと何かあったの？　アドルが誘ゆう拐かいされるような隙すきを見せるなんてらしくないじゃない？」

「そ、れは……」

　珍めずらしくレイが口くち籠ごもると、リノルは目を丸くした。

「え、なにその反応。キスでもされた？　それとも押し倒たおされた？」

「……押し倒されてはいません」

　長い沈ちん黙もくのあとでようやく返ってきた声に、リノルはますます目を大きく見開いた。

「え!?　じゃあキスされたの？」

　そうだとも言えずに、レイは居い心地ごこち悪そうに口を閉じる。

「沈黙は肯こう定ていよ。白状したほうが楽になるんじゃない？」

　リノルなりの「悩なやんでいるのなら相談しろ」という言葉だ。レイはしばらく黙だまり込んだあとで、ゆっくりと口を開いた。

「アドル様と、試練のことで口論になりまして……私はアドル様を子ども扱あつかいしているつもりはなかったんですが」

　目を伏ふせるレイに、リノルは首を傾かしげる。

「それで何がどうなってキスされるのよ？」

　リノルが問いを重ねると、レイの眉み間けんの皺しわが深くなっていく。

「……男に、隙を見せるなと」

「そうね、男は狼おおかみだから隙を見せたらダメ。つまりアドルのことを男として意識してなかったってこと？」

　呆あきれるようなリノルに、レイは食い下がる。

「アドル様は私の主あるじで──」

　男とか女とか、そういうものではなかったはずだ。

　そういうものでは、なくなったはずだった──少なくともレイのなかでは。

「主だろうがなんだろうが男じゃない。……乙女おとめの唇くちびるを勝手に奪うばう所業は許すまじ、だけど」

　そこはお説教ね、と笑うリノルに、レイはますます居心地が悪くなる。女の子扱い、というものは幼い頃ころから苦手で、どうにも落ち着かなくなるのだ。

「乙女って、誰だれのことを言っているんですか……」

「あなた以外に誰がいるのよ。自分が十七歳の女の子だってこと忘れてるんじゃないでしょうね？」

　忘れているわけではない。

　ただ、自分がそういう枠わくに入る存在なのだと思ったことがないだけだ。

「私は騎き士しです」

「騎士で、十七歳の女の子よ」

　リノルのはっきりと言い聞かせてくる声に、レイは困ったように笑った。

　騎士であること。少女であること。それは両立しないことだとレイは思っている。

「女の子の私は、二年前に死にました」

　二年前──剣けんの誓ちかいをたてたとき。

　断れないだろうという公こう爵しやく家からの縁えん談だんから逃のがれたかった。逃れなければ、レイは剣を握にぎることができなくなり、アドルやリノルと一いつ緒しよにいることも叶かなわなくなる。ごく普ふ通つうの貴族の女性として、夫を支える妻にならなければいけなくなる。

　一緒にいたかった。どんな形であっても、そばを離はなれたくなかった。

　だからレイは、女である自分を殺して騎士として生きることに決めた。

　この恋こいを、葬ほうむり去ろうと思った。

「死んでないわよ、今だってあなたの胸の奥にいる」

　リノルの白い指が、レイの胸をつく。

「だって本当に死んでしまったなら、キスされようが何されようが、守るべき主を一人になんてしないはずでしょ」

　その細い指が、まるでナイフのようにレイの胸を刺してえぐる。

　唇が重なった、あの瞬しゆん間かん。

　確かにただの少女であるレイは目覚めてしまったのかもしれない。おとぎ話のなかで、王子様のキスで目覚めるお姫ひめ様さまみたいに。

　殺せなかった恋心が、死にたくないのだと叫さけんでいた。

「正直になりなさい？　レイ・バウアー」
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　バーグラス卿きようが去ってしばらくすると、夕食が運ばれてきた。

　白いパンに、野菜を煮に込こんだあたたかなスープ、一口大に切られた南国の果物が並んでいる。

　囚しゆう人じんのような扱いでも受けるのだろうかと思ったが、そうではないらしい。豪ごう華かな食しよく卓たくとまではいかないものの、十分な食事だ。武器にでもされたら困るからだろうか、ナイフやフォークを使わないメニューにしている。

　アドルを殺すつもりなら、とっくに殺しているはずだ。そのつもりなら、殺すことはいつでもできたはず。

（……毒は盛られてないと思うけど、睡すい眠みん薬やくくらいは入っているかもしれないよな）

　姫に大人しくしていてほしいのなら、そのくらいの薬は盛られているかもしれない。

　鼠ねずみでもいるなら毒味を頼たのむところだが、そんな気配はさっぱりない清潔な部屋だ。お姫様待たい遇ぐうもなかなか困る。

　果物には何も仕込めないだろうと、それだけ食べることにした。甘くさっぱりした口当たりで美味おいしい。ハウゼンランド国にはない果物だ。

　パンとスープには手をつけず、そのまま置いておく。育ち盛りの腹は空腹を訴うつたえてきているが、万が一眠ねむり込んだら朝になってしまう。

（さて、やるか）

　深呼吸すると、アドルは扉とびらの向こうへ声をかけた。

「……申し訳ありません、どなたかいらっしゃいませんか」

　見張りがいることはわかっているが、それでも箱入りのお姫様らしく、か細い声を出す。

「……何か御ご用ようでしょうか」

　わずかに人が動く気配がしたあとで、男の声がする。

「何か身体からだを拭ふくものと、お湯をいただけないでしょうか……？　こちらは暑くて、その、汗あせをかいてしまったので……」

　恥はずかしそうな様子が声だけでも伝わる名演技だった。不潔なままでは落ち着かない、というのは年頃の姫ひめ君ぎみとしては十分にありえる要求のはずだ。

「……少々お待ちください」

　しばし悩むような時間のあとで、見張りの男は答えた。

　見張りの態度も、丁てい寧ねいなものである。粗そ雑ざつに扱われずに済んでいるのはやはりお姫様だからだろうか。

　それほど待たずに、部屋の鍵かぎが開く音がした。湯の入った大きめの盥たらいを持った男と、扉を開ける男の二人が入ってくる。

「どうぞ」

「ありがとうございます」

　男はテーブルの上の、ほぼ手つかずのまま残った食事に気づいたようだった。男がわずかに眉まゆを寄せたので、アドルは申し訳なさそうに目を伏ふせる。

「……ごめんなさい、あまり食しよく欲よくがなくて」

　本当はあれじゃ足りないくらいだが、お姫様としてはこの状じよう況きようで綺き麗れいに平らげるほうが違い和わ感かんがあるだろう。

「いえ……もし食べられるようなら、もう少し果物をお持ちしましょうか？」

　果物だけはなくなっていることに気づいたのだろう、男が気を利きかせて問いかけてくる。

　バーグラス卿にとっては、リノルアース姫は秘密を知ってしまった邪じや魔まな存在のはずだ。

　国こく賓ひんを殺すわけにもいかずに持て余しているのかもしれない、と思ったのだが──やはり扱あつかいが丁てい重ちようすぎる。

（誘ゆう拐かいなんて初めてだけどさ、こんなもんなのかな……？）

　内心で首を傾かしげ、アドルは困こん惑わくを滲にじませつつも微笑ほほえみながら答える。

「……いえ、大だい丈じよう夫ぶです。ありがとう」

　すると男は頰ほおを染めながらも食事のトレイを持ち上げた。

「食欲が戻もどったら、なんでもお申し付けください」

　その様子に、アドルはようやく合点がいった。

（この待遇はもしかして、お姫様だからか……!?　美少女だからか!?）

　アドルとしては、リノルのことは可愛かわいらしいと思うが、自分と同じ顔である。そこまで美少女なんだと意識したことはなかった。

　アドルは同じ顔でも、もてはやされることがなかったからだ。

（性別の違ちがいってすごいな……）

　微笑み一つでこれか、とアドルは感心する。

　見張りの一人が食事を片付ける。今なら見張りは一人だ。

　扉は再び閉められて鍵がかけられるが、それでは困る。

「あの、すみません……少し手を貸していただけませんか」

　困ったような、弱々しい声だ。アドルも我われながらよくやるもんだと褒ほめてやりたい。

「何か？」

「……その、コルセットが、一人では緩ゆるめられないので……」

　お姫様の服というものは、基本的に一人で脱ぬぎ着できるようになっていない。

　コルセットの紐ひもも背中にあり、誰だれかの手を借りなければならないように出来ているのだ。

（つくづくお姫様はたいへんだよなぁ……）

　だが、それを利用しない手はない。

　その名も、必殺・色いろ仕じ掛かけである。

　アドルも男だ。色仕掛けがどんな効果を出すか嫌いやというほどわかる。たいへんな美少女であるリノルアース姫がはだけた姿はどんな野や郎ろうも見てみたいと思うだろう。

　……残念ながら今のリノルアース姫の中身は男だが！

　アドルの予想通り、扉は開いた。

　男は照れ臭くさそうなしまりのない顔を隠かくしきれていない。

「ごめんなさい」

　アドルは申し訳なさそうに謝りながら、男に歩み寄る。アドルの噓うそを信じ切っている男には、警けい戒かいしている様子は欠片かけらもない。

　にっこりと微笑んでから、アドルは無防備な男の顎あごに向かって拳こぶしを振ふり上げた。

　顎は急所の一つだ、というのは護身術の稽けい古こで散々教わったことだ。

「うぐっ」

　拳は狙ねらい通りに顎に命中し、不意をつかれた男は呻うめいて膝ひざをついた。かなりうまく入ったので軽い脳のう震しん盪とうを起こしているかもしれない。

　アドルは手早くシーツを引き剝はがすと、それで男をぐるぐると巻いて拘こう束そくしておいた。

「よし！」

　部屋から出ると、やはりここは半地下のようですぐに地上へつながる階段が見えた。

「姫ひめ!?」

（くっそ！　タイミング悪いな！）

　もう一人の見張りが戻ってきてしまったのだ。部屋から出ているリノルアース姫に驚おどろいている。

「た、助けてください！　あの人が……！」

　アドルは泣きつくようにして男にしがみついた。アドルのことをか弱い姫君だと思い込んでいる男は、まさか見張りを殴なぐり倒たおして逃にげ出したなんて思ってもいないだろう。

　涙なみだを浮うかべて訴えられたら見張りの男に襲おそわれたと言われても信じてしまうに違いない。

「何が……ぐっ！」

　油断したところでアドルは男の股こ間かんを思い切り蹴けり上げる。

　男は悶もん絶ぜつしてその場に蹲うずくまった。

（ごめんなー……）

　アドルは申し訳なさそうな顔をしながら男の首の後ろを短たん剣けんの柄つかで殴る。気を失ったのを確かく認にんして、階段を駆かけ上った。

「ここ、やっぱり視察で来た屋や敷しきか……？」

　階段を上った先の廊ろう下かは、見覚えがあった。壁かべに飾かざられている絵も同じだ。

「……ってことは、やっぱりバーグラス卿きようが首しゆ謀ぼう者しやなんだよな」

　他ほかに協力者がいるというわけではないのだろうか。

（いるなら、もっと別の場所に閉じ込めるよなぁ）

　リノルアース姫が一度訪おとずれた場所、しかも犯人は自分だと言っているような場所に連れてくるはずがない。

　アドルはひとまず目についた部屋に入る。閉じ込められていた部屋は玄げん関かんホールからは遠く、入った部屋も応接間の類たぐいではなかった。

「着替えは……よし、あるな」

　クロゼットを開けると、運良く男物の服があった。トラウザーズはドレスの下にも隠れるのでそのまま穿はいて、シャツなどはシーツらしき布に包む。

　準備を終えると、アドルは部屋の外の様子を窺うかがった。

　正面玄関から逃げるなんてバカな真似まねはしない。幸いにして一度は来たことのある場所だ、廏うまやの位置も覚えている。できれば最短距きよ離りで移動したい。

「真しん珠じゆ、あいつの部屋にあるんだよな」

　バーグラス卿が去り際ぎわに言っていたことを思い出す。

　もしかしたら真珠と一いつ緒しよにオークションの招待客リストがあるかもしれない。

　こっそり売りさばいているのだから、買う側もカルヴァにとっては興味深い名前が並んでいるのだろう。

　見張りの二人を無力化できたので、リノルアース姫の脱だつ走そうは次の見張りとの交代までは判明しないはずだ。

　バーグラス卿が留守の今がチャンスとみて間違いない。

　足音を立てないように部屋を出て、バーグラス卿の部屋を探す。一階は応接間などが多いので二階だろうと目星をつけて階段を上った。

　二階の奥の部屋を見つけると、ゆっくりと扉とびらを開ける。

「当たりっぽい！」

　おそらく書しよ斎さいだろう。部屋の中には埃ほこり一つなく、大きな机の上には何枚かの書類や本が積まれている。

「まっさか机の上にぽーんと置いているわけ……ないよな」

　無造作に置かれた書類にさっと目を通して目的のものがないことを確認する。引き出しを開けてみるが、やはり見当たらない。

「……リストは本人が持っているのかもなぁ」

　そうだとすれば、いくら捜したところで見つかるはずもない。

（それなら真珠だけでも見つかるといいんだけど、金庫っぽいものはないし……ん？）

　下段の引き出しを開けてみて、アドルは違い和わ感かんを覚えた。

「これ、もしかして二重底なんじゃ……」

　中身を取り出して、底の板を外す。




　──そこには袋ふくろがあった。




　まさか、と思う。

　だってまさか、こんなところに隠すだろうか。鍵かぎもかからないような場所に。

　紐で結ばれた袋を、そっと開けると、中にはぎっしりと真珠が入っていた。

「不用心だなおい！」

　リストは無理そうだが、真珠が手に入ったのは収しゆう穫かくだ。

　アドルはにやりと悪い笑えみを浮かべると、真珠を取り出して引き出しの中身を元に戻した。

「おい！　リノルアース姫が逃げたぞ！」

「まだ屋敷の中にいるはずだ、探せ！」

　屋敷の中が騒さわがしい。アドルが逃げ出したことがもう知られてしまったようだ。

「それじゃ、逃げますか！」

　ドレスをたくしあげると、アドルは窓まど枠わくに足をかける。この非常事態だ、お上品になんて言っている場合ではない。

　窓の外にはちょうどよく樹の枝がある。そしてそのすぐ近くは廏だ。実に運がいい。真珠を荷物の中に入れると、落とさないようにしっかりと腰こしに巻きつける。

　二階ならそれほどの高さはない。窓から枝に飛び移ると、ドレスが風に揺ゆれた。

　そのままくるりと回るようにして地上へ降りる。少しドレスが破けてしまった。侍じ女じよたちの怒おこる姿が目に浮かんだが……気がつかなかったことにしよう！

（別に怒られるのが怖こわいわけじゃないからな……！）

　姫が馬に乗って逃げると思っていないのか、それとも総出で屋敷の中を探し回っているのか。ありがたいことに廏には人ひと影かげがなかった。

「誘ゆう拐かい犯に遠えん慮りよはいらないよな」

　さすがバーグラス卿。馬もなかなかいいのがいる。

　その中で葦あし毛げの馬を一頭拝借することにした。ドレス姿のまま、アドルは器用に馬に乗る。

　華はなやかなドレスは、月夜でもさぞ目立つことだろう。追いかけてくるのなら、それを目印にするに違ちがいない。

「うまく騙だまされてくれよ」

　アドルはにやりと笑みを浮かべて、全速力で馬を走らせる。

　騙すことは得意じゃないが、このくらいの小細工はアドルでも思いつく。ドレスを目印にした追っ手は、その目印がなくなったら混乱するはずだ。

　一度はやって来たことのある場所とはいえ、前回は行きも帰りも馬車のなかだ。正確な道を覚えているわけではない。

（……無事に戻もどるためには、協力者がいる）

　しばらく馬を走らせると、鬱うつ蒼そうとした林に入った。追っ手の気配がないことを確認すると、アドルは馬から降りて着き替がえ始める。

「コルセットは……仕方ない、壊こわすか」

　持っていた短剣でコルセットを裂さくと、締しめ付けられていた胸が楽になる。ぽろぽろと落ちる胸の詰つめ物も忘れずに回収しておいた。

　コルセットもアドル専用にわざわざ作ったものだが、城に戻ればまだ予備がある。

「あーコルセットがなくなると呼吸が楽だな！」

　屋敷から盗ぬすんできたシャツを着ると、脱ぬいだドレスやコルセットの残ざん骸がい、そして外した鬘かつらをシーツに包み一つにまとめる。痕こん跡せきを残すようなヘマはしない。

「よし、これでどこからどう見てもリノルアース姫ではないだろ」

　少し癖くせのある金の髪かみは本来の少年らしい短さだ。鬘のなかに押し込めていた反動か、あちこちがいつにもまして撥はねている。

　シャツやトラウザーズは少し大きいのが難点だがまくってしまえば問題ない。王子様とはいかないものの、スフェラ国にやって来た異国の貴族のお付きの少年、くらいには見えるのではないだろうか。

　だが問題は、そんな異国の少年が一人で夜に出歩いていることへの不自然さである。

「そんでもって一文無しだしなぁ……」

　はぁ、とため息を吐はきながらアドルはその場に腰を下ろした。短たん剣けんをぶらぶらと弄もてあそんで、どうしたものかと天を仰あおぐ。

「リノルアース姫ひめがいなくなって、あっちがどういう対処をしているかわからないし、身分を証明できない以上真正面から城に入ることはできない……あーもー、俺頭使うの苦手なんだけどなぁ」

　ぶつぶつと呟つぶやきながらアドルは現状を把は握あくしていく。

　アドルには連れん絡らく手段がないので、城にいるカルヴァやレイにこちらの様子を伝えることもできない。

　誰だれが味方で、誰が敵か。

　バーグラス卿はどう考えても敵だ。再び捕つかまればきっと二度と逃にげ出すチャンスはない。

「やっぱり協力者がほしいな」

　そしてアドルには、協力してくれそうな人間に心当たりがあった。

　するりと短剣を鞘さやから抜ぬいて、その刃はの具合を確かめる。きらりと月明かりを反射する刃にはアドルの瞳ひとみが映っていた。

　ぺろりと唇くちびるを舐なめたあとで、アドルは自分の背後の樹に向かって短剣を投げた。

　もしこの場に誰かがいたとして、視線一つ動かさぬアドルの動きを予想できた者はいなかっただろう。

　小さな短剣は吸い込まれるように太い幹に刺ささる。衝しよう撃げきでぱらぱらと葉が何枚か落ちていくのを、アドルは振ふり返りながら見つめていた。

「案内してくれよ、あんたなら簡単だろ？」

　アドルが見上げた先にいたのは、闇やみに紛まぎれるような黒衣の男だった。男の脇わき腹ばらのすぐ横に、アドルが先ほど投げた短剣が刺さっている。

　アドルと目が合うと、男は驚おどろいたように瞬またたきをする。

（短剣の扱あつかいは得意なんだよ）

　これでも一国の王子だ。アドルとて自衛の手段を身につけている。体術も剣術も、稽けい古こは欠かしたことがない。

　しかし体格差はなかなか補えるものではなく、どうやっても小こ柄がらなアドルは不利になる。それをどうにかしようと、短剣やナイフの扱いを猛もう特とつ訓くんして、今では特技と言えるほどになった。

　男は小さく息を吐き出すとすぐに無表情になった。樹に刺さったままの短剣を引き抜くと、音もなく高い樹の枝から降り立つ。

「……気づいていらっしゃるとは思いませんでした」

「気配もなくずっとついてきて攻こう撃げきもしてこない奴やつなんて、怪あやしすぎて気づかないわけないだろ」

　男が差し出してきた短剣を受け取りながら、刃の具合を確かめた。思い切り投げたが問題なさそうだ。

「バーグラス卿きようの屋や敷しきを出てからずっと、俺にくっついていたろ？」

　アドルは屋敷を出て馬を走らせてすぐ、自分を追う存在に気づいた。しかし一向に捕とらえようともしないし、敵意もない。こうしてアドルが立ち止まって無防備な状態でもただ見守っているだけ。

　だからアドルは、カルヴァの手て駒ごまだと判断した。おそらくアドルを探し、そして見つけたあとは見守るための。

　男は答えなかった。

　アドルはため息を吐き出しながら短剣を鞘にしまう。

「別にさ、俺を助けるつもりがなかったのは気にしてないから。そっちにはそっちの事情があるだろうし」

　男はまた驚いたような顔をする。一いつ瞬しゆんの変化なので気づかない人間のほうが多いのだろう。

　だがアドルは見み逃のがさなかった。

「俺のこと見ても驚かないってことは、知っているんだよな」

「……そのお姿が本来のものなのは、存じ上げております」

　はっきりとアドルバードだと言わないのはこちらを気き遣づかってくれているのだろうか。盗み聞きするような人間もいないと思うのだが、生き真ま面じ目めそうなその態度にアドルは相好を崩くずす。

「ならよかった。ただ顔に出てないだけかと思った」

　じゃあ自己紹しよう介かいはいらないかな、と笑う。

「あんたの名前は？」

「……名前など知る必要はないかと思いますが」

「あんたらみたいなのって秘密主義だよな。……そういうこと言うとクロって呼ぶぞ」

　黒い服だからクロ。髪も黒いしぴったりだ。

「かまいません、お好きなように呼んでいただければ」

　冗じよう談だんのつもりだったのだが、それでもいいらしい。

　短時間とはいえ共に行動する相手だ。おまえやあんたと呼び続けるのもさみしい。あだ名だと思えばクロというのも悪くないだろう。

「よし、それじゃあよろしくな、クロ」

　邪じや気きのないアドルの笑え顔がおに、クロはぎこちなく笑った。

（なんだ、笑えるんじゃないか）

　陰かげで動くことの多い者は無表情であることのほうが多いが、クロはわりと感情の変化がわかりやすい。

　それで、とアドルはクロをまっすぐに見る。

「情報が欲しいんだ。話せる範はん囲いで教えて欲しい」

　その瞳に気圧されるように、クロは頷うなずいた。

「城は今どうなっている？」

「……リノルアース姫の誘ゆう拐かいは秘ひ密みつ裏りに解決する方向で動いています。ご本人がいらっしゃるので、替かえ玉の必要はありませんし」

「……んん？」

　今、聞き捨てならないことを言っていた気がする。

「まて、今なんて言った？」

「リノルアース姫の誘拐は」

　律りち儀ぎに最初から繰くり返そうとするので慌あわてて遮さえぎる。

「いやそのあと」

「……ご本人がいらっしゃるので……ご存じなかったんですか？」

　アドルの様子で気づいたのだろう、クロの控ひかえめな問いかけに、アドルは声を荒あららげた。

「ご本人ってあのご本人だよな!?　うちの妹だよな!?」

「王子と同じ顔をした人間が他ほかにいないのなら、ご本人かと」

　それなら間ま違ちがいないあのリノルアースだ、とアドルは叫さけぶ。

「あいつ何やってんだ!?」

　がしがしと頭を搔かきながらアドルは唸うなる。誘拐されている間にとんでもないことになっているじゃないか！

「……つまり、リノルアース姫はそもそも誘拐されてないって状態？」

「偽にせ者ものだと知られると王子が危険なので、姫は体調を崩して臥ふせっている……ということになっています」

「なるほど、そうすりゃバーグラス卿は姫がいないことをごまかしているって思うわけだ」

　その間にカルヴァはバーグラス卿の悪事を暴あばくつもりだったのだろう。

　はー、とアドルは長く息を吐き出したあとで、ドレスや鬘かつらを包んでまとめているシーツを持ち上げた。

「俺からも一つ報告がある」

　中から真しん珠じゆの入った袋ふくろを取り出した。手のひらに載のるほどの大きさの袋だ。

「これ、バーグラス卿が裏で売り捌さばこうとしていた真珠」

「なっ……」

　クロが驚いて声を上げる。アドルは平然として袋を持ち上げた。

「本当は顧こ客きやくのリストを捜したんだけど見つからなかったんだよな。これ、向こうに伝えることはできる？」

　できるだけ早くカルヴァには伝えておきたい事案だ。アドルは連れん絡らく手段が無いのでクロを頼たよるしかない。

「もちろんです」

「俺の脱だつ走そうのことを報告するときに一いつ緒しよに伝えられたらよかったんだろうけどなぁ」

　しっかりと頷いたクロに感謝しつつ、アドルが零こぼすと、クロはまたわずかに目を見開いた。顔に出る人だな、とアドルは思う。

「……王子」

「なに」

　首を傾かしげるアドルを見定めるようにクロが見つめた。

「それも、気づいていらっしゃったんですか？」

　正直な問いかけに、アドルはくすりと笑う。

「クロの他にもう一人いたってこと？　気づいていたよ最初から」

　けろりとした顔でアドルは答えた。

　アドルがバーグラス卿の屋敷から抜ぬけ出した直後から、追いかけてくる気配があった。巧こう妙みように気配を殺したそれは、二人いた。

「途と中ちゆうからクロだけになったから、もう一人はカルヴァのとこへ報告に向かったんだろ？　違う？」

　護衛にしろ監かん視しにしろ、その対象から離はなれる理由は多くない。予想外のことが起きたので報告しなければならないというのはその理由のうちの一つになるだろう。

「いえ、まさしくそうです」

「なら良かった。んー……少し話し込みすぎたかな」

　周囲を囲む不ふ穏おんな気配に、アドルは苦く笑しようする。

「そうですね。……武器は足りていますか？」

「持っているのは短たん剣けんとナイフだけ。ま、なんとかなるだろ」

　楽観的なアドルの返答に、クロは疑わしげに一いち瞥べつした。

　アドルの華か麗れいな脱走劇を見ていたはずだが、腕うでっ節は信用できないらしい。

（これでも俺だって剣けんの稽けい古こは欠かさずやってんだよ）

　アドルは足元の石ころをいくつか拾い上げると、クロに目で合図する。ゆっくりと頷いたのを確かく認にんして、ちょうど月が雲に隠かくれたタイミングを狙ねらって石ころを投げた。

「ぐっ」

「よし命中！」

　暗くら闇やみから小さな唸り声が聞こえたことに満足して、アドルは短剣を鞘さやから抜く。

　得意気にアドルが笑った瞬しゆん間かん、息を潜ひそめていた男たちは暗闇から飛び出してきた。

　ご丁てい寧ねいに全員が頭に布を巻いて顔を隠している。人数は五人。クロには大見得切ったところだが、なかなか厳しい。

「危険そうだったら隠れていてください」

　アドルは襲おそいかかってくる男に短剣で応戦する。クロは余よ裕ゆうある声でそう言いながら、男を一人斬きり伏せていた。

「女顔のチビだからってなめるなよ！」

　力比べでは敵かなうはずもない。アドルは剣を受け止めながら身体からだを屈かがめた。バランスを崩した男が倒たおれ込んでくるのをかわして、腕を斬る。

　小こ柄がらなアドルは、その体格に合わせた戦い方を身につけてきた。

　アドルへと向かってくる男の足にナイフを投げる。残っているのは三人、うち一人はクロとやりあっている。男は足にナイフが刺ささってもなお戦意喪そう失しつした様子はない。アドルに襲いかかるのは依い然ぜん二人だ。

（そりゃ俺が狙いなんだろうけどさ……！）

　アドルにとっては初めての実戦だ。額から嫌いやな汗あせが流れ落ちた。

　もう一本のナイフを、再び足を狙って投げた。大だい腿たいに命中して、男が一人速度を落とす。

「アドルバード様！」

　わずかな一いつ瞬しゆんの隙すきを狙ってもう一人を無力化しようとアドルが身構えたときだった。闇夜を切り裂さくようにアドルを呼ぶ声がこだまする。

　馬の蹄ひづめの音が迫せまり、アドルがその音に気づいたときには馬上の人がアドルに襲いかかる男を斬っていた。

　雲が流れて、月が再び顔を出す。月明かりに照らされ、アドルは見上げながらその人の名前を呟つぶやいた。

「……ルイ」

　アドルの様子を確認して、ルイがほっと息を吐はき出した。

「お怪け我がは……ないみたいですね」

「なんでおまえがスフェラ国に……って聞くまでもなかったな。リノルが来ているなら、おまえも当然いるか」

　馬から下りてルイは苦笑した。

「もちろん。リノル様を一人で暴走させるわけにはいきませんから」

　名前を呼ばれた一瞬、まさかそんなはずはないとわかっていながらレイが来てくれたのかと思ってしまった。

　だってレイは、アドルの騎き士しだから。

（守られるだけじゃ嫌だなんて思いながら、来てくれると当たり前に思っているんだから矛む盾じゆんしている……いや、違うな）

　会いたかったのだ、レイに。

　会いたくてたまらなかったから、もしかして来てくれたのだろうかなんて夢見てしまったのだ。

「不ふ貞て腐くされないでくださいよ。姉さんだって本当は迎むかえに行こうとしたんですからね」

　ルイは荷物から縄なわを取り出して、斬り伏せた男たちを拘こう束そくし始める。手伝おうかと近寄ると危ないから離れていろと手て振ぶりで断られた。

「……俺は何も言ってないけど」

　憮ぶ然ぜんとした顔で言い返すと、ルイは笑った。

「顔に出ていますよ。なんで姉さんじゃなかったんだって」

　手に取るようにわかる、と言いたげなルイにアドルはますます不貞腐れた。単純だと言われているようで気分はよくない。

　男たちを縛しばり上げた縄をクロに渡わたすと、ルイは上着の懐ふところから一通の手紙らしきものを取り出した。

「リノル様から預かってきました、アドルバード王子宛あての招待状です」

「は？　招待状？」

　ルイが差し出した招待状を受け取ると、確かに宛あて名なはアドルバード王子だ。

　どうして？　と不思議そうな顔をしているアドルに、ルイがおかしそうに笑う。

「だって、本人が今も城にいるんだから、リノルアース姫ひめとして戻もどるわけにはいかないでしょう？」

「ああ、なるほど……ってことはすぐ城に戻れるのか？」

「無理じゃないですか？　さすがにそんな格好じゃ誰だれも王子だなんて信じてくれませんよ」

　そう言われてアドルは自分の姿を見下ろした。明らかに大きいシャツとトラウザーズは不ぶ恰かつ好こうだし、靴くつは女物のままだ。

　一国の王子というにはあまりにも滑こつ稽けいな姿である。

「俺もアドル様の捜そう索さくに加わるつもりだったんですが、途中で城へ報告に向かう人を見つけまして。それで急いで来たんですよ？　間に合ってよかったです」

　ルイもアドルのようにクロの仲間を捕つかまえたらしい。

　通常、彼らのような人間は見つけることすら難しいと思うのだが、それをごく当たり前のように見つけてしまうあたりがレイの弟だなと思う。

「城から駆かけつけたにしちゃ早すぎるなと思ったよ」

　城からバーグラス卿きようの屋や敷しきまでは馬車で数時間かかった。アドルが屋敷から逃とう走そうしてまだ小一時間ほどだ。

　クロが拘束した男も含ふくめて、一か所にまとめた。

　男たちが頭に巻いている布が乱れて、髪かみが零こぼれていた。その髪の色は──。

「……っ！」

　アドルはその色を目にすると一瞬呼吸を忘れた。すかさず歩み寄って男の頭から布を取り去ると、月光に照らし出されて男の顔が露あらわになった。

「……バーグラス卿からの追っ手だと思ったけど、違ったみたいだ」

　布の下に隠されていたのは、白い肌はだと亜あ麻ま色いろの髪。スフェラ国の人間にはない色しき彩さいだった。

　ルイが続けて他ほかの男たちの布も取ったが、一人として南国の人間の特とく徴ちようはない。むしろハウゼンランド国のような北国でよく見かける容姿だ。

「誰の差し金だ？」

　ルイが剣を引き抜ぬき首元へ突つきつける。目を逸そらし口を噤つぐむ者、ルイを睨にらみつけながら唇くちびるを嚙かみしめる者、反応はそれぞれだが今この場で簡単に口を割ろうとする者はいない。

「おまえら、オイレンベルク公こう爵しやく派の人間か？」

　オイレンベルク公爵──ハーラントやノルベルトの父であり、ハーラントを王位につけようと望む人物である。ハウゼンランド国からわざわざアドルの試練を妨ぼう害がいしようとしてくるとしたら、その一派の人間しかありえない。

　アドルは苦々しい顔で、男たちを見下ろした。

「──巻き込んだのは俺の方だったかもしれないな」

　カルヴァは未いまだ国内の反対勢力に手を焼いていたわけだが、アドルを利用することで問題は進展、あるいは解決するはずだった。

　アドルは王になるため、周囲に認められるためにこうして試練としてスフェラ国にやってきたわけだが、ハーラントを推おす一派にとっては喜ばしくないはず。

　スフェラ国に北国の人間がいて、その人間たちがアドルを襲うなんて偶ぐう然ぜんが起きるとは考えられない。

　どこから関かん与よしていたのかわからないが、少なくともバーグラス卿と会話していたあの男も、この男たちのなかの誰かなのだろう。

「それはお互たがい様でしょう」

　声を落とすアドルに、ルイがきっぱりと言い切る。

　それはまるでアドルは悪くないのだと言ってくれているようで、アドルはほんの少し慰なぐさめられた。
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　スフェラ国にやってきて六日目の朝。

　アドルが昨日の午後に連れ去られてから、リノルはずっと部屋に籠こもりきりだ。体調が悪いのだということにしているので、昨夜ゆうべは晩ばん餐さんの席にも姿を見せていない。

「リノルアース姫は体調を崩くずされて臥ふせっていらっしゃるそうですよ」

「まぁ、おかわいそうに……」

　スフェラ国の女によ官かんたちはそんな風に言っていたが、もちろん体調不良などではなく本人はのんびりとくつろいでいた。

　リノルとしては退たい屈くつなので時間の許す限り爪つめや髪の手入れをしている。時間がかかって面めん倒どうなケアはこういうときにするのが一番だ。

　だというのに、朝早くからカルヴァに呼び出された。朝食もまだという時間だ。

　リノルは欠伸あくびを嚙み殺しながらドレスに着き替がえて、人ひと払ばらいされた部屋へとやってきた。

「いくらなんでも、こんな時間に呼び出すのは非常識ではありませんこと？」

　不ふ機き嫌げんを隠かくすつもりもないリノルは、ソファに腰こしを下ろして腕うでを組んでいる。そんなリノルにカルヴァは気分を害したような様子もなく、向かいのソファに座る。レイの目には二人の間に静かな火花が散っているように見えた。

「すまない。これでも非常事態だったのでね、夜中に呼ばなかっただけでも良かったと思ってほしいくらいだ」

　非常事態、という不ふ穏おんな言葉にレイは顔色を変える。この状じよう況きよう下での非常事態というのは、アドルに何かあったのだと考えるのが自然だ。

「アドル様に何が……っ」

　顔を真っ青さおにしながらも摑つかみかかる勢いのレイに、カルヴァはなだめるように笑う。

「落ち着きたまえ、騎き士し殿どの。君たちにとっては朗報だ。……王子が自力で誘ゆう拐かいされた……バーグラス卿の屋敷から逃にげ出したらしい」

「あら」

　リノルは大きな目を何度か瞬またたいて、きょとんとした顔をする。さほど驚おどろいた様子のないリノルに、カルヴァは苦く笑しようした。

「……その様子だと、姫はこうなることを予想していたようだね？」

「あんな見た目でも箱入りのお姫様じゃないんですから、大人しく捕まっているわけはないと思っていましたけど？」

　悪びれなく告げるリノルに、カルヴァはため息を吐はき出す。カルヴァとしても、アドルが見た目以上に男らしい思考をしていると考えなかったのが問題だったのだろう。

「予定が狂くるってしまったが、そう悪いことばかりでもなさそうだ」

　だからこそ反応に困る、と言いたげなカルヴァに、リノルは興味深げに目を輝かがやかせた。

「うちの兄が何をやったんです？」

　何かしでかすことも想定していたのではないかと思わせる目に、カルヴァはもはや何も言わなかった。

「バーグラス卿の屋敷から、裏で売り捌さばく予定だった真しん珠じゆを盗ぬすみ出してきたらしい」

「あら、王子をやめて盗とう賊ぞくにでもなるつもりかしら」

　びっくりするほど似合わないわね、とリノルは笑いながら冗じよう談だんめかして言う。

「だから言ったじゃありませんか。うちの兄をあまり甘くみないほうがいいですよ、と」

　予想外の──それもこちらの予想を上回ることをしでかすのがアドルだ。リノルがどんなに綿密に立てた計画も、アドルのふとした思いつきで思わぬ方向へ好転することは今までにもあった。

「甘くみているつもりはなかったのだが……結果的にそうだったんだろうな」

　いかんせん、見た目が美少女なので普ふ通つうの男の枠わくに入れていなかったのだろう。

　これはこれでいい勉強になったとカルヴァは前向きに考えることにした。

「……アドル様は、今どこに？」

　無言を貫つらぬいていたレイが、躊躇ためらいがちに口を開いた。

「既すでに城下に着いているようだ。さすがにそのまま城へ入るわけにもいくまい」

「今すぐ迎むかえに──」

　カルヴァの返答を聞くや否いなや、レイはすぐにでもというように動きかける。

「レーイ？　わたしの騎士であるあなたが城外に出たら、それこそ怪あやしまれるじゃないの。なんのためにルイを迎えにやったと思っているの？」

　リノルのやんわりとした、しかし否と言わせない声に、レイは反論できなかった。

　ルイの剣けんの腕を信用していないわけじゃない。ただ、アドルのそばにいられない現状が、驚くほど落ち着かないだけだ。

　きっと、アドルが笑って大だい丈じよう夫ぶだよと言ってくれるだけで、レイのなかの不安や焦しよう燥そうは簡単に消え失うせるのに。

「わたしは予定通り、まだ体調不良ということで部屋に籠こもっていればいいのでしょう？」

「そうだな、こうなるとバーグラス卿きようも大きく動くのは近々予定している夜会の日になるだろう。リノルアース姫ひめが持ち去ったであろう真珠を、奪うばい返そうとするだろうな」

「あら、それじゃあアドルにはまだしばらくわたしの代わりをしてもらったほうがいいかしら」

　盗み出してきたのはわたしじゃないし、とリノルは我われ関せずといった顔をしている。

「──ところで陛下、アドルが盗み出したっていう真珠はお借りしてもよいのかしら」

「なんなら姫にプレゼントしてもかまわないが？」

　どれだけの量があるかもわからないのに太っ腹なことだ、と笑いながらリノルはきっぱりと断った。もちろん真珠はもらっても困らないが、カルヴァに借りを作るのはあまり得策ではない。

「あなたからプレゼントを頂く理由はございませんもの。誘拐犯を刺し激げきするのに、うまく使えるんじゃないかと思いまして」

「なるほど？　好きにするといい」

「ありがとうございます」

　にっこりと笑えみを浮うかべると、リノルはまるで宣戦布告のように告げた。

「夜会をよりいっそう楽しく盛り上げて差し上げますわ」
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　リノルアース姫のスフェラ滞たい在ざいも七日目。スフェラ国にハウゼンランド国の王子もやってくるらしい、ということは決まったその日のうちに瞬く間に知れ渡わたった。

　明日あしたには夜会が開かれる。昨日の朝早く王都へ到とう着ちやくしたあと、アドルは丸一日宿屋で待機させられた。

　アドルは用意された服を着ている。クロが昨日城へ戻もどって取って来たらしいそれは、リノルがこっそりと荷物に忍しのばせておいたものだ。

　当然アドルのために作った服なのでサイズもぴったりだった。

　城へ向かう馬車の中で、アドルは物思いにふけっていた。

（──レイ）

　責任を感じていなければいいけど、と目を伏ふせる。

　おそらくあの時アドルが一人でレイを追いかけなくても、どんな形であれリノルアース姫の誘拐は実行されただろう。しかし真ま面じ目めな彼女の性格からして、騎士としての役目を忘れてアドルを一人にしたことを悔くいているはずだ。

（その原因を作ったの、俺なんだけどな）

「……ところで、聞きたかったんですけど、姉さんと喧けん嘩かでもしたんですか？」

　不意にルイに問いかけられて、アドルはびくりと肩かたを震ふるわせた。

「な、なんで？」

「え？　だってアドル様と何かあったんじゃない限り、あの人がアドル様が誘拐されるような失態を犯おかすとは思えないんですけど」

　レイに聞き出す暇ひまもなくアドルの捜そう索さくへ向かったので、ルイとしては不思議だったのだろう。

「……喧嘩はしてない」

　目をそらしたアドルを見て、ルイは何かを悟さとり目を細めた。

「へーぇ。じゃあ何やらかしたんですかうちの姉に」

　棘とげのあるルイの声に、アドルはますますいたたまれなくなった。

　ルイの鋭するどい視線から顔をそらしつつ、長い沈ちん黙もくの後でおずおずと口を開いた。

「…………それは、その、あれだ」

　キスという単語を口に出すのが恥はずかしくて口くち籠ごもると、おおよそのことを察したルイは冷ややかな笑みを浮かべる。

「殴なぐっていいですか？　いいですよね？　殴りますね？」

　笑顔で振ふりかざされた拳こぶしに、アドルは思わず逃にげ出したくなるが、馬車の中ではそうもいかない。

「まて！　言い訳も聞かずに暴力に走るな！」

「だって言えないようなことしたんですよね？　しかも合意の上じゃないってことですよね？　うん、殴りますね」

　悲しいことに合意でないのは事実なので反論できないが、アドルはなおも抵てい抗こうした。

「殴られるなら大人しくレイに殴られるっての！」

　いくらレイの弟とはいえ、ルイに殴られる理由はない。

「……それは、アドル様の唯ゆい一いつの長所である顔がめちゃくちゃになりますよ？」

　途と端たんに冷静にそう返されて、アドルは肩を落とした。ルイの顔が冗談を言っているとは思えないほど真顔なのでまた悲しい。

「おまえの頭の中で俺はどれだけレイに殴られる予定なの……」

　馬車の中でそんな会話をしているうちに、城へと近づいていた。

　アドルを乗せた馬車は、なんの障害もなく城門をくぐる。

　深い青の衣装は、アドルの瞳ひとみの色と同じだ。少し癖くせのある金の髪かみは陽光の下で赤みがかった光を帯びる。白く透すき通る肌はだは新雪のように汚けがれなく、なるほどリノルアース姫の双ふた子ごの兄だと誰だれもが納なつ得とくした。

　馬車が通りすぎると、門番の一人がぽつりと口を開く。

「……おまえ、リノルアース姫は見たことある？」

「ある。ちらっとだけだけどな。とんでもない美少女だった」

「すげぇなぁ、双子ってほんとそっくりなんだな」

　当たり前だ。門番が見たというリノルアース姫はアドルが女装していた姿なのだから。

　しかし入れ替かわっていても気づかれないくらいにはアドルとリノルはそっくりだ。もしかすれば、ルイすら騙だませるくらいに。

　城へ入ると、既にカルヴァから指示されていたのだろうか、アドルはリノルアース姫の部屋へと案内された。

　このあと王子としてカルヴァに挨あい拶さつをしに行かねばならない。あまりゆっくりしている時間はないはずだ。

「レイは!?」

　開口一番に自分の騎士の居所を聞くアドルに、リノルは眉まゆを寄せた。

　ちょうどレイは席を外している。体調不良ということで部屋に籠ったリノルに代わりあれこれと情報を集めているのだ。

「ちょっとぉ、可愛かわいい妹との久々の再会なのにその態度はなんなの？」

「お兄ちゃんとしてはなんでおまえがスフェラ国に来ているのか全力で問いつめたいところだけど今はそれどころじゃない！」

　一分一秒でも早くレイに会いたいし謝らないといけない。

（ああでも時間があいたせいであのことを改めて言うの恥ずかしい！）

　本当ならその日のうちに謝るはずだったのに。

　こういうことは時間が経たてば経つほど気まずくなる。

　だいたい、謝るとしてもなんと言えばいいだろうか？　あんなことしてごめん？　それはそれで恥ずかしいし、話を蒸むし返してしまうような気がする。

　アドルは、レイを傷つけたくない。それだけは絶対だ。

　アドルにとっては思い出ともいえるキスだったとしても、レイを傷つけてしまったのなら謝るべきだろう。

（……やっぱり、傷つけたのかな……なんて思ったんだろ？　嫌いやだった？　悲しかった？　あーいやいやとにかく謝らないと！）

　頭の中ではぐるぐると嫌な想像ばかりが巡めぐるので、アドルはぶんぶんと頭を振ってそれらを追い払はらう。

「で、結局主犯はバーグラス卿だったのよね？」

　リノルが真面目な顔でアドルに問いかけてくる。

「え？　そうだけど？」

　何を今いま更さら。そんなことは皆みんなわかっているのだと思っていた。

「スフェラ王の差し金とかそういうことは？」

「おっまえそんなこと考えていたのかよ!?」

　誘ゆう拐かいされた本人は、そんなことまったく考えもしなかった。リノルたちのほうがあれこれと様々な可能性を考えていたらしい。

「ありえない話じゃないでしょう？」

「それはそうかもしれないけど……！　バーグラス卿きようと手を組んでいたのは、オイレンベルク公こう爵しやく派だよ」

「だからあいつらきな臭くさかったのね」

　真実を教えてもリノルはさほど驚おどろかなかった。むしろ納得したような表情を浮うかべている。

「驚かないのかよ」

「だって、ハーラントたちがどうにも怪あやしいから、わたしがこうしてついて来たんだもの」

　アドルに何かあったらフォローするためにね、とリノルは笑う。

（そういうことだったのか……）

　アドルとしては、やっぱりリノルもスフェラ国へ来てみたくなったとか、女装しているアドルを見て楽しもうと思っていたとか、そんな理由もありえるのではと思っていた。

「それじゃあ悪いけど、今から急いで着き替がえてくれる？」

「は？　着替える？」

　時間がないのはアドルも知っている。だからこそ急いでレイに会いたいのだが。

「そう、わたしになって」

「なんで!?」

　それはつまりまた女装しろということである。本人がいるしカルヴァにはとっくに正体がバレているのになぜ！

「バーグラス卿はあんたに逃げられて、そのあとで真しん珠じゆがなくなっていることに気づくわよ」

　それはそうだろう、とアドルは無言で頷うなずいた。

「そうしたらまたリノル様が狙ねらわれますね」

「まさか可愛い妹をそんな危ない目に遭あわせたりしないわよね？」

　ルイとリノルに矢や継つぎ早に責め立てられ、アドルは目を白黒させた。

（確かにこのままだとリノルが危ないけど）

　口は達者だが非力なリノルでは襲おそわれたときに抵抗できない。いくら護衛を連れているとはいえ、警けい戒かいしたほうがいいだろう。

「ルイ！　取り押さえて。面めん倒どうだからとっとと剝はぐわよ！」

「はい！」

　この主従は妙みようなところで息がぴったりだ。二人がかりではアドルも抵抗しようがない。

「女の子が男の服を脱ぬがしにかかるなー！　おまえもそれに協力するな！」

　ルイに背後から拘こう束そくされたところ、リノルが容よう赦しやなくアドルの服を脱がそうとするので慌あわてて叫さけんだ。いくら双子とはいえ年とし頃ごろの乙女おとめとしての恥はじらいはないのかこの妹は！

「まったく、最初から大人しく着替えてよね」

「リノルさん、君は着替えている間部屋から出ていなさい」

　いくら双子とはいえ、女の子が兄の生着替えに立ち会うとはいかがなものか。言ったところで無む駄だだとわかっていても兄としては言わねばなるまい。

「別にへるもんじゃないでしょ、鬘かつらは？」

「……ちゃんとあるよ」

　荷物の中に入れてあった鬘を取り出す。やはりリノルは言うことを聞くつもりはないらしい。兄の威い厳げんはどこにいってしまったのだろうか。

　リノルは侍じ女じよたちを呼ぶと鬘の手入れをさせて、アドルの着るドレスを用意させる。

「……で、おまえはどうすんの？」

　まさかとは思うが、アドルはおずおずと問いかける。するとリノルはにっこりと楽しげに笑った。

「あらやだ、もちろんしっかりアドルの代わりをやるわよ。お兄様？」

「お願いだからやめてください」

　土下座してでもやめてもらいたいくらいなのだが、コルセットで締しめ付けられているところなのでそれもできない。

「大だい丈じよう夫ぶよ。あんたより演技には自信あるから」

　胸を張るリノルは、アドルの願いなど聞き入れるつもりはなさそうだ。

　こうなったらアドルでも止められないのだ。入れ替わっている間にリノルが妙なことをしでかさないでいてくれることを祈いのるしかない。

「リノル様、ただいま戻もどりました。それと、お客様ですよ」

　レイの声がして、アドルの心臓は跳はねる。

　そして、その声に続いてすぐに幼い声が飛び込んできた。

「リノルアース姫ひめ、お戻りになったと聞きました！　ご無事でなによりです……って、あれ？」

　そこにはレイとナハルが並んで立っていて、ナハルは目を大きく見開いている。

　アドルは硬こう直ちよくして、ナハルを見た。アドルはドレスに着替えている最中だ。胸にはまだなにも詰つめていないので、少年らしいほどよく筋肉のついた真っ平らな胸があるだけ。その姿は明らかに少女には見えないだろう。

「え？　あれ？　リノルアース姫が、二人……？」

　リノルはまだ着替えてもいないので、可か憐れんなリノルアース姫のままだ。

　ナハルは目の前の現実を理解できずに目を白黒させている。

「……どうしてこんな不用意に着替えているんですか……」

　確かく認にんしなかったレイにも非はあるが、緊きん張ちよう感かんに欠けていたのはアドルたちだろう。まさか部屋にナハルが訪ねてくるとは思っていなかったのだ。

　アドルが連れ去られるところを目もく撃げきしたナハルにしてみれば、心配でたまらなかったのだろう。

「あああいやその、これには海より深い事情が……！」

　そう、海よりも深く山よりも高い事情だ。

「事情、ですか？」

　首を傾かしげるナハルに、アドルは全力で頷いた。

「そう、事情！　事情があって！」

「ええと、その……別に僕は誰だれかに言いふらしたりしませんけど……」

　ナハルは言いにくそうに口くち籠ごもっている。

　まてまてこれはまさか、女装趣しゆ味みがあると思われてないか!?

「いや！　断じてそういう趣味なわけじゃないから！」

「……そうなんですか？」

「そうなんですよ！　しかたなく女装していただけで！　俺だって嫌だよ！」

「つまり、貴方あなたはアドルバード王子ということでしょうか？」

　背後でリノルが「おバカ」と呟つぶやくのが聞こえた。下手に動どう揺ようしてみせるほうがごまかしがきかないということをアドルはすっぽりと忘れ去っていた。

　ナハルは澄すみ切った瞳ひとみで、偽いつわることは許さないと告げるようにアドルを見上げている。

　つきつきと痛む良心に、アドルは素す直なおに話すことに決めた。

「うん、俺はリノルアースじゃない。双ふた子ごの兄の、アドルバードなんだ」

　降参してアドルが答えると、ナハルは納なつ得とくするように微笑ほほえんだ。

「……話、長くなるわよね？　わたし着替えてくるから。レイ、着替え手伝って？　男装は得意でしょ？」

「得意というわけではないんですが……」

　リノルはレイの腕うでを摑つかむと、半ば強ごう引いんに寝しん室しつへと連れていく。残されたアドルは閉められた寝室の扉とびらを見て哀あい愁しゆうを漂ただよわせている。

「……わざとか？　いじめか？」

　ようやくレイと再会できたのに、五分もせずに引き離はなされてしまった。レイのもとに帰りたくて必死に脱だつ走そうしてきたというのに。

　着替えも途と中ちゆうのままなので、とりあえずドレスに袖そでを通しておかしな格好のままになるのは避さけたが、すっかり気が抜ぬけてしまった。

「わざとでしょうね、たぶんアドル様が姉さんに何をしたか本人から聞き出していると思うので」

　ルイが少し刺とげ々とげしい口調で言う。

「うぐ」

　思わず変な声が出た。

　アドルがレイにキスしたということがリノルに伝わっていて、明確な嫌いやがらせをされていないだけマシと思うべきなのだろう。リノルの報復はおそろしい。

　ぽかんと呆ほうけてアドルとルイの気安いやり取りを見ていたナハルが「あの」と小さく声を上げた。

「このことは叔父おじ上うえも……」

　ご存じなのでしょうか、と控ひかえめに問いかけてくるナハルに、アドルは目を細めた。

　本当に、この子はいい子だと思う。カルヴァがアドルに騙だまされていないか気になったのだろう。

「知っているよ。これまでのリノルは俺だし」

　はっきりと答えると、ナハルはほっと息を吐はき出して笑え顔がおになった。

「それじゃあ連れ去られたのは、王子だったんですね」

「うん。ナハル様が知らせてくれたんだってな。ありがとう」

　ナハルがアドルが連れ去られたところを目撃していたということは既すでに聞いている。それがなければ、もっと後手に回っていたかもしれない。

「僕はただ、知らせただけです。ご無事で本当によかった」

　ふるふると首を横に振ふって、ナハルは微笑んだ。

「アドル様、準備の続きをしませんと」

　のんびりしている時間はないと侍女に急せかされる。

「それじゃあ僕は失礼します。姫が無事だったと知ってお会いしたくなっただけなので」

　このまま部屋にいても邪じや魔まになると思ったのだろう。

　気き遣づかうナハルを見てアドルは申し訳ない気持ちになる。

「ごめんな、あまり話もできなくて」

「いいえ、お忙いそがしいところお邪魔して申し訳ありませんでした」

　ナハルは丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをして退室する。

　本当にカルヴァと血が繫つながっていることが不思議なくらいいい子だ。できることなら叔父に毒されることなく成長してほしい。

　そう祈っているアドルを侍女たちが取り囲んで、リノルアース姫を作り上げた。




　アドルの準備も終わった頃ころ、着き替がえて戻ってきたリノルは、びっくりするくらいにアドルそっくりだった。

「心なしか本物より凜り々りしいですね」

「そういうこと言うな！」

　ほんのちょっぴり自分でも思ったことをルイが言うので、アドルは悲しくなって声を荒あららげた。

　顔はまったく同じなのに、本物よりも王子様らしいってどういうことだ……！

「まったく、ダメだな。リノルは」

　爽さわやかに微笑みながらリノルが歩み寄ってきて、アドルの顎あごをそっと指で持ち上げる。

「もっとお淑しとやかにしないと、王子様が迎むかえにきてくれないよ？」

　侍じ女じよたちがきゃあと黄色い声をあげているのを聞きながら、アドルは目の前の自分そっくりな別人に言い返した。

「俺がおまえに、お淑やかにしろなんて言ったことがあったか？」

　語気を強めると、遊んでいたリノルはつまらなそうに唇くちびるを尖とがらせる。不思議なことにその変化だけでリノルだとわかる。

「お淑やかじゃなくてもわたしを欲しがる人はたくさんいるもの」

「ハーラントとかな」

「つまらない冗じよう談だんぬかすとぶん殴なぐるわよ。わたしあいつ大っ嫌きらいだから」

　リノルは可愛かわいらしい顔をこれでもかというほど嫌そうに歪ゆがめた。

「いや、ほら一応美形だし、おまえにはやさしいだろ？」

（俺は苦手だけど！）

　アドルのハーラントに対する苦手意識は、彼が優ゆう秀しゆうすぎることで劣れつ等とう感かんを刺し激げきされるからだ。もちろんハーラントはアドルにもやさしい従兄いとことして接してくる。

「……だってあいつ、なんか噓うそくさいっていうか薄うすっぺらいんだもの。あいつと結けつ婚こんするくらいならルイとするわ」

「はい!?」

　突とつ然ぜん名前を出されたルイは素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「なによ、嫌なの？」

「い、嫌ではないですけど」

　じろりとリノルに睨にらまれて、ルイは慌あわてて首を横に振った。

　リノルは満足げに微笑むと、切り替えるように手を叩たたく。

「さ、そろそろ陛下にご挨あい拶さつへ伺うかがいましょうか」

　そう言いながらリノルはエスコートするようにアドルに手を差し出す。

「二人そろって姿を見せて、誘ゆう拐かい犯に姫ひめは無事に城へ戻もどりましたよって教えて差し上げましょう？」

　つまり、誘拐犯に喧けん嘩かを売りに行くということだ。いや、売られた喧嘩を買いに行くのか？

　バーグラス卿きようは城にいるのだろうか。いや、たとえいなくても異国の双子の姫と王子の話題はその日のうちにスフェラ国の貴族たちへ広まるはずだ。

「はいはい。行きましょうか、お姫様」

「お姫様は今アドルのほうよ」

　リノルに言われて、そうだったと笑う。

「それじゃあエスコートよろしく？　王子様」




　癖くせのある金の髪かみは少年らしく毛先が少し撥はねていて、白い肌はだは降り積もったばかりの雪のように汚けがれなく、青い瞳は生き生きとしている。

　うつくしいリノルアース姫を連れてやってきた少年は、誰だれが見ても爽やかで愛あい嬌きようがあった。微笑むと雲間から太陽が顔を出したかのような明るさと眩まぶしさがある。

　謁えつ見けんの間に現れた双子は、一いつ瞬しゆんにしてその場にいる人々の視線を奪うばった。

「お初にお目にかかります、スフェラ王。ハウゼンランド国より参りましたアドルバードと申します」

　お手本のような優ゆう雅がさで挨拶するアドルバード王子を見て、カルヴァはくすりと笑う。入れ替かわっていることを知っているのだろう。ちらりとアドルを見てにやにやと笑っていた。

　その視線に居い心地ごこち悪くなりながら、アドルも鉄てつ壁ぺきの笑顔でリノルアース姫になりきっている。

「こうして会えたことを嬉うれしく思うよ、アドルバード王子。二人が並ぶ姿は天使が舞まい降りてきたのかと思ったくらいだ」

　妙みように含ふくみのある言い方だが、それに気づいた者はこの場にどれほどいただろう。

「双ふた子ごですから。よく似ているでしょう？」

　意味ありげな言い方のリノルに、アドルはどっと冷や汗あせを流していた。

　顔はどうにか笑顔のまま固定しているが、背中を汗が流れていく。

「ああ、とてもよく似ている」

　強調するかのようなカルヴァの返答に、アドルの笑顔にもヒビが入りそうだ。一人でリノルアースになりきっている時の倍以上緊きん張ちようする。

（心臓に悪い会話はやめろおおおおお！）

　似ているのは当たり前だ双子なんだから！

　心なしか、カルヴァのそばにいるモルテもびくびくとしていた。小心者には耐たえられない状じよう況きようだ。

　この数分で、アドルやモルテの寿じゆ命みようが縮んだかもしれない。

「二日ほど体調を崩くずされていたようだが、具合は大だい丈じよう夫ぶかね、リノルアース姫？」

　話を振られて、アドルの肩かたは跳はねあがりそうになった。

　気を抜ぬくんじゃない、と言いたげに隣となりのリノルがアドルの手の甲こうをつねってくる。

「え、ええ。ご心配をおかけいたしました。このとおり、もう大丈夫です」

　リノル直伝のふんわりとした笑い方は『淑しゆく女じよとして生きるための百の作法』でも最重要とされた項こう目もくだ。

　曰いわく、困ったことがあったら笑え、と。美少女はとりあえず笑っていればたいていのことはうまくいくらしい。

「それは良かった。うつくしい姫が姿を見せない間は太陽が隠かくれてしまったかのような寂さびしさを覚えたものだ」

「まぁ、お上手ですね」

　引き攣つりそうになる表情筋を必死に笑え顔がおでキープしながらアドルは答える。アドルのそんな様子が面おも白しろいのだろう、こちらを見るカルヴァの目は楽しげだ。

「その様子なら明日あしたの夜会も無事に参加できそうだ。貴女あなたとダンスできるのを楽しみにしているよ」

（ダンスって……足を踏ふんでやるぞこの野や郎ろう）

　などと思ったところで、素す直なおに声に出すわけにもいかない。

　もちろんアドルは散々ダンスの特訓をしてきているので、女性側で踊おどることは可能だ。万が一リノルとして夜会に参加するとなればカルヴァと踊ることは避さけられないだろう。

　ここで嫌いやです、なんて理想のリノルアース姫は言わない。

「わたくしも楽しみにしております」

　アドルはにっこりと微笑ほほえみ、そう答えた。




　部屋に戻ると、リノルがソファにもたれながら息を細く吐はき出していた。

「男装もなかなか辛つらいものねぇ……着き替がえてもいい？」

「いや、男の格好のほうが楽だろ？」

　今まさにコルセットで締しめ付けられているアドルのほうが辛いと思うのだが、リノルも苦しげである。首を傾かしげるアドルを、リノルは呆あきれたように一いち瞥べつした。

「そりゃコルセットはないけど、胸をつぶすために締め付けているから苦しいのよ」

「……むね」

　アドルはきょとん、と目を丸くしたあとで頰ほおを赤らめた。

　そうか、胸か。アドルにはもちろん少女らしい膨ふくらみなどないので詰つめ物をしているが、リノルは逆にそれがないように見えなければならないということだ。

　となれば、男装するとなると胸をつぶして、平らに見せなければならない。

「今、レイで想像したでしょ、このどすけべ」

　冷たいリノルの目線に、アドルは図星をつかれて真っ赤かになった。

「なっ!?　しかたないだろ！　男はみんなどすけべなんだよ！」

「開き直らないでよ」

　まったく、と呆れながらリノルが鬘かつらをとった。押し込めていた長い金の髪を背に下ろして首元を少し緩ゆるめる。

　それだけでアドルにはない妙な色いろ香かが漂ただよって、侍じ女じよは思わず頰を赤らめていた。

「というか男を全部ひとまとめにしないでほしいですね」

　胸のくだりで顔色一つ変えていないルイが不服そうに口を挟はさんできたので、アドルはむっとする。

「おまえみたいな奴やつが一番むっつりすけべなんだよ」

　興味ありません、なんて顔をしている男ほど蓋ふたを開ければなんとやらだ。

「それはアドル様でしょう！」

「うるさい俺はすけべだって認めてる！」

　男たちがぎゃんぎゃんと騒さわいでいるのをリノルは冷めた目で見ていた。レイにいたっては完全に聞こえないものとしている。

「リノル様、大丈夫ですか？　着替えるか、さらしを緩めましょうか」

「そうねー」

　レイがリノルの様子を窺うかがうために近寄ってきたので、リノルはその腕うでに甘えてすり寄った。

　リノルがそうしてレイに甘えるのは珍めずらしいことではないので、レイも拒こばむ気配はない。

「……なにあれ、嫌がらせ？」

　口論をやめ、アドルは猫ねこのようにレイに甘えるリノルを見てむなしそうに呟つぶやいた。

「嫌がらせですね」

　ルイの言葉を証明するように、リノルはこちらを見るとにやりと笑う。

　確信犯だ。絶対に確信犯だ！

「こういう方向でやり返してきたか……」

　くぅっと涙なみだを吞のみながらアドルは悟さとった。

　レイにキスをした、ということはリノルにも知られている。リノルは確実にレイの味方をするから、アドルを叱しかりつけてくることがあるだろうとは思っていたのだが──。

（目の前でレイといちゃいちゃするのがリノルなりの報復ってことか！）

　正直ものすごくうらやましい……！

　そしてリノルがべったりとくっついているので、必然的にアドルはなかなかレイに話しかけられずにいる。

　二人きりになりたいのに、これではしばらく無理そうだ。

　レイも時折、何か言いたそうにしているのだが、たいてい邪じや魔まが入る。誘ゆう拐かいされる前は二人きりでいることが多かったが、残念なことに今はリノルとルイがいるのだ。

（やっぱり誘拐なんてされなければ……！）

　アドルの静かな怒いかりの矛ほこ先さきはバーグラス卿きようへと向かっていた。

「さて、アドルをからかうのはこのくらいにしましょ」

　リノルは一度手を叩たたくと気持ちを切り替かえるようにして居住まいを正す。

　からかっていたことを隠すつもりはないらしいリノルに、アドルは苦く笑しようした。

　先ほどの挨あい拶さつの場に現れたことで、リノルアース姫ひめは無事なのだと、バーグラス卿にも伝わったはずだ。

　アドルバード王子とリノルアース姫、二人がそろっているということは、もちろん入れ替わりなんてありえない。

　そんな方法を考える人間もそうそういないとは思うが。

　ちょうど、全員揃そろっている。作戦を練るにはもってこいだ。明日はスフェラ国にやって来て八日目、外遊のメインともいえる夜会の日だ。

　アドルは足を組み、にやりと笑う。

「どうやって派手にやり返すか、じっくり考えようか」

　誘拐されたお礼は、きっちり返さなければ。
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　できることなら、夜会は平へい穏おんに終わってほしい。

　夜会という場はたくさんの人が集まる。そこで騒そう動どうが起きれば瞬またたく間に話は広がってしまうし、被ひ害がいが大きくなってしまうかもしれない。

　外交という面からしても、夜会で騒ぎになるのはスフェラ国にとってもハウゼンランド国にとっても喜ばしいことではない。

　ならば、夜会の前にこちらが手を打てばいい。

　──アドルの役割は餌えさだ。

　餌というのは獲え物ものに見つけてもらってようやく意味があるというもの。

　夜会当日、まだ太陽が輝かがやいている間に、アドルはドレスを着て一人庭園を散策していた。

（食いついてくれるといいんだけど）

　もちろんレイやルイが密ひそかに護衛として隠れている。もう一人息を潜ひそめている気配があるので、クロあたりがいるのかもしれない。

　夜会で騒ぎを起こされる前に、バーグラス卿の手下を捕とらえてしまおう、というのがリノルの提案だった。

　真しん珠じゆを盗ぬすみ出され、リノルアース姫が無事に帰城してしまった今、バーグラス卿は慌あわてているはずだ。

　だからこそ、リノルアース姫が無防備にしていれば接せつ触しよくしてくるだろう。

　危険です、と最後まで渋しぶったのはレイだけで、アドルとしても夜会前に騒動が落ち着くことを望んだ。アドルが望めば、彼女は否いなとは言わない。

　カルヴァの同意も得られたので、アドルはこうして敵をおびき寄せるための餌になっているわけだ。

　庭園に咲さき乱れる花々は、ちりちりと肌はだを刺さすような敵意には似つかわしくない。

　奥へ奥へと進めば、周囲に人の姿は見えなくなる。夜会に向けて侍女や女によ官かんは準備に忙いそがしく駆かけ回っているので庭園付近にはいないのだ。

　さくり、と草を踏ふむ音にアドルは笑えみを浮うかべた。

「せっかく一人の時間を楽しんでいたのですけれど……無ぶ粋すいな男性は嫌きらわれますわよ？」

　花に目を落としたままのアドルは、余よ裕ゆうすら感じさせる。

「手クセの悪い姫君には似合いでしょう」

「随ずい分ぶんな物言いですね」

　相手も取り繕つくろうつもりはないらしい。睨にらみつけるように顔を上げると、そこには五人の貴族らしい男たちがいる。遠くにある人ひと影かげは見張りだろう。合わせても十人に満たないほどの人数だ。

（楽勝だな）

「姫が持っていったものはどこです？」

「さぁ、なんのことでしょう？　身に覚えがありませんが」

　愛らしく首を傾かしげてみせるが、男たちから敵意は消えない。

「痛い思いは嫌いやでしょう？　今度は閉じ込められるだけではすみませんよ」

「脅おどしですか？」

　くすりと笑いながらまっすぐに見つめ返してくるリノルアース姫に、男たちはわずかに動どう揺ようを見せる。ただのお姫様が男たちに囲まれ脅されているというのに、この余裕はなんだ。

「だいたい、あんなことがあったあとでわたしがのこのこ一人で出歩いていると思います？　見事に餌に食いついてくれてありがとう」

　種明かしを合図に、隠かくれていたレイとルイが飛び出す。

　抜ぬき身の剣けんを手に、レイはアドルを背に庇かばう。

「くそっ……姫を捕つかまえろ！」

　男たちは剣を抜きレイとルイへと襲おそいかかる。だが所しよ詮せんは貴族の嗜たしなみ程度の剣けん術じゆつだ。二人の敵ではない。なんせ二人は、ハウゼンランド国の剣聖と呼ばれる男の子どもたちなのだ。幼い頃ころから当たり前のように剣に触ふれてきた。

　レイは最初に斬きりかかってきた男の剣を弾はじき、その腕うでを斬る。続いて背後から襲いかかってきた男の足を振ふり向きざまに斬りつけた。

　騒さわぎに気づいたであろう見張りは、どこからともなく投げられる短たん剣けんが足に刺さる。おそらくクロだ。

　レイの背中を預かるように、ルイが剣を振るう。レイの繊せん細さいで流れるような剣さばきとは違ちがって、ルイのそれは力強い。

　およそ数分で、男たちは拘こう束そくされていた。

「あなたたちは陛下に引き渡わたします。沙さ汰たは陛下から下されるでしょう」

　アドルには彼らを裁く権利はない。スフェラ国の人間はスフェラ国で裁かれなければ。

「……さて、これでリノルが恨うらみを買うのは困るし」

　どうせこの男たちは夜会に参加することはできない。

　アドルは鬘かつらを摑つかむと、それを取った。金の長い髪かみがふわりと揺ゆれて、鬘の下に隠されていた同色の短い髪が太陽の下で照らされる。

「なっ」

　男たちの目が驚きよう愕がくに見開かれる。その様子にアドルは満足げに笑った。

「あんたらが誘拐したのもあんたらの企くわだてを邪魔したのも俺だよ。リノルアース姫と間違えるなよ？」

　その声こわ音ねは、先ほどまでとは明らかに違う少年のものだ。

　衛兵が駆けつけてくる前にもう一度鬘をかぶると、レイが呆あきれたような顔で歩み寄ってくる。

「迂う闊かつに鬘を取らないでください」

　そっと撫なでるように髪を直されて、アドルは心臓が跳はねる。

「このままリノルが恨まれるのも悪いかなって」

　彼らの処しよ遇ぐうはカルヴァに一任するが、おそらく命を取られることはないだろう。となれば彼らが恨みの矛先を向けるのはリノルとなってしまう。

「……リノル様はわかっていてやっているんだと思いますけどね」

　小さく呟つぶやいたレイに、アドルは苦く笑しよう交じりの困ったような笑みを浮かべた。

　アドルも生まれてからずっと、リノルとともに成長してきた。リノルのひねくれた性格は理解している。

「俺は妹を盾たてにするつもりはないよ」

「知っていますよ。それに、あなたの盾であり剣であるのは私です」

　──俺は、おまえを盾にして守られているだけなのも嫌だよ。

　思ったところで実際に守られてばかりの今は、素す直なおに口にすることもできない。




　報告も兼かねてカルヴァの部屋へ行くと、上じよう機き嫌げんなカルヴァと不機嫌そうなリノルがいる。

　バーグラス卿きようの手下をおびき出すという危険な役目である以上、リノルには安全な場所にいてもらわなければならなかったのだ。レイとルイをアドルが連れて行くのだから、安全な場所となると──カルヴァのところくらいしかなかった。

　だがそれが不満だったらしい。

（昔から仲間はずれにされるのを嫌がるんだよなぁ、リノルは）

「無事に終わったようで何よりだ」

　こちらの作戦通りに進んだので、カルヴァはうれしそうだ。だがアドルは今一つといった顔で答える。

「バーグラス卿は現れなかったけどな」

　結局捕とらえた男たちのなかにバーグラス卿はいなかった。

　自分の手の者にまかせているからなのか、それとももっと大きなことをしでかそうとしているのか。だとしても、彼の手下である貴族たちは捕まった。

　夜会があるので貴族は招待状さえあればいつもよりも簡単に城へと入ることができるが、ならず者はそうもいかない。アドルが誘ゆう拐かいされた件以降、城の警備は強化されているので、バーグラス卿がたとえば金で雇やとった者などを招き入れることはできないだろう。

「奴やつらがバーグラス卿の手下なのは確かだ。あとは証しよう拠こを集めてしまえば奴も逃にげられないさ」

　その証拠の真珠はこちらにある。男たちも捕らえたので口を割らせればバーグラス卿の企たくらみはすべて明らかになるだろう。

「それで、こっちは大だい丈じよう夫ぶだった？」

　馬が合わなそうなカルヴァとリノルを残すのは不安だったのだ。

「大丈夫って、何が？　このとおり、わたしは全然まったく問題ないけど？」

　リノルの笑顔が怖こわい。見た者を凍こおりつかせるような絶対零れい度どの笑顔だ。既すでに被ひ害がいに遭あったらしいモルテが部屋の片かた隅すみで動かなくなっていた。

「……じゃあなんでモルテさんの顔が真っ青さおなんですかね」

　まるで悪あく魔まか死神にでも遭そう遇ぐうしたかのような顔色だ。

「ソンナコトナイデスヨ」

　モルテはふるふると首を横に振っているが、感情がまるでこもっていないので説得力がない。

「すっげぇ棒読みじゃん！」

「モルテの顔色が悪いのはいつものことだぞ？」

　気にすることはないと笑うカルヴァにアドルは全力でつっこんだ。

「どんだけ働かせてんだよ！　臣下の体調にもっと気を配れよ！」

「わぁ……！　王子は女め神がみ様みたいですねぇ」

　顔色はまったく戻もどらず、しかしほのぼのとした声音のモルテもどこかズレている。

「女神はおかしいだろ！　女じゃねぇよ！」

「あらやだ、モルテ様ったら。わたしを差し置いてアドルが女神だなんて」

　うふふ、と笑うリノルに、モルテが慌あわてて姿勢を正した。

「えええいえあの、リノルアース姫ひめはそういう次元のうつくしさではないので！　はい！」

　完全に調教が完かん了りようしている。リノルをカルヴァたちのもとへ預けたのは小一時間ほどのはずなのだが。

「……おまえ、そうやってモルテさんをいじめていたんだろ」

「なんのこと？」

　わたしはなにもしてないけど？　と微笑ほほえむリノルに、アドルはため息を吐はき出した。

　こんな様子だから、ルイの他ほかの騎き士しは誰だれもリノルの護衛ができないのだ。

　リノルの護衛を任された騎士はこれまでもたくさんいたが、数日も持たずに代わっていき──最終的にルイにまわってきた。ルイの実力は確かだが、まだ十六歳の彼には姫の護衛は大役であるにもかかわらず、だ。

　凍いてついた部屋の空気も幾いく分ぶんか和やわらいだところで「さて」とカルヴァが口を開いた。

「ひとまず、脅きよう威いは去ったと考えてもいいだろう」

　バーグラス卿がたった一人でできることは限られている。夜会の会場にはもちろん衛兵もいるのだ、彼が何かをしでかしてもすぐに捕とらえることができるだろう。

「それなら、夜会では入れ替かわらなくても大丈夫かしらね」

「えっ」

　念には念をいれて、夜会でもアドルはリノルアース姫にならなくてはいけないだろうと思っていた。

　だからこそ、女装しなくてもいいというのは嬉うれしい。

「えってなによ。女装したかったの？」

　この試練において女装すると決めたのはアドルだが、そのとんでもない提案をしてきたのはリノルではないか。

　それなら別にしてもいいのよ、と言い出しそうなリノルに間かん髪はつ容いれずに否定した。

「そんなわけがあるか！」

「やるって決めたのはそっちでしょ。それじゃあ、わたしは先に部屋に戻って夜会の準備をするから。女の子の支し度たくには時間がかかるもの」

「そりゃもう、身をもって知っています」

　お姫様の支度は朝起きてから一日かかってようやく終わることも多い。そうなるとリノルはのんびりしていたくらいだ。

「それじゃあレイを借りるわね」

　するりとレイの腕うでをとり部屋から出て行こうとするリノルに、アドルは首を傾かしげた。

「ルイがいるのに？」

「わたしの支度にルイがどれだけ役に立つっていうの？」

　振ふり返ったリノルの冷めた目にアドルは何も言えなかった。確かに女性の身支度に男がいたところで役には立たないだろう。

　リノルが去ったあとで、そういえば、とアドルはカルヴァを見た。

「さっきクロが──えーっと、俺の護衛に来てくれた奴が手を貸してくれたんだ。助かったよ」

　戦力としてはレイとルイで十分だったが、早く片付いたのはクロの助力があったからだ。

「……私は指示していないがね」

「へ？」

　てっきりカルヴァの指示によるものだと思っていたので、アドルは目を丸くする。

　カルヴァは興味深そうに「ふむ」と呟いた。

「あれが独断で動くとは珍めずらしいな。なるほどなるほど」

「へ？　あれ？　もしかして言わないほうがよかった……？」

　クロはよほどのことがないと姿を見せないし、カルヴァ経由でお礼を言おうと思っただけだったのだが。

「ん？　いや、別に罰ばつするわけではないさ。君に手を貸すことが私の利益になるわけでもあるし、判断は間ま違ちがっていない」

　カルヴァの言葉にほっと胸を撫なで下ろす。

「……クロとはまた面おも白しろい名をつけられたものだ。しかも手を貸すとはねぇ……」

　くすくすと笑いながら、カルヴァは小さく呟つぶやいた。

「なんか言ったか？」

　うまく聞き取れなかったアドルが聞き返すが、カルヴァは「なんでもないさ」と笑うだけだ。

「君も本来の姿で夜会に参加するわけだ。騎士殿どのとダンスでもしたらいい」

　カルヴァの魅み力りよく的な提案にアドルは苦笑いで答えた。

「騎士服のままのレイと？　彼女は剣けんの誓ちかいをたててからダンスだってしてないぞ」

　まるで、もう貴族の令れい嬢じようではないのだと自分に言い聞かせるように。

　うつくしい髪かみはずっと短いまま、ドレスどころか、たまに穿はいていたはずのスカートを穿くことさえなくなった。

　彼女が剣の誓いをたてた頃ころ、アドルはまだ社交界に出ていなかった。結局、アドルはレイとダンスするような機会はさっぱりなかった。

「これまでダンスしていなかったとしても、これからもないとは言い切れないだろう？」

　意味ありげに笑うカルヴァに、アドルははっきりと否定もできずに黙だまり込んだ。

　いつかレイとダンスするようなときも、やってくるのだろうか。

　年相応の少女らしく綺き麗れいなドレスを着たレイと、きらびやかなシャンデリアの下でダンスする？

「……そうだといいな」

　たぶんレイは嫌いやがりそうだ。もともと、ドレスを着るのは好きではなかったから。

　それでもいつか、そんな日がくればいいと願いながら、アドルは部屋に戻る。

　リノルが支度中なのでルイは部屋の外で待機だ。

「遅おそい」

　部屋に戻ってすぐ、鏡の前で髪を結ゆい上げているリノルが、鏡越ごしに睨にらんできた。

「男の準備なんてすぐ終わるからいいんだよ……って、んん？　そのドレス……」

「ふっふーん。素す敵てきでしょ？」

　ドレスの飾かざりに目を落としたアドルに、リノルは嬉しそうに笑った。

　夜会用のドレスはアドルも何度か見ている。ハウゼンランド国から持ってきたときとは少し変わったドレスに、アドルはしっかり気づいたのだ。

「あれ？　レイは？」

　部屋にレイの姿がない。支度を手伝わせるといって連れて行ったくせに、と思いながら問いかけると、リノルは鏡を見つめたまま答える。

「ちょっと頼たのんでいることがあって、今はいないわ。会場に行けば会えるわよ」

「会場に？　なんでまた？」

　それまで護衛がルイ一人になるということだ。レイがこのタイミングで護衛から離はなれるというのは珍しい──というよりも、アドルの誘ゆう拐かい事件の直後では考えられない。

（リノルがまた何か無茶言ったのかな……）

　ふふ、とリノルは楽しげに鏡越しにアドルに笑いかけた。

「それは女の子のひ・み・つ」

「ソウデスカ」

　リノルが何か企たくらんでいるのだとしたら、アドルには止められるはずもない。

　夜会の時間が迫せまってきたところで、リノルを飾り立てていた侍じ女じよが数名アドルに張り付いて髪を梳すいたりしてくる。

　リノルがあれこれと口出ししてくるのでアドルはなされるがままだ。

「わたしのエスコート役をしてくれるなら、それなりの格好はしてもらわないとね！」

「顔はおまえと同じだろ」

　この顔が不服というのなら自分の顔はどうなのだ。

「顔のことは言ってないでしょ。ダサい格好しないでよって言っているの」

「左様ですか……」

　服装一つでここまで真しん剣けんになれる女性たちはすごいなぁ、とアドルは夜会前から気力を削けずられていた。

　ハウゼンランド国ではここまで侍女に囲まれることはあまりない。自分で着き替がえてたまにレイの手を借りることがあるくらいだ。

　だが、着飾るのは女性にとって武装なのだという。ならばエスコート役のアドルも、リノルの武器に含ふくまれるのかもしれない。

「さて、それじゃあ行きましょうかお兄様？」

「はいはい、お手をどうぞお姫ひめ様さま」

　冗じよう談だんめかして手を差し出すと、リノルは満足げに微笑ほほえんだ。
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　紺こん碧ぺきの上着はアドルの瞳ひとみの色を写し取ったようにうつくしく、縁ふち取どる金の飾りはキラキラとシャンデリアの明かりを跳はね返す。

　そんな爽さわやかな貴公子にエスコートされるのは、薄うす紅べに色いろのドレスを纏まとった愛らしい姫君だ。リノルが着るドレスは裾すそにむかうにつれて色を濃こくしていき、大輪の薔ば薇らの花のようだった。ドレスに縫ぬい付けられた真しん珠じゆはまるで花びらの上で踊おどる朝あさ露つゆのように光を帯びてきらめいている。

　アドルとリノルの姿に、誰だれもが目を奪うばわれた。スフェラ国では珍しい白い肌はだは神秘的にも見え、輝かがやく金の髪はまるで太陽の光を集めたように眩まぶしい。

「バーグラス卿きようとやらはあの人かしら？」

　笑え顔がおを貼はり付かせたまま、リノルがアドルの耳に口元を寄せて問いかける。傍はた目めには無む邪じや気きに内ない緒しよ話ばなしをしているようにしか見えないだろう。

「うん、そうアレ。怒おこっているなー」

　バーグラス卿は今にも怒ど鳴なりそうな形相でこちらを見ていた。アドルやリノルを賛美している人々が多いなか、ひどく目立っている。

「わたしでもわかるくらい敵意剝むき出しだもの」

「そりゃ、盗ぬすみ出された真珠がドレスの飾りになっていれば腹立つんじゃないかな……」

　バーグラス卿は未いまだにリノルが持ち出したと思っているのだから憎ぞう悪おの対象はリノル一人に絞しぼられるだろう。

　流れる音楽が少し小さくなったかと思うと、カルヴァが口を開いた。

「さて、今こ宵よいは特別な客人がきている。この情熱的な夜に咲さいた可か憐れんな花のような二人に乾かん杯ぱいしようではないか」

　カルヴァの声が会場に響ひびくと、人々はアドルとリノルに注目した。リノルは集まる視線に物もの怖おじすることなく、余よ裕ゆうの表情で微笑む。

　乾杯、と人々がグラスを掲かかげると、音楽が再び盛り上がり会場中に響き始めた。

　アドルとリノルは、カルヴァに挨あい拶さつするために彼のもとへと向かう。

「そういえば、アドルにはご褒ほう美びがあるのよ」

「ご褒美？」

　リノルの視線の先を追うと、カルヴァの隣となりに一人の女性がいた。

　月光を集めたかのような長い銀の髪かみは背に流れ、青いドレスには銀糸で刺し繡しゆうが施ほどこされている。白い肌を彩いろどるのはアクアマリンで、繊せん細さいな輝きが女性のうつくしさを際きわ立だたせていた。

　アドルがその人を、見み間ま違ちがえるはずもない。

「レイ……！」

　髪が長いが間違いなくレイだった。

「ふっふーん。かなり渋しぶったんだけどわたしがんばったのよ？　アドルもいろいろたいへんだったし、これくらいご褒美がないとね」

「今、おまえが天使に見える……！」

　もともとドレスが好きではないレイを説き伏ふせるのは難しかったはずだ。いや、リノル相手ならばレイも根負けするかもしれないが。

「普ふ段だんから天使のように愛らしいでしょうが」

　まったく、と呆あきれたようなリノルの言葉を聞き流して、アドルはしばしレイに見み惚とれた。
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（もちろんどんな姿でもレイはレイなんだけど、やっぱりドレス姿は特別だよなぁ……）

　騎き士し服の時も好きだし、レイならどんな姿であっても大好きだと迷いなく言える。けれどやはり、ドレス姿というのは格別の破は壊かい力がある。

　声をかけたら消えてしまいそうな儚はかなさで、触ふれたら壊こわれてしまいそうな危あやうさで、まるで夢ゆめ幻まぼろしのような印象を与あたえている。

「いつまで見惚れてんのよ、ほら行くわよ？」

　カルヴァはアドルに気づくと、にやりと笑ってレイの指先にキスをする。

「あのやろう……触さわるな離れろ消え失うせろ」

「国王陛下が消えるわけにはいかないでしょ。ぼんやり見惚れているあんたが悪い」

　通常モードで毒を吐はいているのにリノルは笑顔のままだ。愛らしいリノルアース姫という印象を壊さない。

「気づいてないの？　今はわたしに視線が集まっているけど、ちらちらとレイを狙ねらっている男はたくさんいるわよ？」

　ドレス姿のレイがリノルアース姫の銀ぎん髪ぱつの騎士であると気づいた者がどれほどいるかはわからないが、その容姿からスフェラ国の人間でないのは明らかである。国こく賓ひんであった場合を考えて今はまだ様子を見ているだけだろう。

　言われて周囲を窺うかがえば、レイを気にしている男はたくさんいた。レイ自身も視線に気づいているのか、居い心地ごこちが悪そうだ。

「行くぞリノル！　レイを奪だつ還かんしないと！」

「奪われてないから」

　レイのことになると周囲が見えなくなりがちなアドルに呆れながらも、リノルは付き合ってくれる。

「良い夜ですね、陛下」

　にっこりと微笑みながらアドルはカルヴァに声をかける。

「やぁ、アドルバード王子。皆みなはすっかり君たち二人に夢中のようだ」

「北国の人間が珍めずらしいのではないですか」

　黒い髪、浅黒い肌の多いスフェラ国では、白い肌、金髪や銀髪は目立つ。

「君たちが愛らしいからだろう。姫のドレスはまた格別にうつくしい」

「ありがとうございます、スフェラの真珠の輝きは素す晴ばらしいものですわね」

　リノルがふわりとドレスを持ち上げると、真珠がやわらかく輝く。

「……そちらのレディの顔色があまりよくありませんが、少し風にあたりに行きませんか？」

　アドルが声をかけると、レイは少し驚おどろいたようだった。

「ルイ、リノルのこと頼たのむな」

　ずっと影かげのようにそばにいたルイにリノルを託たくす。

「はい、アドル様」

　ルイにエスコート役を任せて、アドルはレイに手を差し出した。

　正直、少し虚きよ勢せいを張っている。

　なんだかんだと、アドルが城に戻もどってからレイとゆっくり話す時間は与えられなかった。

　あのキスについても、お互たがい触れていないままだ。

「……お手をどうぞ？」

　差し出された手を一いつ瞬しゆん呆ほうけたように見ていたレイは、急せかすようなアドルの声に、おずおずとその手をとった。

　浴びせられるような視線が鬱うつ陶とうしい。一刻も早く二人きりになりたかった。

「……なんだ、思ったよりも男らしくエスコートできるではないか。もっとヘタレだと思ったのだが」

　少しつまらなそうなカルヴァがアドルとレイの姿を見送りながらぽつりと呟つぶやいた。

「半分は虚勢でしょうけど」

　他ほかの男を寄せ付けないように、アドルも内心では慌あわてているに違いない。

「へぇ？　それで置いていかれたリノルアース姫ひめは私と一曲踊るつもりは？」

「あなたと踊る気はありませんわ」

　にっこりと、しかし切り捨てるようにリノルは誘さそいを断る。

「おや、私の知るリノルアース姫なら断らないと思ったんだがね？」

　含ふくみのあるカルヴァの言葉に、リノルは眉まゆを顰ひそめた。

　つまり、アドルの演じていたリノルアース姫なら喜んでダンスしたはずだ、と言いたいのだろう。

「あら。それでしたらもう少し魅み力りよく的な誘い文句がほしいところですわね？」

「これは失礼」

　カルヴァは笑みを浮うかべて、リノルに手を差し出す。

「今宵の思い出に、一曲踊おどっていただけませんか？　北国のうつくしい姫君」

「──ええ、喜んで」

　どうにか及きゆう第だい点といったところだったが、リノルは愛らしい笑顔でカルヴァの手を取る。

　リノルアース姫はこの夜会で咲くもっとも可憐な花だ。壁かべの花というわけにはいかない。

　ならばせいぜい、一番目立つ男と踊ってやろうじゃないか。




　バルコニーへ出ると、夜風が熱気に中あてられた頰ほおを冷ますようだった。

　レイの歩く様子が少しおかしいのは、久々にヒールを履はいているからだろうか。いつもより目線が高い。

「……その格好、びっくりした」

「ああ、私だと気づいていたんですね。他た人にん行ぎよう儀ぎだったので気づいていないのかと」

「俺がレイのことわからないわけないだろ」

　いつもと違うレイにドキドキしてしまって、うまく声をかけられなかっただけだ。

「……そうですね」

　アドルが即そく答とうすると、レイはくすぐったそうに笑う。

　ドレスの効果もあってか、その顔はアドルには致ち死し量の可愛かわいらしさだった。

（可愛い……！　レイがいつにも増して可愛い……！）

「ドレス、リノル様に言われて着たんですが、やっぱり似合いませんね」

　レイは自分のドレス姿を見下ろして苦く笑しようする。

「そんなことない！　……似合っているよ。びっくりするくらい綺き麗れいだ」

　青いドレスは、レイの白い肌はだや銀の髪をよりうつくしく見せている。リノルが選んだのだろうが、良い仕事をしたと褒ほめたいくらいだ。

　アドルの飾かざり立てていない純じゆん粋すいな賛美にレイが言葉を失っているのだと言った本人は気づく様子もない。

　ここにリノルがいたら、何をじれったいことをしているんだと怒ど鳴なってきただろう。

　けれどアドルは久々にレイと二人きりになれたことを嚙かみしめるので精せい一いつ杯ぱいだ。

（そうだあのときのこと、謝らないと──）

　ようやく二人になれたのだから、とアドルが口を開こうとしたその時だった。




　闇やみを切り裂さくような悲鳴が会場から聞こえる。




「なんだって邪じや魔まばっかり入るかな！」

　泣きたいくらいに邪魔ばかりだ。

「そんなこと言っている場合じゃないですよ」

　レイは窘たしなめるように言うと、ドレスのスカートをまくり上げた。白い足が露あらわになって、アドルは慌てて目をそらした。

「何やってんの!?」

「剣けんを隠かくすところがここしかなかったんですよ」

　レイは自分の剣を片手に、さらにアドルにも剣を差し出した。夜会の会場で帯剣できるのは護衛だけだ。もちろんアドルは剣を持っていなかった。

「歩き方変だと思ったらこれか！」

　剣を二本も隠し持っていたのなら歩き方が多少変でも頷うなずける。

　剣を持って会場へ入ると、そこは華はなやかな空気から一変して緊きん迫ぱく感かんに包まれている。

「バーグラス卿きよう……」

　どこかに隠していたのだろう、短剣を片手に持ったバーグラス卿とカルヴァが対たい峙じしていた。

「おとなしく今まで通り見て見ぬふりをしていればよかったものを！　この愚おろかな若造が、誰だれがこの国を支えてきたと思っている！」

「愚かなのはおまえだ、バーグラス。なかなか尻尾しつぽを出さずに苦戦させられたが、いつでもおまえの首に嚙み付いてやるつもりだったさ」

　カルヴァももはや手加減するつもりはないらしい。

　アドルはリノルの姿を捜さがしたが、カルヴァから少し離はなれた場所でルイの背に守られていた。そのことにほっと安あん堵どする。

「気づいているだろうが、おまえの手下はすでに地ち下か牢ろうの中だ。今から会いに行くかね？」

「たわけたことを……！」

　バーグラス卿が怒いかりを露わにして短剣を振ふり回した。あちこちで悲鳴があがり、婦人たちは会場の外へと逃にげ出し始める。それがバーグラス卿を刺し激げきしてしまったのだろう。そして、なんという天のいたずらか、バーグラス卿は一人の女性の腕うでを摑つかんだ。

（あの人は──）




「エネロア！」




　低い声と、幼い声が重なった。

　先ほどまでの余よ裕ゆうある表情が消え失うせたカルヴァと、会場の片かた隅すみで震ふるえているナハルが目に入る。

　エネロアの背後から腕を回し、バーグラス卿は自分の正面に立たせた。持っていた短剣が今にもエネロアの首筋を切り裂きそうなほど近くで思わせぶりに揺ゆれている。

　バーグラス卿は不敵に笑う。

「その汚きたない手をどけろ、バーグラス」

　唸うなるようなカルヴァの声は、明らかに常の彼ではなかった。短い付き合いのアドルにさえ、彼が動どう揺ようしているのが伝わる。

「女一人、あなたにとってはとるにたらない命でしょうね？　陛下」

「そんなわけがあるか」

「それはそれは！　さすが賢けん王おうと称たたえられるだけはある！」

　高く笑うバーグラス卿の声が会場に怪あやしく響ひびき渡わたる。

「ならば陛下、今ここで死んでください。そうすれば、この女は助けましょう」

「な、にを……！」

　エネロアが口を開くと、バーグラス卿の腕が彼女の細い首を締しめる。うぐ、と呼吸を遮さえぎられたかのような声がエネロアの口から零こぼれる。

「エネロア……！」

「さぁ決断してください陛下。早くしないとこの女の首がへし折れますよ？　それとも叔父おじを殺して王座についたようなあなたは、血を見るのがお好みですか」

　シャンデリアの光が、バーグラス卿の持つ短剣に反射する。

　カルヴァが昏くらい目でバーグラス卿を見る。懐ふところから取り出したのは、護身用の懐かい剣けんだった。

「おい、まさか……！」

　アドルが慌あわてて身を乗り出す。

（まさかあいつ、本気で死ぬつもりじゃないだろうな……！）

　王として、その選せん択たくは許されない。

　王の命と、臣下の命は同等ではない。それはカルヴァとてわかっているはずだ。たとえ、一人の男としての価値は違ちがったとしても。

「……アドル様」

　隣となりに立つレイが、声を潜ひそめてアドルを呼ぶ。アドルは声を出す代わりに目で応こたえる。

「投げられるような武器は持っていますか」

「……ない。この服、隠せるようなところなくて」

　用意されていた服はリノルが選んできたものだ。夜会の衣装にも短剣を隠せるようになっているものはあるが、これは違う。こうなるとわかっていたら、どうにかしてナイフの一本でも持ってきたのだが。

「ルイは持っていると思うけど」

「あそこまで動いたらバーグラス卿を刺激しかねません。私のドレスの下にナイフが一本だけあるので、とっていただけませんか」

　は!?　と思わず声を上げそうになって、アドルはすんでのところで吞のみ込んだ。

「ド、ドレスの下ってドレスの下？」

　動揺して声が裏返る。

「ええ、大だい腿たいにありますから。こんなことになるなら長剣よりもっとナイフを忍しのばせておいたほうがよかったですね」

　どこかズレたことを言っているレイの言葉の半分も理解できなかった。

「え、いや、俺がとるの？」

「私がここでスカートをまくりあげたら明らかにおかしいでしょう。気づかれたらエネロアさんに危害を加えられます。後ろに隠れて、とれませんか？」

「いや、うん、できそうだけど」

　小こ柄がらなアドルならドレスの陰かげに隠れることは不可能ではなさそうだ。

（できなくはない、けど、つまりそれは俺がレイのスカートの中を探さぐるってことだぞ……!?）

　いくら本人の許しがあるとはいえ、それはいろいろ問題があるのではないだろうか。

「アドル様」

　早くしろ、という雰ふん囲い気きのレイに、アドルも覚かく悟ごを決めた。

　ゆっくりとレイの背後に隠れ、バーグラス卿に見つからないようにしゃがみこむ。小さく息を吐はき出して早はや鐘がねを打つ心臓を落ち着かせると、ドレスの下へ手を忍び込ませる。極力、触ふれないようにと頭の中で繰くり返して心を無にする。

　そうでもしないと思春期の青少年には刺激が強すぎる。

　指先に硬かたい感かん触しよくが触れ、ナイフだとわかる。

「とれた」

「……投げられますね？」

　レイはナイフを受け取ることなく、アドルに問いかけた。アドルがナイフの扱あつかいを得意としていることは、もちろんレイも知っている。

　バーグラス卿までの距きよ離りは数メートル、人々は会場外へ逃げるか壁かべ際ぎわへと身を寄せ合っていて障害物はない。

「もちろん」

　アドルが自信ありげに笑うと、レイは小さく頷うなずいた。

「さぁ早く！　この女を先にあの世へ行かせますか!?」

　バーグラス卿が錯さく乱らんしたかのように叫さけび、カルヴァは懐剣を握にぎりなおした。

「陛下！　何をバカなことを──！」

　エネロアがもがいて声を上げる。すぐに黙だまれと言わんばかりに首を締められた。

「女を人ひと質じちにとるような奴やつは大悪党だって昔から決まっているんだよ！」

　アドルは狙ねらいを定めるとナイフを投げる。それは吸い込まれるようにバーグラス卿の腕うでに刺ささった。

「ぐっ！　どこから──」

　腕が緩ゆるんだ隙すきに、エネロアが手を伸のばす。その手をカルヴァは迷いなく摑んで引き寄せた。

　レイは既すでにバーグラス卿へと距離を詰つめている。エネロアがカルヴァのもとにいることを確かく認にんすると、レイは持っていた長剣を迷いなく振るった。

　ルイはその剣けんの流れを見て咄とつ嗟さにリノルの視界を遮った。

「ぐあああああ！」

　レイの剣は、短剣を握りしめていたバーグラス卿の腕を切り落とした。

「捕とらえよ！」

　鋭するどいカルヴァの声に、衛兵たちがバーグラス卿を拘こう束そくする。肘ひじから下がなくなった右腕からは血が流れ続けていた。ルイの陰からその血だまりを見たリノルが、びくりと肩かたを震わせる。

「……陛下」

　カルヴァに引き寄せられ、その腕の中に囲われていたエネロアが口を開いた。

「ああ、エネロア。無事でよか──」

　すべてを言い切る前に、エネロアはそのいとおしげに緩んだ頰ほおを引っぱたいた。小気味いいくらいに乾かわいた音が響く。

「なんですかアレは！　一国の王ともあろう者がたかが一人の女のために命を投げ出そうなどと！」

「仕方ないだろう、君を人質にとられてしまったのだから」

「仕方なくありません！　私のことなど捨て置いてください！」

「そんなことできるはずがない」

　きっぱりと言い切るカルヴァの顔は、真しん剣けんそのものだった。

「……そんなこと、できるはずがないよ。エネロア。君がいなければ、意味がない」

　まるで愛しているとでも言っているような表情だった。

　その声に、アドルは悟さとる。

（ああそうか。……女の子は約束を守ったんだ）

　大人になって、カルヴァがたいへんな目に遭あっていたら助けに行く。そう約束した女の子は、ちゃんと今もカルヴァを支えているのだ。

　熱を帯びたカルヴァの目に、エネロアもそれ以上強く言えなかった。

「ところで、なぜ君がここに？　夜会には出たがらないだろう」

　エネロアの服は、夜会に参加するようなドレスではない。簡素で動きやすい、いつも彼女が着ているものと同じだった。

「ぼ、僕が悪いんです！　夜会の様子を、少しだけ見てみたいと我わが儘ままを言ったから……」

　未いまだに恐きよう怖ふが消え去らないのだろう。ナハルが震ふるえながらもエネロアに罰ばつが与あたえられないようにと声を張り上げた。

「ナハル様、連れてきたのは私です。ナハル様が人質になる可能性もあったのに軽けい率そつでした」

「怖こわい思いをしたのはエネロアでしょう……！」

　今にも泣き出しそうなナハルは懸けん命めいにエネロアを庇かばおうとしている。

「……罰するつもりで聞いたのではない。エネロア、ナハルを部屋へ連れて行きなさい。落ち着かないだろうから、そばにいてやってくれ」

「かしこまりました」

　カルヴァは衛兵を二人呼ぶと、エネロアとナハルの護衛につかせる。

　招待客はほとんどが避ひ難なんしており、夜会はこれで終わりだろう。とんだ一夜になってしまった。

「さて、礼を言わなければならないな、アドルバード王子」

「感謝されるほどのことじゃない。武器を持っていたレイのおかげだし」

「騎き士し殿どのはそのうつくしい装よそおいのどこにそれだけの武器を隠かくし持っていたのかね」

「……さて、どこでしょうね」

　微笑ほほえんでごまかすレイに、カルヴァは追つい及きゆうしなかった。

「せっかく着き飾かざっているのにろくでもない夜会になってしまったな。せっかくだ、夜の庭園でも散策してくるといい。夜は夜でまた良いものだ」

　そう言うと、カルヴァは後処理のために慌あわただしく指示を出し始めた。

　夜会が終わってしまうにはまだ夜も浅い。月は綺き麗れいだし、昼間と違ちがって暑さも和やわらいでいる。

　なにより、ドレスを着たレイと過ごせるチャンスなんて滅めつ多たにない。

「……そうだな、すぐ部屋に戻もどるのはもったいないか」

　少し遠回りして戻ってもいいだろう。レイと二人きりの時間もなかなかとれなかったのだ。ご褒ほう美びとしてそんな時間をもらっても許されるのではなかろうか。

「いえ、ですがまだ危険があるかも──」

　渋しぶるレイに、アドルは笑った。

「それこそレイの出番だろ。俺の騎士なんだから」

「……それもそうですね」

　レイはきょとん、と目を丸くしたあとで緊きん張ちようを和らげるように笑った。




　バーグラス卿きようが捕らえられると、ルイはすぐにリノルを会場の外へと連れ出した。アドルたちはちょうど庭へ向かった頃ころだろう。

　本当は抱だき上げてしまうほうが早いかもしれないが、リノルの足取りは思っていたよりもしっかりしていた。

　リノルはルイに手を引かれるまま、ゆっくりと歩いている。

　普ふ通つうの令れい嬢じようなら、人の腕が切り落とされる瞬しゆん間かんに居合わせたら失神してもおかしくないというのに、リノルの強がりはこんなところにまで反映されてしまうらしい。

　──こんなときまで、強がらなくてもいいのに。

「リノル様、こっちです」

　庭にある噴ふん水すいの縁ふちに座れるようハンカチを敷しく。

　リノルを座らせてからルイはその肩に自分の上着をかけた。寒いわけではないだろう。けれど、かすかに震える肩にルイはそれくらいしかできなかった。

　噴水の水は月光を浴びてきらきらと落ちている。そのうつくしさに見み惚とれる余よ裕ゆうはなく、けれど清せい涼りような空気は肺に染しみこむような血の臭においを洗い流してくれるような錯さつ覚かくを覚えた。

　俯うつむいたリノルの表情は、立ったままでは窺うかがい知ることができない。

「……大だい丈じよう夫ぶですか？」

　ルイはリノルの足元に膝ひざをつき、見上げるようにしてその顔を見た。リノルの瞳ひとみが涙なみだぐんでいるのは見間違いではないだろう。

　まだ十五歳の女の子なのだ。愛されて守られて、今まで人が斬きり合うような場面は訓練でしか見たことがないだろう。あんな血だまりを見るようなことは、なかったはずだ。

「……怖いですか？」

　──怖かったですか、ではない。

　聡そう明めいなリノルは、その問いかけの意味にすぐに気づいてしまう。

　顔色一つ変えずに人を斬る俺が怖いですか。必要とあらば腕を切り落とし、その命を奪うばう騎士が怖いですか。そういう質問だった。

「俺たちは、人を斬ります。騎士ですから。俺だってさっきの姉さんのように人の腕を切り落とすこともあります。……怖いと思って、当然なんですよ」

　だから強がる必要なんてないし、怖いと思ってしまったことを恥はじることもない。

　だがリノルの瞳が、キッと睨にらみつけるような力を帯びる。

「怖くないわ。怖くなんかない」

　即そく答とうだった。

　大人顔負けに策略を巡めぐらせたとしても、リノルは蝶ちようよ花よと育てられたお姫ひめ様さまだ。

　人を傷つけることを厭いとう、やさしい人だ。

「……無理しなくてもいいですよ？」

　怖いはずだ。あんなことのあとで、まるでなにもなかったかのように振る舞うことのできる自分が。怖くないはずが、ないのだ。

　ルイが自じ嘲ちよう気味に告げると、リノルはまっすぐ目を逸そらさずにルイを見下ろした。

「バカにしないで。それはわたしにとってもあんたにとっても侮ぶ辱じよくよ。あんたの剣けんは誰だれのためにあるの」

　睨みつけてくる青い瞳に、ルイは自然とこうべを垂れた。

　こみ上げてくる感情は、喜びのようでもあって、真白の雪の上を汚けがしてしまった罪悪感にも似ていた。

「──我が姫のために。リノルアース様」

　リノルは静かにルイを見下ろした。月の光はリノルを慰なぐさめるようにやさしく彼女を照らしている。

「わたしは、わたしのために振ふるわれるその剣を、拒こばんだりしないわ」

　毅き然ぜんとした声にルイは苦く笑しようする。

　恐怖が消え去ったわけではない、それでもリノルはその目の縁に涙を溜ためながら、一いつ滴てきたりとも零こぼしたりしない。甘えてほしいとルイは願うのに、甘えてくれない。

　許されるなら、思い切り抱きしめて思い切り泣かせて、その涙を拭ぬぐってやりたいのに。

「守ってくれてありがとう、ルイ」

　──本当の意味では、ちっとも守らせてくれないくせに、と思ってルイはやりきれなさを笑え顔がおで隠した。




　アドルはレイを連れながら、ほんの少し遠回りして帰ることにした。

　会場に面していた庭園ではなく、よくカルヴァと話した東あずま屋やのある中庭へと移動する。

「やっぱりもったいないよな。せっかくレイが綺麗にしているのに」

　部屋に戻ったら、レイはすぐに着き替がえてしまうだろう。それではレイを着飾ることを誇ほこっているようなドレスや装そう飾しよく品がかわいそうだ。

（それに、ご褒美だっていうんならもう少し独り占じめしてもいいだろ）

「別に、私としてはどうでもいいんですが……」

「だってそういう格好、久しぶりだろ。もったいない」

　騎士服のレイは凜り々りしくてかっこいいと思うし、どんな服だろうとレイはレイだ。アドルにとって世界で一番綺麗な人であることに変わりない。

　それでもやはり、今夜は格別だ。

「アドル様が喜んでくださるなら、それで十分ですよ」

　心臓を鷲わし摑づかみにするような破は壊かい力にアドルは言葉を飲んだ。

「……そういえばレイ、ああいうこと他ほかの男にやるなよ」

「ああいうこと、とは？」

　首を傾かしげるレイに、アドルはため息を吐はき出した。無自覚というのは罪深い。

（青少年の純情をもてあそびやがって……）

「ドレスの下のナイフを──というかその前からだよ、男の前でドレス捲まくるとかダメ、絶対ダメ」

「そんなこと、アドル様以外でするはずがないでしょう」

　思いのほかきっぱりと即答されて、アドルは有う頂ちよう天てんになりかける。

　しかしいやいや待てよ、素す直なおに喜んでいい類たぐいのものだろうかと冷静につっこんでくる自分もいた。

　レイの言葉は、アドルだけは特別だと言っているようなものだ。

「──そういうこと言われると、勘かん違ちがいしそうになる」

　アドルとレイは幼おさな馴な染じみでもあるせいか、主従なのか友愛なのか、それともまったく別の何かなのか。境があやふやになっているところが多々あった。

　レイの言葉ひとつひとつ、それが、主人へのものなのか、それともアドル個人への言葉なのか──わからなくて、アドルは素直に喜べない。

「……勘違い、ですか？」

「レイは俺のこと、どう思っているのかなって」

　主従以上に、思いを傾かたむけてくれているのだろうか、と。

　二年前の剣の誓ちかいは、レイがレイであるために必要な手段だった。正直、アドルは主人としても心の底から求められたわけではないだろうと感じている。

　ただ、レイをありのまま認めるアドルと主従関係になれば、レイは変わらない生活を送ることができる。それだけの理由で選ばれたのだろうと。

「きっとアドル様は、あまり私のことを理解していないんだと思います」

　レイは小さく笑いながら目を落とした。その視線の先には蕾つぼみの花がある。

　月の明かりに照らされるレイの横顔は、思わず見惚れてしまうくらいに綺き麗れいだ。

「……これでも、他の誰よりもずっとわかっているつもりなんだけど」

　主従となって二年、だがレイとはそれこそ物心つく前からの付き合いがある。レイが好きなもの、嫌きらいなもの、どんなときに笑うか、どんなときに涙を堪こらえるか、すっかり隠かくすのが得意な彼女のほんのわずかな動きで心の内を探さぐれるようになっている。

「騎き士しであるレイ・バウアーは、あなたに身も心も捧ささげています。それで、満足しているんです」

　騎士として生きることがレイの誇りであり、選んだ道だ。

　レイは都合がいいからなんて理由でアドルを選んだのではない。アドル以外に剣を捧げたいと思う人なんていなかった。

　いつだって、どんなときだって、アドルはレイを受け入れてきた。女のくせに剣を握にぎるなんてと嘲あざ笑わらう人間にはレイに代わって嚙かみつくように怒おこってくれた。そして決まって、彼は言うのだ。

　──レイは、そのままでいいんだからな、と。

　そのことに、レイがどれだけ救われてきたかアドルはわかっていないのだろう。

「……けれど、ただのレイ・バウアーは強ごう欲よくで。見返りを求めたくなる。いえ、見返りとは違いますね。──あなたの心が欲しいと、望んでしまうんです」

　アドルはくらりと眩暈めまいがした。

　レイの声はただただ淡たん々たんとしていて、情熱的な雰ふん囲い気きはない。けれど、アドルにはだからこそレイの言葉が噓うそ偽いつわりのない本心なのだとわかる。

（ここまで言われてわからないほど鈍どん感かんじゃねぇよ……！）

　じわりじわりと熱が身体からだを侵しん食しよくしていく。喜びが溢あふれんばかりに湧わき上がってきて、アドルは小さく唸うなった。

「そんなのとっくに、レイのものだよ……」

　林りん檎ごのように真っ赤かに染まった顔を隠すようにしゃがみこんで、アドルが小さく零した。聞こえたとしても、聞こえていなかったとしても良かった。

　アドルもレイも、お互たがいが大事でいとおしくて、特別だから、こうしてそばにいる。

「それ以上はまだ言うなよ、俺がちゃんと言うから」

　今はまだ、はっきりと口に出すことはできない。

　アドルはレイの主あるじで、レイはアドルの騎士だ。そこに恋れん愛あい感情がまじっていることが明らかになれば、口うるさい連中は黙だまっていないだろう。

　アドルが王になるまで。王になると、決まるまでは。

　それは、そう遠い未来ではないはずだ。

「そうだな、俺がおまえの身長を越こしたら、言うよ」

　きっとその頃ころには、試練も終わっているはず。

　終わらせてみせる、とアドルは今一度決意を固める。

「……私はいったい何年待たされるんでしょうね？」

　やわらかく微笑ほほえみながらレイが言う。

　そんなに待たせるか！　と反論しようとしたアドルの唇くちびるに、やわらかいものが触ふれた。それは、数日前と同じ感かん触しよくだ。

　ほんの一いつ瞬しゆん重なった唇は、あっけないほどすぐに離はなれていく。

「な、な、なななななななんで!?」

　アドルが激しく動どう揺ようしながら問いかければ、レイはけろりとした顔をしている。

「やられたらやり返せと教育されているので。仕返しです」

「そ、そういうの、仕返しっていわないと思う……！」
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「そうですか？　アドル様にされたことを同じようにやり返したんだからいいじゃないですか」

　くすくすとおかしそうに笑うレイは、いつもよりどこか子どもっぽい。

「……あのとき、逃にげられたから嫌いやだったのかなって謝ろうと思っていたんだけど」

　しかし仕返しとはいえレイからキスしてくれたということは嫌ではなかったのだろうか？

　でも、とアドルは口くち籠ごもる。

「嫌……ではありませんでしたけど……驚おどろきすぎて頭が働かなかったので、つい」

　アドル様を一人にしてしまいました、と謝りそうなレイの唇をアドルは慌あわてて手で塞ふさいだ。レイに謝られるわけにはいかない。

「いや、俺が悪かったのであってレイは全然悪くないからな!?　謝るなよ!?」

「ですが……」

「いやいいから！」

　アドルがレイの言葉を遮さえぎると、お互い顔を見合わせてくすりと笑う。

　どちらが悪いか言い争うなんておかしな話だ。

「それじゃあ、今度のことは、おあいこってことにしましょうか」

　仕返しもすみましたしね、と笑うレイに、アドルは小さく頷うなずいた。本当は全面的にアドルが悪いのだと土下座したいくらいだ。

（惚ほれた方が負けって本当だよな……）

　だってアドルは、永遠にレイに勝てる気がしないのだ。

「……早く、伸のびてくださいね」

　──待っていますから。

　耳元をくすぐるように囁ささやかれた言葉と、ふんわりと笑うレイに、アドルは撃げき沈ちんした。
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　スフェラ国にやってきて、今日でちょうど九日目。昨日の夜会の華はなやかさは薄うすれ、交易について真しん剣けんな話し合いが行われていた。明日、アドルたちはスフェラ国を発たつことになっている。

　緊きん張ちようしているアドルの目の前に書面が用意される。

　ハウゼンランド国とスフェラ国が真しん珠じゆの交易を行うためのものだ。

　カルヴァがサインして、ただの紙切れだったそれは正式な書類になる。

「これで君の目的は達成、かな」

　カルヴァから書類を受け取り、アドルは感かん慨がい深げに頷いた。

「ありがとうございます」

「感謝するのはこちらだ、アドルバード王子。君にはたいへん世話になった」

　これで一つ目の試練は無事にクリアだ。胸を張ってハウゼンランド国に帰ることができる。

「それとこれは提案なので無理に、とは言わないが」

「……提案ですか？」

　真珠の交易についての話し合いは終わり、正式に書面にまとめてある。これ以上この場で話すことはないはずなのだが。

「モルテ」

「はい、こちらに」

　カルヴァの合図に、モルテはすぐに書面を差し出した。アドルが見えるように机に置かれたそれをさっと読んで、目を見開く。

「ハウゼンランド国とスフェラ国の、同盟……!?」

　思わず声に出た。

「はい、ハウゼンランド国とスフェラ国の恒こう常じよう的な交易に始まり、非常時における援えん助じよなどをまとめてあります。我われ々われとしては対等な立場での同盟を望んでおります」

　モルテがすらすらと説明してくれるが、驚きのあまりアドルの頭にはなかなか入ってこない。

「……すぐに返答はいたしかねます、もちろんこちらとしてはたいへん光栄なお話ですが」

　アドルに与あたえられているのは真珠の交易に関する裁量権のみだ。国同士の同盟ともなれば、国王に報告した上で判断を仰あおがねばならない。

「それはもちろん。内容も細かく話し合う必要があるし、この場で返事をしろとは言わないさ」

　アドルは同盟に関する書面も受け取り、外交官へ預けた。

　何考えているんだこいつは、とカルヴァをちらりと盗ぬすみ見る。

　ハウゼンランド国は小国だ。国土の広さはスフェラ国の三分の一ほどだろうか。そんな小国と対等な同盟を結んだところで、スフェラ国になんの利益があるのだろう。

「何か言いたげだねアドルバード王子？」

「……恐おそれながら、スフェラ国にとっての利益が若じやく輩はい者の私には思い浮うかばないもので」

　にやりと笑うカルヴァに、アドルは素す直なおに答えた。

「共通点のない国同士、深く付き合うことで新たな発見もあるのではないかと思ってね」

　それに、とカルヴァは続ける。

「真珠の交易に関しても、外交に力を入れているハウゼンランド国で広まればおのずとあちこちの国に知れることになる。こちらとしては十分に利益のある話だと思うがね？」

　小国の多い北方の国々はもともと友好な関係を築いているが、ハウゼンランド国はそのなかでも特に周辺国との繫つながりが多い。

　説明は納なつ得とくできるものだった。

　だがカルヴァに真ま面じ目めに答えられると、どうにもしっくりこない。カルヴァのふざけたノリにすっかり毒されてしまったようだ。

　そして、期待を裏切らないのもカルヴァである。

「ごちゃごちゃした建前は建前として、うつくしいものは正義だからな！」

　胸を張るカルヴァにスフェラ国の外交官たちは「またかー」という顔をしているし、ハウゼンランド国の人間はぽかんと口を開けている。

「そういう本音はしっかり隠かくしておけバカ！」

　ついつられて怒ど鳴なってしまうのも仕方ない。

　仕方ないということにしてほしい。

　スフェラ国に滞たい在ざいした短い間で、アドルにはすっかりカルヴァにたいしてつっこむ癖くせが身についてしまったようだ。
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　長いようであっという間だったスフェラ国での滞在も、今日で終わる。

　出立しようというアドルたちを見送るために、わざわざカルヴァまで顔を出していた。ナハルやモルテ、エネロアの姿もある。

「試練は、レイにとってもいいきっかけになったかしら？」

　カルヴァと話をしているアドルを見ながら、リノルが微笑ほほえんだ。

　突とつ然ぜん話しかけられたレイは、リノルを見下ろして一いつ瞬しゆんだけ目を丸くした。

「……そうですね」

「そう。なら良かった」

　くすりと笑うリノルに、レイは観念するように笑えみを浮かべた。

　殺したはずの恋こい心ごころは、今もレイの胸のなかで騒さわいでいる。

　王子様のキスですっかり目覚めてしまったのだろう。きっと、もうレイが押し殺そうとしてもこの恋はしのぶことすら嫌いやだと叫さけぶに違ちがいない。

　恋心なんて、騎き士しとして生きるには邪じや魔まになると思っていた。

　だがレイは、大切なことを忘れていたのだ。

　主あるじであるアドルは、何度だって言っていたじゃないか。

　そのままでいいんだからな、と。

　アドルに恋したレイでも、彼の騎士でいることはできるのだ。アドルは、ありのままのレイをこれまでもこれからも受け入れてくれるから。

　そんな人だから、好きになった。

「人の欲よくは、際限がなくて困りますね」

　そばにいられるだけでいいと思っていたはずなのに。

　それだけで、しあわせだったはずなのに。

「そりゃそうよ。聖人でもないのに無欲な人間なんて気味悪いわ」

　苦く笑しようするレイを、リノルは何を言っているんだという顔で見上げた。

「それで？　アドルとは恋人になったってことよね？」

「……いいえ、今まで通りですよ？」

「はぁ!?」

　リノルが信じられない、といった表情を作る。せっかくの愛らしい顔が台無しだ。

「ちょっと、なにがどうしてそうなるのよ！　進展したんじゃないの!?」

　お互たがいの気持ちを確かめ合えば、もちろん行き着く先など一つしかない。

「……進展、したといえば、したんでしょうか？」

　現状維い持じのままですけど、と首を傾かしげるレイに、リノルは詰つめ寄った。

「どういうこと？」

　じろりとリノルに睨にらまれる。

　どういうこと、と聞かれるとレイも正直困る。

　レイにとっては進展だった。自分の恋を受け入れて──この恋を抱かかえたまま、これからも騎士としてアドルに尽つくすつもりだ。

　けれど現状、両りよう想おもいだというのはいかがなものか。

　愛を告げて、告げられて、そうして恋人になるというのなら。

「お互い、好きだとは一言も言っていないですよ」

「あんのヘタレ……！」

　リノルがふるふると怒いかりに震ふるえながら振ふり絞しぼるように言葉を吐はき出した。

　アドルがレイの背を追い越こしたら、その時はきっと彼からレイが望んでやまない言葉を告げられる。

　リノルは怒おこっているようだが、正直レイは少しほっとしていた。

　キス一つであれほど動どう揺ようしてしまったのだ。愛の告白なんてされたら、普ふ段だんの平静さなど吹ふき飛んでしまうかもしれない。

　だとしたら、この猶ゆう予よは心の準備をしておくために必要なのだろう。
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　レイとリノルが話している間、アドルはカルヴァに別れの挨あい拶さつを告げていた。

「それじゃあ、お世話になりました」

「いつでもまた来るといい！　同盟の件もあるからそう遠い未来の話でもなさそうだが」

「そうかもな」

　正直カルヴァの相手は疲つかれるのだが、どうも長い付き合いになりそうだ。

　まったく、スフェラ国では熱ねつ中ちゆう症しようになるし、誘ゆう拐かいされるし、たいへんだった。こんな濃のう密みつな日々はそうない。

　アドルたちを見送るためにやって来たナハルが、きらきらとした目でアドルを見上げてくる。

「僕、将来はアドル王子のような人になりたいです！」

「へ!?　俺!?」

「はい！」

　女装でもするつもりだろうか、いやいや違うそんなわけがない！

　ナハルのまっすぐで曇くもりない目は嬉うれしくもあるが気き恥はずかしい。攫さらわれたり着き替がえの途と中ちゆうだったりわりと情けないところを見られていたと思うのだが。

「ナハル様ー。王子を困らせちゃダメですよー」

　だらだらと妙みような汗あせを流ながしていたアドルを助けるように、モルテがナハルを呼ぶ。

「困らせてしまいましたか……？」

　しかし逆効果だったのか、小動物のような目でナハルはアドルを見てくる。

「いや、そんなことないけど！　ナハル様はナハル様らしくがんばればいいと思うな……？」

　今のままでもナハルは十分いい子だ。このまま誰だれにも毒されることなく成長してほしい。

「はい！　がんばります！」

　ナハルはうれしそうに笑うと、エネロアのほうへと駆かけて行く。

　──他ほかの誰かになんて、ならないでください。

　幼い頃ころレイに言われた、大切な言葉。

　誰かに憧あこがれるのはいいことだろう、けれど結局自分は自分にしかなれない。それを、見失ってはダメなのだ。

「ナハル様っていい子だよな。あんたと同じ血が流れているとは思えないくらい」

　エネロアと話しながらより明るくなったナハルを見て、アドルもほっとする。

「そうだな。……いい子でなくては困る」

　答えたカルヴァは、珍めずらしく真しん剣けんな眼まな差ざしでナハルを見ていた。

　エネロアとナハル、二人が楽しげに話している姿をどこか遠い世界のもののように見つめて、カルヴァは口を開いた。

「私がいつか道を踏ふみ外したとき、あれが私を殺すだろう」

　それは、とても冗じよう談だんとは思えない声こわ音ねだった。

　アドルは一瞬目を丸くしたあとで、大げさなくらいに「はぁ？」と返す。

「おまえバカか！　あんな小さな子になんて重たいもんを背負わせるつもりだよ」

「では君が代わってくれるかね？」

「もっとバカか！　他国の人間を巻き込むな！　おまえがちゃんとしていればいい話だろ！」

　まっぴらごめんだと断るアドルに、カルヴァも表情を和やわらげた。

「そんなことを言っても、きっと君はまた面めん倒どう事に巻き込まれるんだろうな。そういう性分だ。そんなところも含ふくめて、私は君に期待しているよ」

　期待？　とアドルは首を傾げる。

「王に必要な素質はなんだと思う？」

　突然の真ま面じ目めな問いかけに、アドルはしばし考えた。

　──王。

　国土を、国民を、守らなければならない。生半可な気持ちでできることではないと思っているし、王になるためには必要なものがたくさんある。

「……統とう率そつ力とか、決断力とか？」

「いいや」

　きっぱりと答えを否定されてアドルはますます首を傾げる。

「知力も武力も、それらを操あやつるための能力も、なくても王にはなれるものだ。本当に必要なのは、人々に愛される才能だよ」

「──はぁ？」

　予想よりも随ずい分ぶんとロマンチストな解答にアドルは釈しやく然ぜんとしない顔でカルヴァを見上げた。そんなアドルに、カルヴァはくすくすと笑う。

「極論で言えばバカでも王はできる。足りないところを補う優ゆう秀しゆうな人材に愛され支えられれば、国はなんの問題もなくまわっていく。もちろん、賢かしこく強ければそれに越したことはないがね。その点で言えば君は最高に王の素質がある」

　にやりとカルヴァは笑った。

「君の成長が楽しみだよ」
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　ハウゼンランド国に帰ると、涼すずやかな風がアドルたちを歓かん迎げいした。

　一通り挨拶を終えて、アドルは元老院のもとまでやってきた。食えないおっさんどもがずらりと並んでいる。

「無事に一つ目の試練を終えてこうして帰国したこと、喜ばしく思う」

　マディスの堅かた苦くるしい物言いがなんだか懐なつかしくも感じる。労ねぎらう言葉にアドルは「ありがとうございます」と一礼する。

「そこで、ほれ」

「はい？」

　いろいろとすっ飛ばしてヴァイゼルから一枚の紙切れを差し出され、アドルは不思議そうに首を傾げた。

「二つ目の試練の詳しよう細さいじゃ。どうせすぐに寄よ越こせと言うだろうと思ってな。用意しておいてやったわ。感謝せい」

　ほっほっほ、と楽しげなヴァイゼルにアドルの頰ほおはぴくぴくと引き攣つった。このジジィにしてみれば、アドルの試練は余興のようなものにすぎないのだろう。

　もちろん時間のないアドルにしてみれば、早く次の試練が開示されるのは喜ばしいことだ。

「それはどうも、ありがとうございます」

　無む駄だにできる時間などない。

　アドルは緩ゆるみかけた気持ちを引き締しめると、背筋を伸のばしてまっすぐに元老院のジジィどもを見み据すえる。

（たぶんここに、味方と思える人はいない）

　元老院は中立とされる機関だが、やはりどうやっても私情は絡からんでくる。おそらく元老院の大半が現状はハーラントのほうが王に相応ふさわしいと思っているだろう。

　味方がいないのなら、これからもっと味方を増やしてやる。

　王に相応しいのはアドルなのだと、何度でも示してやる。

　そうやってアドルは、少しでも早く前に進むしかないのだ。




「おかえり、アドル。南の国はどうだった？」

　元老院のもとから自室へ戻もどる途中、にこやかに話しかけてくる青年と遭そう遇ぐうする。

　蜂はち蜜みつ色いろの髪かみは艶つややかで、すっきりと甘さのある顔は世の女性たちが絶賛している。従兄いとこのハーラントと、その弟であるノルベルトだった。

「──死ぬほど暑かったよ」

　苦く笑しよう交じりにそう答えると、ハーラントは「そっか」と笑う。

「ともあれお疲つかれ様、怪け我がもなかったみたいでなによりだ」

　こちらを案じてくる表情に噓うそ偽いつわりは一いつ切さい感じられない。けれどその様子は、どう見てもライバルに対するものではなかった。

　ハーラントにとってアドルは、ライバルにもならないのだ。

「男の子は冒ぼう険けんが好きだから止めないけど、無茶はしないようにね」

　やさしく微笑ほほえんでそう告げると、ハーラントは「それに」と苦笑する。

「リノルもついて行ったみたいだけど、そういうのはやめるように言ったほうがいい。女の子なんだから危ないことはしないように」

「それは言っても無駄だと思うけど」

　リノルは自分でやると決めたらなにがなんでもやる。アドルが言ったところで聞かないし、止められるものでもない。

「怪我でもして傷きず跡あとなんか残ったらどうするの。俺の花はな嫁よめにそんなものいらないな」

「……リノルはおまえと結けつ婚こんする気はさらさらないよ」

「あはは、何言っているの？　お姫ひめ様さま育ちのリノルが降こう嫁かして臣下の暮らしをできるはずないよ。あの子は王おう妃ひになるのが一番だ」

　手ごたえのない会話とはこういうことを言うのだろう。
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　誰だれが何を言っても、ハーラントの中で決定した事こと柄がらは覆くつがえらないまま、彼はそれが当然の未来だと語るのだ。

「それじゃあまたね、アドル」

　くれぐれもリノルのことをよろしく、とハーラントは付け足して去っていく。

　残されたアドルを、無言を貫つらぬいていたノルベルトが冷たく睨にらみ付けてきた。

「……失敗してくれりゃこっちの手間も省けたのに。おまえって相変わらずしぶといよな」

「褒ほめ言葉として受け取っておくよ」

　ノルベルトがアドルに対して敵意を剝むき出しにしてくるのは昔からだ。今いま更さら相手をしてやるほどアドルも暇ひまではない。

　それよりも早く部屋に戻って、次の試練に向けて準備を始めたい。

　アドルは二年前に、一つ決意をした。

　王となる。王となって──剣けんの誓ちかいをたてたレイに自由を与あたえる。その身、その命、アドルのためにすべてを捧ささげたレイは生しよう涯がい結けつ婚こんすることができない。

　その誓いを、無効にする。

「だって、そうしないとプロポーズもできないしな」

　アドルが欲しいのは、レイ・バウアーだ。

　騎き士しであり、世界で一番いとおしい女性である、レイただ一人だ。騎士のレイだけが手に入っても意味はない。

　そのためなら女装だってするし、王にだってなってやる。




　アドルが自分の部屋に戻ると、そこには当然のようにリノルがいて寛くつろいでいた。

　リノルがいるということは、もちろんルイもいる。アドルの騎士であるレイも当たり前だが元老院へ報告に行ったアドルを待っていた。

「おかえり、アドル」

　にっこりと微笑むリノルに、アドルの本能は警けい戒かいしろと告げていた。

「……なんでおまえが待っているんだ？」

「あらやだ、大切なお兄様のために役に立とうと思ったんじゃない？」

　お兄様、と媚こびるような呼び方の時は特に要注意だ。ろくなことがない。

「おまえ、またなんか企たくらんでるな!?」

「可愛かわいい妹にたいしてそれはひどいんじゃない？」

　ぷくっとリノルは頰を膨ふくらませて抗こう議ぎする。

「諦あきらめたほうがいいですよ、アドル様」

　と、ルイが諭さとすように言い、

「そうですね、リノル様に勝てるはずがありませんしね」

　と、レイが何かを悟さとりきった顔で言った。

（なにこれ！　ここにも俺の味方はいない!?）

　リノルの白い指が、テーブルの上にあった何通かの招待状を持ち上げる。

「──で？　次の試練はどこへ行くことになっているのかしら？」

　その招待状は、近きん隣りん諸国の名前がほとんど揃そろっていた。しかし宛あて名なは当然リノルアース姫だ。

　それはつまり、そういうことだ。

（確かに手段は選ばないけど！　どんな手をつかってもいいって思っているけど！）

　だがしかし、女装以外にも方法はたくさんあると思う。なにもそれだけにこだわる必要はまったくといっていいほどない。

　断じてアドルはそんな趣しゆ味みに目覚めていない！

「も、もう勘かん弁べんしてくれえええええ！」

　アドルの受難の日々は、始まったばかりだ。








あとがき






　こんにちは、青あお柳やぎ朔はじめと申します。拙せつ作さくを手に取ってくださり、誠にありがとうございます。

　今作は第二回カクヨムＷｅｂ小説コンテスト恋れん愛あい部門にて特別賞を受賞した『可か憐れんな王子の受難の日々』を改題、改かい稿こうしたものとなります。新キャラを作ったり細かな設定を練り直したりしてこのような形になりました。アドルの奮ふん闘とう劇げき、いかがでしたでしょうか……！

　もともと、このお話は高校時代に考えたものが原型で、さらにそれを十年前にウェブで公開し始めたものが『可憐な王子の～』となります。コンテストに投とう稿こうしたのはそのリメイクでした。そういう経けい緯いもあって、まさか書しよ籍せき化するとは思ってもいませんでした。

　イラストを担当してくださった高たか崎さきぼすこ様。アドルたちが本当に生き生きとかっこよく可愛くなりました！　ありがとうございます！　明るく楽しく指導してくださった担当様。本当にいつもありがとうございます。支えてくださった読者の皆みな様さま、励はげましてくださった執しつ筆ぴつ仲間の皆、見守ってくれた家族。無事におかげでこうして本になりました。

　最後にあなたへ。読んでくださってありがとうございます。アドルたちと一いつ緒しよに楽しいひとときを過ごせたのなら幸いです。


青柳　朔


















ウチの王子が可憐すぎる！　電子書籍特典

ご褒美の話
















「……ご褒美くらいあってもいいと思わないか」

　騒がしいリノルが部屋から去ったあと、アドルは神妙な顔で呟いた。

「どうしたんですか急に」

　レイが首を傾げながらアドルを見る。

「俺がんばったよな!?　女装して誘拐されてそれでもがんばったよな!?」

　自分で言うのもどうかと思ったのだが、誰も褒めてくれないのは悲しい。

「まぁ、そうですね、予想外のことがたくさんありましたけど、なんとかなりましたし」

「次の試練がさっさと提示されるのはありがたいしもちろんやるけど！　でもさ！　なんだこの報告書の山は！」

　アドルの机の上には山のように積み重なった資料と未提出の報告書がある。

「……仕方ないですよ。スフェラとの同盟の件もありますし」

「俺を忙殺する気か……！」

　次の試練の準備のことも考えると、寝ている暇もないほどだ。帰国したばかりだというのに休みも与えられないらしい。

　机に向かわずにぐだぐだと文句を言うアドルに、レイはため息をついた。

「……何か欲しいものでもあるんですか？」

「へ？」

　レイの問いに、アドルは目を丸くした。

「ご褒美とおっしゃるので。私にできることなら」

「え？　本当に？」

　まさかの展開にアドルが目を輝かせる。

「……やっぱりやめますか」

「ええええなんで!?」

「なんとなく嫌な予感が」

「別に変なことお願いしようとか思ってないから……！」

　どこぞの変態国王でもあるまいし！

　そもそも、カルヴァほどの度胸がアドルにはない。

「じゃあ、ご褒美は何がほしいんですか？」

　再度レイに問いかけられて、アドルは口籠る。いざ聞かれるとどんなことを頼もうか、と悩ましい。どんなことなら嫌われないだろうか、という悩みでもある。

「……嫌なら、断ってくれていいけど」

　アドルの前置きに、レイは「はい」と答えた。

「えーと、その、抱きしめてもいいですか」

　緊張して思わず敬語になる。

「……わたしをですか？」

　きょとん、としたレイにアドルは照れながら頷いた。

「椅子を抱きしめてもなんのご褒美にもならないだろ」

「……わたしを抱きしめてご褒美になるんですか？」

「なるからお願いしてるんだけど……いや、やっぱいい」

　レイが嫌がることをしたいわけではないのだ。そもそもお互い、思いを確かめ合ったとはいえ恋人ではないわけだし。

「いえ、その……」

　レイは困ったように視線を泳がせ、やがて覚悟を決めたかのようにアドルの袖を引いた。

「アドル様」

「え」

　ちゅ、とアドルの頰をレイの唇がかすめる。

　ふわりと柔らかい感触に、アドルは夢か幻かと疑った。

「……え？　レ、レイ？」

「……これはご褒美になりますか？」

　照れているレイの声に、夢でも幻でもない現実なのだと知る。その途端、身体が沸騰したみたいに熱くなった。

「な、なるけど！　なるけど！　なんで!?」

「抱きしめられるほうが、私の心臓が持ちそうにないので」

　そう言うレイは、顔が真っ赤になっている。

（か、可愛い……！　今めちゃくちゃ抱きしめたいんですけど……！）

　しかし、ご褒美という口実は今使ってしまったわけで。

　そしてレイからの不意打ちに、アドルの心臓も爆発寸前になっている。

「……仕事、がんばります……」

「はい、がんばりましょう」

　今からもっとがんばったら、またご褒美をねだっても許されるんだろうか──なんて、そんなことを考えてアドルは机に向かった。
















カバー・本文イラスト／高崎ぼすこ

デザイン／須貝美華










ウチの王おう子じが可か憐れんすぎる！




【電でん子し特とく典てん付つき】








青あお柳やぎ　朔はじめ
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